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１．研究背景 

仏教の伝来とともにもたらされた仏前供花は，日本古来の依代信仰，常緑樹信仰と結び付

き，華道という日本特有の文化を育んできた。生活文化１)として発展してきた華道には数多

くの流派があり，その中で最も歴史の長い流派が池坊（いけのぼう）である２)。 
池坊は室町時代に仏前供花から立て花（たてはな）を経て立花（りっか）という独自のい

けばな３)様式を成立させた。立花を記載する史料として花伝書，花書及び花形絵（はながた

え，現在では作品写真）がある。 
花伝書は，立花の制作に関する秘事奥義を記しており，立花の構成理論が構築される天文

年間に多く現れている４)。現存する最古の花伝書とされる『花王以来の花伝書』５)（以下『花

王』と略す）には図絵によって当時のいけばな様式が記録され，『池坊専応口伝』６)（以下

『専応口伝』と略す）は池坊の基本理念を表現，確立し，池坊を立花界の主流へと押し上げ

た。この『専応口伝』は 1523年の相伝開始以来，いくつかの写本が残された。 
1542年に相伝された『専応口伝』７)には，立花について，次のように述べられている。 
「花瓶に花をさす事いにしへよりあるとはきゝ侍れど，それはうつくしき花をのみ

賞して，草木の風興をもわきまへず，只さしたる計なり。この一流は野山水辺をの

づからなる姿を居上にあらはし，花葉をかざり，よろしき面かげをもととし，先祖

さし初しより一道世にひろまりて，都鄙
と ひ

のもてあそびとなれる也。艸
くさ

の菴の徒然を

も忘れやすると，手すさみに破瓳古枝を指立て，はにむかひてつらつらおもへば，

廬山湘湖の風景もいたらざればのぞみがたく，瓊樹瑤池の絶境もみゝにふれて，見

る事稀也。王摩詰が輞川の図も夏涼しきを生ずる事あたはず，舜叔挙が草木の軸も

秋香を発することなし。又庭前に山をつき，垣の内に泉を引も，人力をわづらはさ

ずして成事をえず。たゞ小水尺樹をもって江山数程の勝概をあらはし，暫時頃剋の

間に千変万化の佳興をもよおす，宛仙家の妙術ともいつつべし。」 
この記述は，池坊立花が植物そのものの表現だけでなく，自然の風景が写しとられ，表現

されたものであること，及び立花が作庭よりも優れていることが主張されている。つまり，

池坊立花には，植物鑑賞という側面に加えて風景認識の側面を有し，造園と類似する性質を

持つことが考えられる。 
ほかの花伝書からも風景に関する表現が読み取れる。例えば，『仙伝抄』８)の「草高く木

のみじかき事」には，草を高く立てて，木を短く立てる立花を「沢辺千尺の松たりといへど

も，れい頭一寸の草」に見立て，『臥雲華書』９)にも「立花は，野山を表する故に，遠見広

き風景を，賞翫する事なり。」の条文がみられる。 
17 世紀前半，池坊立花の理論が確立されると，花伝書とは相反する性格を持つ花書が刊

行されるようになった。特定の受伝者のみが眼にする花伝書に対し，『古今立花大全』10)（以

下『立花大全』と略す）をはじめとする花書は，立花の大衆化を図るために一般に公開され

る書である。 
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花伝書と花書はともに立花の制作技法が記載される一方で，立花を写実的に写す花形絵

が江戸初期から現在まで作られ伝承されてきた（図－1－1－1）。 
現在では，立花 11)が「多種多様な植物によって自然風景を表現するいけばな様式」と定

義されているように，『専応口伝』が築いた池坊立花の基本理念が後の花伝書と花書によっ

て伝承された。 
以上を概括すると，花伝書と花書，花形絵は同じ流派（系統）によって継続的に作られて

残され，系統的に池坊立花の変遷を追うことができる価値のある資料である。 
しかし，そうした価値ある資料の存在にもかかわらず，池坊立花の風景表現に関する研究

知見の蓄積は少なく，池坊立花の風景表現の技法と池坊立花にみる風景観に関する研究は

課題となっている。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－1－1－1江戸初期・江戸後期・明治期の「花形絵」 

『池坊専好立花名作集』，『新刻瓶花容導集』，『専正立生華集』より作成 
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２．研究目的 

以上の背景から，本研究では，池坊立花を研究対象として，立花が表現する内容と技法に

着目し，その歴史的変遷を考察することを企図し， 
（１）池坊立花の表現内容から構成の発展過程を把握，整理し，立花の役枝の変化，立花に

使用される植物など，風景表現の変遷を把握する枠組を提示すること 
（２）池坊立花の構成，素材，表現技法に着目し，立花における風景表現の特徴と変遷を明

らかにすること 
（３）池坊立花に風景認識と風景表現の技法にみる風景観について論じ考察すること 
の３点を目的とした。 
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３．既往研究と研究の位置づけ 

３－１．池坊立花及びいけばなに関する研究 

池坊立花を含むいけばなに関する研究は数多く行われている。 
例えば，大井 12)（1976）はいけばなの歴史といけばな用語を『いけばな辞典』に編集し，

いけばなの特質は「自然に恵まれ親しんできた日本人の心情を根底としながら，花をいける

ことによってその生命をいかすと同時に，いける人間自身が生きるといった人間と自然と

の結びつきの深さを表現」することであると述べた。 
後に，西山 13)14)（1978,1985），中西ら 15)（1997），和歌森 16)（1971），鈴木 17)（2011）

などがそれぞれいけばなと日本文化との関係について本を書きあげ，大井ら 18)（1997）は

池坊の歴史を中心に，中世における立花の基盤の成立，江戸時代の宮廷立花と池坊との関係，

鹿苑寺住職鳳林承章の立花活動，明治以降のいけばな等を整理し，述べた。 

また，『いけばな美術全集』19)，『図説いけばな大系』20)，『立花資料集成』21)，『花道

古書集成』22)，『いけばな美術名作集』23)などいけばなの史料を収録するシリーズが編集さ

れた。これらの史料の特徴を概説すると，まず，全 10巻から構成される『いけばな美術全

集』は，供花を描いた仏教美術，歴史図絵をはじめ，立花，茶の湯の花，抛入花，文人花な

ど，日本にみられるあらゆるいけばなの史料写真，現代語解釈などを収録している。また，

『図説いけばな大系』は全 6巻から構成され，立花を含むいけばなの図絵とともに，美学と

文学の立場でいけばなに関する論考を収録している。さらに，『立花資料集成』は全６巻７

冊から構成され，『立花資料集成・研究注解編』には研究論文を収録している。加えて，『花

道古書集成』は，東山時代の代表的秘伝書をはじめ，江戸初期，中期の諸流祖の花伝書から

幕末に至る主な花書を収録し，全５巻から構成されている。最後に，『いけばな美術名作集』

は，江戸初期から近代の池坊系統の花形絵が収録されている。 
研究論文では，深田らと村上らの論文がいけばなを取り上げている。しかし，深田ら 24)25)

（1990，1991）は立花の花形絵の脇に書かれた作品の制作状況（時間・場所）をもとに，

立花が行われた建物を分析したが，描かれた作品そのものに対する分析を行っていない。ま

た，村上ら 26)（1994）は立花の風景表現を研究に取り上げ，立花による大自然の象徴的表

現を論じたが，役枝名と風景的意味の混同などの問題がみられた。 
以上に述べたように，池坊立花及びいけばなに関する研究は，いけばなの歴史，歴史文献

の収録，いけばなの文化的意味，いけばなの制作方法など，民俗文化と美術の視点で行われ

たものが中心であった。 
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３－２．風景に関する研究 

志賀 27)は『日本風景論』（1894）のなかで，日本風景の特徴を瀟洒，美，跌宕とまとめ，

地理学的な視点から日本の自然，四季，そのさまざまな風景を欧米や朝鮮半島，中国の土地

と比較しつつ，日本の風景が最も優れていると主張した。また，日本人が最も，自然現象に

対する感じ方が敏感であると述べていた。『日本風景論』は日清戦争勃発の年に出版されて

おり，他国の風景と日本の風景を比較し，日本の風景を優位に置いた内容は，日本国民のナ

ショナリズム高揚に貢献した。 
現代の風景に関しては，上原 28)（1943）は「風景とは，地形及びそれに伴ふ植生，人工

景などを併せたる一地方の自然地域における景観をいふ」と定義し，中村 29)（1982）は「風

景とは，地に足をつけて立つ人間の視点から眺めた土地の姿である」と定義した。 
上原が風景と景観を関連させて風景を定義したように，風景と景観を同義に用いる場合

が多くみられるものの，「風景は地形に於ける変化と美とを伴なふ一般景観であり，自然美

の組み合わせ」であり，「景観」といふ文字の中には美醜の理念を含まない」と，風景を文

化的な概念，景観を客観的な概念と区別した。窪田 30)（2013）は上原が提起した「風景」

「景観」の両用語概念の形成や関連性について論じた。 
中村は，風景が人間と眺めた対象との関係であると整理し，さらに，自然景と生活景を含

む風景は「特定の社会集団あるいは特定の文化圏内で暮らしている人びとのあいだには，あ

る種の風景的イメージが共有されているのがふつうである」とした。風景の集団表象を「伝

承，文学，思想，宗教上のテキストなどのように言語によるもの，庭園を含む視覚芸術を媒

体とするもの，名所のように特定の実景またはその写しによるもの」に大別し，「理想郷」

という風景の「お手本」など空想風景の概念についても取り上げている。 
風景に関する研究は，文学作品など言語媒体に基づくものが多い。たとえば，青木 31)（1999）

は，江戸時代の来日欧米人が残した記述で外国人からみた日本江戸時代の風景特徴を論じ

た。川口ら 32)（2001）は，『万葉集』の歌を用いて明日香村における心象風景を論じた。

奈良 33)（2002）は，「日本に固有の文学が生まれたのは，都が京都へ遷されてから後のこ

とである。そして，国風文化を自覚させ，詩情を育む土壌となったのは，穏やかではあるが

千変万化する繊細な京の風光であった。」と述べ，美学の立場から平安時代から幕末までの

京都周辺の風景を論じた。 
 風景の定義と内容に関する研究以外では，風景（または景観）がどのように認識されるか

といった風景の見方に関する研究や，風景がどのように表現されるかを明らかにした研究

も行われている。たとえば，西坂ら 34)（2011）は「地域景観の特徴は成人のみならず学生

等若年層を含む全ての地域住民の景観認識に影響を及ぼしている｡特に学生等若年層の景

観認識は地域景観の特徴と成人の景観認識を反映したものである｡また今後のカンボジア

を担う世代の原風景としても解釈できる」と述べ，カンボジアの開発計画の策定に寄与し得

る材料を得るため，バッタンバン州学生(小学生･中学生･高校生･大学生の全てを含む)を対

象として景観描画分析を行った。大竹ら 35)（2017）は室町時代から現在までの三保松原と
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富士山が描かれた絵画を分析し，風景における三保松原と富士山との関係の歴史変遷を明

らかにするとともに，三保松原来訪者が富士山に向けた風景に対する認識を明らかにして

いる。また，奥ら 36)（1995）は写真投影法を用いて森林レクリエ－ション地域に対する一

般利用者の風景認識を調査し，非日常地域の風景認識構造を明らかにするなど，絵画や写真

を用いて風景認識の研究が多数存在する。 
 一方，日本三景，近江八景，名所百景など，すぐれた風景の選定と評価に関する研究成果

は古くからあり，代表的なものとして，白幡 37)（1992）の『日本八景の誕生』，大宮ら 38)

（1995）の近代の名所百景の分析研究，西田（1998）の瀬戸内海を対象とした中世から現

代の百景分析，伊藤 39)（2014）の戦後から 2010 年までの風景百景に関する研究がある。

また，風景表現に関する研究では，谷ら 40)（2008）の山水画における竹が含まれる空間の

表現の特徴の研究や，樺沢 41)（2014）の和歌にみる風景表現の研究がみられる。 
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３－３．風景観に関する研究 

風景，風景認識，風景表現に関する研究は，これまで主に絵画や写真及び文学作品が対象

とされてきたように，風景観の研究も絵画や文学作品によるものが多い。 
上原（1943）は『日本風景美論』の総論に，「自然」の意味，西洋と東洋における自然に

対する認識を述べ，古代から江戸時代に至る日本人の自然観を論じた 42)。 
小寺 43)（1959）は「日本人の風景観の成長発展をたどってみると，その生活環境におけ

る地理的特徴の著しい影響を発見」し，日本人の風景観は「伝統的な，いわゆる日本的類型

なるものが，大和・山城などの自然環境のうちにはぐくまれた」と述べ，この風景観の形成

に大きく影響を与えたものとして漢文の普及と墨絵の流行を取り上げた。また，安定してい

た徳川幕府時代に，庶民の諸国名所遍歴が可能になり，芭蕉の俳句や北斎の版画などが日本

人全般の風景観の向上に意義が大きいことを指摘した。さらに，明治維新以降「欧米心酔」

の風潮に対抗する『日本風景論』，西洋文化を融合しながら日本の風景を紹介する『日本山

水論』をはじめ，地理学，林学，生態学など近代科学分野の著作を取り上げ，近世から 1950
年代までの日本人の風景観の発生と発展を論じた。 
西田 44)（1999）は瀬戸内海に関わる歴史文献と文学作品を素材に，日本の伝統的風景や，

欧米人から称賛された日本の風景，そして日本人の景観認識の変化について述べられた。日

本人は古来より瀬戸内海の風景を評価し，その風景を素晴らしいと思っていたので，欧米人

の称賛を誇示した。しかしながら，日本人と欧米人は文化・教育背景の違いによって，瀬戸

内海に対する異なる見方が生じていた。同じ対象に関する風景認識でも，鑑賞者によって

様々であり，風景認識・風景観を分析する時、鑑賞者（風景を評価する人）のバックグラウ

ンドを慎重に考慮すべきである。 
ほかの通史的な風景観の研究には，7−8世紀から 21世紀初めに至る日本人の風景観の変

遷を論じた小泉 45)（2002）がある。まず『万葉集』『古今和歌集』によって平安時代にお

ける日本人の風景認識を分析し，室町時代には仏教の影響で無常観が風景観に現れ，とくに

一遍や道元のもろもろの欲や執着をすべて捨て去るべきだという思想の影響で「枯れの美」

が日本人の美意識の前面に出てくるようになったと指摘している。このような考え方は，色

を否定した水墨画 や，花・木・水を否定した枯山水の庭園となって現れた。江戸時代に入

ると，日本人の風景観も次第に変化してきた。植物や花鳥風月だけでなく，海や川，渓谷，

滝などといった大きな風景にも，美しさを感じる人物が現れてきた。たとえば，葛飾北斎や

安藤広重などの絵画は大胆な構図で，山や渓谷や滝や波を大きく変形させて日本各地の風

景を浮世絵にダイナミックに表現し，風景観に形成に影響を与えた。明治時代から始まる近

代では，日本人の風景観は大きく変貌し，高山や渓谷，渓流，高山植物のつくる花畑，草原，

雪渓，多島海と青い海，岩礁海岸，サンゴ礁とそこに棲む無数の魚の群れなど，自然の風景

そのものを素晴らしいものとみなす風景観に変わるのである。最後に，小泉は「第二次世界

大戦以降，日本人の風景観に著しい変化はない」と指摘した。その他，工藤ら 46)（2007）
は柿の表象表現にみる風景観の変遷を通史的に研究している。 
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通史的な研究以外では，特定の時代や人物にクローズアップした研究もいくつかみられ

る。たとえば，帆苅 47)（2005）は志賀重昂の『日本風景論』を基に近代風景観の成立とナ

ショナリズムを論じ，阿部 48)（2008）は「名所江戸百景」をもとに江戸時代の風景観を検

討し，尾藤 49)50)（2014，2020）は遊歴雑記の記述による江戸時代の風景観を論じ，島村 51)

（2021）は文学作品と生活環境をもとに頼山陽の風景観を述べた。 
風景観の内容と歴史変遷に関する研究が多くみられるものの，風景観の定義に関する知

見は少ない。しかし，なかでも，工藤ら（2007）の研究では「人間は対象を単に視覚的に捉

えるだけではなく，歴史的・社会的な背景や個人的な体験等によって構造化された『ものの

見方』を通じて対象を風景として認識」し，「複数の主体からなる集団において文化や歴史

といった何らかの共通の背景が存在する場合には，そこに共通な『ものの見方』が発生し，

その共通な『ものの見方』をその集団の『風景観』と呼ぶことができる」と指摘し，風景観

を定義している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 10 

３－４．研究の位置づけ 

『専応口伝』（1542）において「野山水辺おのづからなる姿を居上にあらはし（中略）

たゞ小水尺樹をもつて江山数程の勝概をあらはし，暫時頃刻の間に千変万化の佳境をもよ

おす」と記述されたように，池坊立花は，植物そのものの表現だけでなく，自然の風景が写

しとられ，表現されたものである。風景表現が行われているにもかかわらず，池坊立花はこ

れまで風景表現及び風景観に関する研究の対象としては扱われてこなかった。また，歴史学

や文学の分野において立花に関する研究が存在するものの，風景表現に関する知見の蓄積

は少なく，立花と他の分野とを融合する研究の余地が多く残されている。 
池坊立花に含まれる風景的意味を探り出す本研究は，いけばなの原点に戻り，いけばなと

風景に関する学術領域を統合する先駆的な研究として位置づけられ，いけばな文化の振興

にもつながると考えられる。 
これまでのいけばな文化の振興は教養面，芸術面が強調され，海外の花文化との区別も曖

昧である。いけばなが表現する風景とその個性を明確化できれば，個人の教養，もの作りの

範疇から，いけばなを日本の自然，風景を理解できる文化資源として活用でき，国際交流，

日本のいけばな文化の発信が可能となると考えられる。 
また、本研究では風景計画と風景原論領域に拠点を置き，人文科学や芸術などの他分野と

連携して行い、いけばなに関する華道文化のみの研究ではなく，いけばなにより生み出され

る景観的価値及びいけばなの固有意義と価値を活かし，広い視野で多分野を連携させる総

合研究として，地域資源の活用や地球環境の保護及び文化芸術の振興につなげる社会的な

意義が見込まれる。 
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４．本研究における用語などの定義 

本研究の対象，取り上げる用語の定義は以下のとおりである。 

 

 

４－１．研究の時間軸と時代区分について 

池坊立花の風景表現と風景観の変遷を考察するため，本研究では，最古の花伝書『花王』

が相伝された室町時代から現代までの期間を時間軸として設定し，1336-1573年を室町時代，

1573-1603年を安土桃山時代，1603-1868年を江戸時代，1868-1945年を近世，1945-1997年

を現代と時期区分した。 

また，江戸時代は 18 世紀から 19 世紀の長い期間をわたっているため，花形絵を分析す

る際に，江戸時代を江戸時代初期，同中期，同後期に区分した。具体的には，1700年までを

江戸初期，1700-1750年を同中期，1750-1868年を同後期，1868−1945年を近代，1945-1997

年を現代と，時期区分した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 12 

４－２．池坊立花について 

池坊立花は池坊といういけばな流派のいけばな様式である。江戸初期の『古今立花大全』

52)（以下，『立花大全』）（1683）で初めて立て花を「立花」と呼ぶようになったと言われ

ており 53)，その前にも，「立花（りっか）」という用語が使用されていた。日葡辞書 54)55)

では，「立花」が「花を立つる，花を花束のようにして容器に立てること」と意味づけられ

て動詞とされた。当時の作品は「タテバナ（漢字表示は「立花」）」と呼ばれて，「タテバ

ナをリッカする」，「立花をする」などの使用例が見られた。 
立花は「立花瓶」という花器に立てられる「立花」と「砂鉢」に立てられる「砂物」の２

つの様式がある。また，立花は株の数によって１株の立花と２株の立花に分けられる。本研

究では，立花が表現する風景の内容を２株の立花と砂物を除外し研究対象を選定した（図－

1－4－1）。 
すなわち，本研究で検討する立花は，系統的に風景の表現内容を把握でき，変遷を追うこ

とができる１株の立花のみを対象とした。 
今日の立花は「多種多様な植物によって自然風景を表現するいけばな様式である」11)と定

義され，役枝とあしらいによって構成されている（表－1－4－1，図－1―4－2）。 
立花を構成する役枝は，真（しん），正真（しょうしん），副（そえ），請（うけ），控

枝（ひかえ），流枝（ながし），見越（みこし），胴（どう），前置（まえおき）の九つが

ある 56)。 
まず，立花の「真」は，一瓶の中心となる枝であり，真の動きによってほかの役枝が変化

する。また，「正真」は立花の中心線に位置し，立花の中心を示す役割を果たす。正真の真

側には，副と控枝があり，その反対側には，見越，請，流枝があり，その正面には，胴と前

置がある。 
一方，真の動きを添うように立てられたのは「副」であり，副の働きは真を生かしながら，

補う。真と副の動きを受け止める役枝は「請」であり，請と調和しながら，真と副の下の空

間に働く役枝は「控枝」である。 
また，「流枝」は請の下の空間に位置し，控枝または副とバランスをとるように立てる。 
その他，正真と同じく中心に位置する「胴」と「前置」は，役枝に動きを送り出す役割と

作品を支えて安定させる役割を果たしている。 
本研究では，時期間の比較を行うため，現代の役枝とあしらいの名称に統一し分析を行っ

た。立花の役枝は，「道具」とも呼ばれる。現在の花書にも，「道具は七九の道具（役枝）

とする」のように立花の構成を紹介する。本研究では現在の立花の役枝の名称を用いて検討

した。 
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図－1－4－1立花と立花瓶 

『新刻瓶花容導集』より作成 

 

 
図－1－4－2現在の池坊立花の作例及び役枝とあしらい 
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表－1－4－1本研究で使用する役枝とあしらいの名称と意味 

 名称 読み方 意味 

役
枝 

真 しん 
一瓶の中心となる枝。真の動きで，ほかの役枝も変化す

る。 

正真 しょうしん 一瓶の中心線に位置する枝。 

副 そえ 真の曲がりに添う形で，真を生かし，補う枝。 

請 うけ 真と副の働きを受ける枝。 

控枝 ひかえ 請と調和を取りながら，副の下の空間に働く枝。 

流枝 ながし 請と控枝とのバランスを取る枝。 

見越 みこし 
正真の中ほどから後ろに働き，作品の奥行きを出し，遠景

を表す枝。 

胴 どう 作品の中央に位置し，役枝に動きを送り出す枝。 

前置 まえおき 一瓶の下から作品を支えて安定させる枝。 

あ
し
ら
い 

−内 −うち 
役枝より中心に近いあしらい（胴内，控枝内，請内，流枝

内，内副）。 

−下 −した 役枝より中心に離れるあしらい（副下，見越下，請下）。 

−留 −とめ 前置の両側のあしらい（草留，木留）。 

胴脇 どうわき 胴の左右に働くあしらい。 

色切 いろぎり 胴と前置の区切りを表すあしらい。 

大葉 おおは 
ビワ，シャガなど面的な素材で，作品を引き締めるあしら

い。 

後囲 
うしろかこ

い 

一番奥に挿し，作品の奥行きを出すあしらい。 

座 ざ 役枝の位置が変化した時，元の位置を示すあしらい。 

注）括弧内は現在使われているあしらい。 

『もっといけたい立花』より作成 
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４－３．風景及び風景表現について 

第３節で述べたように，「風景とは，地に足をつけて立つ人間の視点から眺めた土地の姿

であり」，「特定の社会集団あるいは特定の文化圏内で暮らしている人びとのあいだには，

ある種の風景的イメージが共有されているのがふつうである」。すなわち，池坊立花に表現

されている風景は，池坊という特定の社会集団に共有されている集団表象である。池坊立花

を記載する花伝書と花書は言語媒体であり，立花そのものは庭園と同じく視覚芸術に属す

る。従って，言語と視覚芸術の二つのアプローチで池坊立花に表現される風景を検討できる。 
本研究では，中村の定義に従って風景を現実風景と心象風景に分け，さらに現実風景を自

然景と生活景に分ける。すなわち，本研究では風景を，①季節の移りを含む自然風景，②人

間が営んでいる暮らしの風景，③理想郷を含む精神的・宗教的な意味を心象風景と定義する。 
風景の認識は可視・不可視，視距離，見えの大きさ，見えの形などを含んでいるが，本研

究では，遠景から近景に至る視距離帯に関する風景認識を取り上げ，遠景，中景，近景それ

ぞれの視距離帯における風景認識の空間的広がりや注視状況，そして連続性についての時

代的変遷に着目する。 
花伝書と花書では言語によって風景を描写し，立花を写実的に写す花形絵では様式や約

束事で風景を表現する。本研究は，風景がどのように立花に表現されているのかを検討し，

視距離帯に関する風景認識の表現や，立花の構成と素材にもたらされている風景的意味や，

立花の配置など風景に関わる表現についても検討する（図－1－4－3）。 

 

図－1－4－3池坊立花における風景認識と風景表現の概念図
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４－４．風景観について 

窪田 57)（2013）は，「観は，観音，観世音等と略される観世音菩薩の行いとして『世の

中を観る』『世の中の声(＝音)を聞き届ける』という意味に関連することを指摘している。

梵語の Avalokiteśvara の和訳である観世音菩薩は，世人の音声を観じ，衆生が抱える苦悩

から救済する菩薩とされ，人々の姿に応じて大慈悲を行うことから，千変万化の相に顕現す

るとされる。その姿は六観音や三十三観音等の彫像や絵画に表されることが多い。達観が

『広く大局的な見通しを持って遠い将来の情勢を見通すこと。目先の事や細かな事に迷わ

されずに真理や道理を悟ること。俗事を超越して悟りの境地で物事に臨むこと。』と定義さ

れるように，観は超越的な視点から『理解する』『認識する』ことである」と観の意味を解

釈し，観の客観性を述べた。 
既往研究にみられるように，風景観は個人レベルのものから，社会共通のレベルのものま

で，幅広く存在している。しかし，風景観形成のプロセスに触れる研究の知見が少ない。風

景観を定義する前に，風景観はどのように形成されたのかを考えてみたい。 
風景観は個人レベルのものも含めるので，人間が目の前の対象物を風景として認識した

時点から風景観が芽生えたと考えられる。風景観は人間の風景に対する考え方，ものの見方

であり，目に見えないものである。人々がどのような対象物を風景として認識し，認識した

風景をどのように評価するのか，社会的な背景，個人的な体験，知識の蓄積などによってそ

れぞれ違ってくるが，同じ環境で暮らし，同じ教育を受けることで，その差が縮められ，さ

らに，交流によって共通の観念が形成される。 
この交流は，横軸で行われるものと縦軸で行われるものがある。横軸の交流には，同じ環

境で暮らし，同じ教育を受ける人々の間の交流（生活圏内の交流）と，異なる環境で暮らし，

異なる教育を受ける人々との交流（生活圏外の交流）が含まれる。生活圏内の交流によって

共通な観念，いわば風景観が形成され，生活圏相互の交流によって新たな観念がもたらされ，

従来の観念が刺激され，風景観は変化，成長する。もちろんすべての人間はこのような交流

に参加できるわけではない。教育を受けられる環境や，暮らす環境から離れられることは，

社会地位が高く，経済的な余裕を持たなければいけない。いわば各階級（集団）におけるリ

ーダー的な人間しか横軸の交流に加えられない。権力者，歌人，詩人などの文学者，画家，

地理学者など各分野の専門家は風景観の形成を関与したリーダーである。 
風景観の交流手段は，言葉による口頭の交流から始まり，やがて文字によって記録される

ようになったと想定できる。そのほか，絵画，いけばな，造園など，人々はさまざまな方法

で風景観を目に見える形式に表現している。なかでも，言語による記述と絵画による描写は

伝達内容が理解されやすく，これまでの風景観に関する研究はこの二者を対象としたもの

がほとんどである。 
各集団で形成された集団レベルの風景観は，横軸の交流によって階級レベルの風景観を

形成し，さらに，階級レベルの風景観は縦軸でほかの階級まで浸透する過程があり，社会共

通風景観が形成される。 
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従って，風景観は網状に形成され，常に変化している。網の結び目は観念を発信するリー

ダーたちが立ち，網を結ぶ糸は文学，絵画，いけばな，造園など風景表現の手法，技法であ

る（図－1－4－4）。 
本研究では，池坊立花を対象として，池坊という歴史の一番長いいけばな流派（集団）に

発生した風景観を検討する。 
池坊は家元制によって管理されている組織であり，家元が組織の観念（風景観を含む）を

決めた上に，門弟たちに伝達し，門弟たちの受容状況で指令を調整する場合もある。このよ

うに，風景観を形成するための横軸と縦軸の交流は流派内で実現されつつ，流派外との交流

も盛んに行われている。 
本研究で用いる風景観は、単に風景認識である「ものの見方」ではなく、風景をどのよう

に表現されていることも風景観に含まれると考えられている（図－1－4－5）。 
池坊立花にみる風景観は他分野にみる風景観とともに，社会共通の風景観の網を織り上

げている。 

 

 

 
図－1－4－4風景観の形成モデル 
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図－1－4－5池坊立花にみる風景の認識と表現の模式図 
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５．研究方法 

５－１．花伝書と花書の解読 

５－１－１．研究資料 

立花の概念と意味を明らかにするため，本研究では，室町時代から現代までの池坊系の花

伝書と花書を研究対象として取り上げた。 
花伝書は立花の制作に関する秘事奥義を記しており，本来，花伝書は中身を秘奥のものと

しながら，特定の受伝者だけ眼に触れるものである。花伝書と相反する性格をもつ花書は，

立花の大衆化を図るために一般に公開されたものである。  
花伝書は戦国時代，とくに 16 世紀前半の天文年間に集中的にあらわれ，「天文花伝書」

と言われている。立花を大衆に普及するより，立花の構成理論を作り上げ，それを伝えるこ

とがその当時の花人の目標であったため，この時期の花書は少ない。 
花伝書の中でも『花王』は現存する最古のものであり，他の伝書とは異なり，主に図絵か

ら構成されている。立花が形成されるまでの花の形式と表現内容を確認できるため分析対

象として取り上げた。『花王』以降では，『専応口伝』（1523），『仙伝抄』（1536）が
相伝されている。池坊の基本理念を確立した『専応口伝』は 1523年の相伝開始以来，いく

つかの写本が残され，とくに 1542年の写本は初版と相違があるため別のものとして研究対

象にとりあげた。以上，4冊の花伝書を室町時代の研究資料として選定した。 
室町時代から江戸初期までは立花の構成理論を作り上げて伝えることが当時の花人の目

標であったと考えられ，二代専好が多くの花形絵を残し立花様式を完成するとともに，花伝

書『臥雲華書』58)（1630）を著し，これが立花の集大成として位置づけられる書である。そ

の後，二代専好の門弟の十一屋太右衛門が『立花大全』を著したのを契機に多くの花書が刊

行されるようになり，天文伝書の時代を終わらせた。立花が大衆に普及し始めると，いくつ

かの花書が発行されていた。本研究では，『臥雲華書』，『立花大全』を含め，花書の『立

華正道集』59)（1684），『立花全集』60)（1686），『立花時勢粧』61)（1688）を江戸時代

の研究資料に選定した。 
近代では『華の志雄理』62)（1904），『華道読本』63)（1942）を，現代では『池坊立華研

究伝承と制作』64)（1978），『もっといけたい立花』（2010）を選定した。 
以上のように，本研究では室町時代から現代までの合計 13冊の花伝書と花書を研究資料

に取り上げ，立花の発展過程を把握した（表－1－5－1）。 
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表－1－5－1本研究に取り上げた花伝書と花書 

時代 名称 相伝/発行年 引用文献と発行年 

室
町
時
代 

花王以来の花伝書 1486 いけばな美術全集第二巻（1982） 

池坊専応口伝 1523 日本思想大系 23（1973） 

仙伝抄 1536 仙伝抄（1981） 

池坊専応口伝 1542 日本思想大系 23（1973） 

江
戸
時
代 

臥雲華書 1630 立花資料集成・研究注解編（1987） 

古今立花大全 1683 いけばな美術全集第四巻（1982） 

立華正道集 1684 立花資料集成・研究注解編（1987） 

立花全集 1686 立花資料集成・研究注解編（1987） 

立華時勢粧 1688 いけばな美術名作集第三巻（2005） 

草木上下位 1804 立花資料集成・研究注解編（1987） 

近
代 

華の志雄理 1904 華のかが美立華栞の巻（1965） 

華道読本 1942 華道読本（1942） 

現
代 

池坊立華研究伝承と制作 1978 池坊立華研究伝承と制作（1978） 

もっといけたい立花 2010 もっといけたい立花（2010） 
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５－１－２．分析方法 

１）『花王』について 

『花王』は主に作品図から構成され，後の花伝書と花書と性質が異なる。『花王』につい

ては，まず，掲載の作品図に右から順番に，全 47 作の作品図に番号を付けた（図－1－5－
1）。 
『花王』に描かれた作品は，立花が形成されるまでの花であり，描かれた作品を分析する

ために，それぞれの作品図に付いているタイトルと解説文の解読が必要となる。そこで，作

品図のタイトルと解説文を整理し，本研究の目的に沿って分析を行った。 
具体的には，①作品図のタイトルと解説文によって作品を飾る場所，表現内容，制作目的

を整理し，②作品図のタイトルと解説文から風景表現に関わる用語を抽出した。風景表現に

関わる用語は，「風」「山」「柳」のような風景の要素を表現する単独なボキャブラリーの

ほか，「庭モトノ柳ノ梢コス風ハ誰ナケヲキシ扇ナルラン 此意以ノ故二山ノ心得不可有時 

後ナトノ趣ハシカルヘキ也」のようなまとまった文を含む。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－1－5－1『花王以来の花伝書』の例 
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２）その他の花伝書と花書について 

その他の花伝書と花書は主に文字で構成されているため，本研究の目的に合わせて，それ

ぞれの書物から関連する記述を抽出した。 
第二章では立花の概念，構成と表現内容を検討するため，花伝書と花書の記述を，①立花

の構成及び構成要素の役枝とあしらいの変化，②立花の表現内容に着目し，これらの２つの

視点から内容を把握し整理した。 
第三章では立花における風景表現の特徴と変遷を検討するため，立花の表現内容の中か

ら風景表現に関する記述を抽出し，①視距離帯に関する記述，②立花に使用した植物に関す

る記述，③風景表現に関わる立花の制作方法を立花の風景表現技法として整理した。 
立花に使用される植物に関する記述では，花伝書と花書に記載された植物が持つ意味と

表現内容に着目し，植物の使用方法，配置状況を把握した。 
風景表現に関わる立花の制作方法を立花の風景表現の技法として整理する場合，立花に

は日本庭園の表現技法に類似する特有の用語がないため，造園用語を援用し，抽出した記述

を，①象徴的な自然と生活環境の風景，風景の精神性と心象風景，季節を表現する「見立て」，

②名所など具体的な場所を模倣する「縮景」，③作品の外部空間，素材を立花に連携させる

（外部の風景要素を取り入れる）「借景」，④言葉や立花の構成，役枝のデフォルメ的変化

によって風景を表現し，造園用語に類似性を見出せない「その他」の 4 つに区分して整理し

た。 
第四章では立花にみる風景観の形成と変遷を把握するため，第二章と第三章において整

理された内容をもとに検討を行った。 
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５－２．花形絵と作品写真の分析 

５－２－１．研究資料 

池坊立花の実態及び花伝書と花書から読み取った立花の風景表現を確認するため，立花

作品を写実的に記載している花形絵（現在は作品写真）を収録する作品集を研究資料に取り

上げた。 
花形絵が大量に描かれたのは江戸初期以降であり，前章の室町時代，江戸時代，近代，現

代の４つの時代区分を，江戸時代初期以前，同中期，同後期，近代，現代の５時代に区分し

た上で，『池坊専好立花名作集』65)，『いけばな美術名作集（４）（５）（８）』66) 67) 68)，

『守破離柴田英雄立華作品集』69)から，近代までの花形絵と現代の作品写真を抽出した（表

－1－5－2）。 
個々の作品集を概説すると，まず，『立花の次第九十三瓶有』をはじめとする『池坊専好

立花名作集』には池坊専好が 1617〜1656 年の間に制作した作品の花形絵が収録され江戸

初期の立花が記録されている。また，『いけばな美術名作集（４）（５）（８）』にはそれ

ぞれ，江戸中期の『瓶花図彙』（1698），江戸後期の『新刻瓶花容導集』（1797）と『専

定瓶華図』（刊行年不詳），近代の『専正立生華集』（1897）が復刻収録されている。また，

現代の資料としては『守破離柴田英雄立華作品集』を選定した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

表－1－5－2池坊立花の実態を検討するための研究資料 

時代 作品集 作品の制作期間 立花抽出数 

江戸初期 池坊専好立花名作集 1628-1635年 80 

江戸中期 新撰瓶花図彙 1688-1697年 89 

江戸後期 
新刻瓶花容導集 1797年頃 45 

専定代瓶花集 不詳 42 

近代 専正立生華集 1857-1897年 40 

現代 守破離柴田英雄立華作品集 1997年 69 

   計 367 
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５－２－２．分析方法 

本研究の目的に合わせて，それぞれの作品集から抽出した花形絵を分析した。 
第二章では立花の概念，構成と表現内容を検討するため，まず，時代ごとの花形絵（現在

では作品写真）に記載されている立花の役枝とあしらいの有無を把握し，χ2検定と残差分

析によって立花の構成の発展，役枝とあしらいの変化を確認した。次に，各時代の立花に使

用された植物の種類を把握し，和名カタカナ表記に統一した上で整理した。最後に，それぞ

れの役枝とあしらいに配置された植物を把握し，整理した。 
第三章では，①立花にみる視距離帯による風景認識，②立花に使用した植物にみる風景表

現，③立花に用いられる風景表現の技法の三つの側面から池坊立花における風景表現の特

徴と変遷を検討した。 
①については，まず，「立花瓶の丈（縦）×立花瓶の丈（横）の半分」の基準単位を用い

て花形絵を細かく分割してユニット化し，各ユニットにおける役枝の分布状況によってユ

ニットの性質を判定した。その上で，それぞれの役枝が分布するユニットを遠景，中景，近

景に分類して把握，整理した。次に，立花に表れる風景認識を把握するため，遠景，中景，

近景を表現するユニットの数を確認し，さらに，各ユニット内の投影面積の割合を計算した。 
②については，①の結果に従い，第二章で整理した各時代の立花の役枝とあしらいに使用

した植物をそれぞれ遠景，中景，近景の視距離帯に分類した。 
③については，花伝書と花書から読み取れた風景表現の技法及び作品集の解説を参照し

て，立花作品に用いられた風景表現の技法と表現内容を把握した。 
第四章では立花にみる風景観の形成と変遷を把握するため，第二章と第三章において整

理された内容をもとに検討を行った。 
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６．研究の構成 

本研究の構成は以下の通りである（図－1－6－1）。 
第一章は序論とし，研究背景，研究目的，研究方法，既往研究と研究の位置づけ及び論文

の構成について述べた。 
第二章では，まず，室町時代から現在までの池坊系統の花伝書と花書に基づいて文献調査

を行い，池坊立花の概念，構成状況と構成の発展，表現内容の変遷を把握し，池坊立花にお

ける風景表現の性質の起源と発展を明らかにした。次に，立花を写実的写した花形絵によっ

て江戸時代から現在までの立花の構成状況を確認し，立花に使用した植物の種類を把握し

た。 
第三章では，花伝書と花書から読み取れた結果を参照し，構成状況，構成素材，表現技法

に着目し，花形絵に基づいてそれぞれの方面から立花における風景表現の特徴と変遷を明

らかにした。まず，立花の構成に表現される遠景から近景に至る各視距離帯に関する風景認

識を取り上げ，それぞれの視距離帯における風景認識の空間的広がりや注視状況，連続性に

ついて時代的変遷を検討した。次に，立花に使用された植物の種類，形態，配置が代表する

風景的意味を検討した。最後に，立花における風景の表現技法に着目し，その内容と歴史的

変遷を把握した上で，造園技法の用語を援用し，立花と造園の風景表現の技法の関連性を検

討した。 
第四章では，まず，風景表現の内容，風景表現の技法の２つの観点から池坊立花における

風景観を読みとった。次に，池坊立花作品にみられる風景観と日本の社会が共有していた風

景観と比較し，両者の関係や差異を考察した。 
第５章ではまとめとし，結果をまとめ，今後の研究課題を記述した。 
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図－1－6－1本研究の構成 
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１．本章における研究の背景と目的 

池坊発祥の地は京都烏丸通から六角通を東へ少し入った場所に位置する寺である。寺の

名前は「紫雲山頂法寺」，本堂の屋根が六角形であることから「六角堂」と呼ばれる 1）。 
建久 7 年（1196）の奥書を持つ『六角堂頂法寺縁記（起）』によって，六角堂は用明天

皇 2年（587）に聖徳太子が建てた伽藍で，聖徳太子が沐浴した池にちなんで僧の住居を「池

坊」と名付け，小野妹子を初代住職に任命したという。しかし，この池坊の起源を聖徳太子

にさかのぼらせた話は，他流派に対して池坊の権威をつけるための作り話であると考えら

れる 2）。 
十五世紀中期に残された東福寺の禅僧・雲泉太極の日記『碧山日録』の記事に，池坊の僧

名が初めて歴史舞台に登場し，寛正２年（1461）４月 16 日の条で池坊 12 代目の池坊専慶

の名を初めて確認でき，翌寛正３年（1462）には専慶が挿した花の記録がみられた 3）。専

慶以後，具体的な名前は記されていないものの，池坊の挿花活動が『御湯殿上日記』などで

確認できた。例えば，現存する最古の花伝書とされる『花王』4）に「古池坊」，「池坊宰相

公」，「当池坊」と称された人物が登場し，『御湯殿上日記』5）には「頂法寺」，「六角堂」

の記述がみられた。 
室町時代に座敷飾りを担う専門職ができ，立て花も座敷飾りに取り入れられ，『君台観左

右帳記』6），『仙伝抄』7）など座敷飾りに関する伝書が相伝されていた。天文５年（1536），

『仙伝抄』は池坊専応に相伝された。 
一方，池坊では，自らの花伝書『専応口伝』8）が相伝されていた。『専応口伝』は 1523
年に相伝されて以降，いくつかの写本があり，とくに内容の充実がみられるのは 1542年の

写本であった。『専応口伝』は池坊の基本理念を確立させた花伝書として，後の花伝書と花

書の規範ともなった。 
安土桃山時代，池坊の立花は文化的シンボルになり，貴族と公家の間で大流行した 9）。 
江戸初期，立花の大成者池坊専好（二代，以下「二代専好」と略す）は後水尾天皇に召し

出されて宮中立花会に参加し，後水尾天皇の指導も行った 10）。二代専好以降でも，池坊は

公家と貴族と良好な関係を維持し，富裕層の町人たちの間に大流行し，狂言の曲名にも立花

を取り入れた 11）。 
 
このように，池坊は最も歴史の長いいけばな流派となり，独自のいけばな文化を作り上げ

た。 
本章では，池坊立花における風景表現の技法を検討するため，池坊立花の表現内容，構成

の発展及び構成素材としての植物の種類に着目し，室町時代からから現在に至るまでの立

花の変遷を考察し，立花が風景を表現するいけばなになってきた経緯を明らかにし，立花に

おける風景表現の枠組を提示することを目的とした。 
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２．池坊立花の表現内容の変遷 

２－１．立花の前身である立て花について 

『花王』12）には 47 作の花が描かれている。たとえば，第 1図のタイトルは「土用花」で

あり，描かれた作品の枝にそれぞれ「諸仏列席枝」「王君安人之枝」「地神出入花」などの

解説文が書かれている（図－2－2－1右）。飾る場所と用いた植物の種類を判別することは

できないが，土用の行事に飾る作品に対して仏教，神道の教えを取り入れたことが読み取れ

た。また，第 2図のタイトルは「扇花」であり，解説文は「庭モトノ柳ノ梢コス風」を心の

揺れ動きに喩え，恋心を表す時や酒の席に飾る場合に相応しいと書かれている（図－2－2
－1左）。 
このように，全 47 の作品図のうち，仏教，神道の式典と祝祭行事に飾る花が 13 作，感

情表現の花が 6 作，住宅環境に飾る花が９作，生活活動に関わる花が５作と読み取り，制作

目的が不明な図は 14 作だった（表－2－2－1）。作品のタイトルを見ると，春，夏，秋，

冬と季節に関するボキャブラリーが確認できた花は４作，景色を連想させる花は 3 作（片

クツシノ花，岸クツシ花，谷陰花）があった。タイトルのみでは，風景表現を目的とすると

は言い難いが，自然風景を表現しようという意識はみられた。作品の解説文からは，5 作に

風景に関する記述を確認でき，風景に関する記述では，庭などの人工的風景と自然風景の描

写，山と水辺の表現が見られた。 
 

 

 

 

図－2－2－1『花王』の第 1図（右側）と第 2図（左側） 
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表－2－2－1『花王以来の花伝書』の花のタイトルと制作目的 

番号 タイトル 制作目的 番号 タイトル 制作目的 番号 タイトル 制作目的 

1 土用花 祝祭行事に
飾る 

17 人待花 感情表現 33 冬ノ花 － 

2 扇花 感情表現 18 暇乞花 感情表現 34 祈祷花 感情表現 

3 草ニ下木 － 19 持参花 生活活動に
使う 

35 入国陣参
花 

祝祭行事に
飾る 

4 露姿 感情表現 20 滝の花 － 36 烏帽子取
花 

祝祭行事に
飾る 

5 風姿 － 21 長押花 住宅環境に
飾る 

37 哥花 生活活動に
使う 

6 祝言姿 祝祭行事に
飾る 

22 柱荘花 住宅環境に
飾る 

38 連歌花 生活活動に
使う 

7 愁歓姿 感情表現 23 クシ筒 住宅環境に
飾る 

39 ツクエ花 住宅環境に
飾る 

8 中陰花 祝祭行事に
飾る 

24 床ノ柱花 住宅環境に
飾る 

40 七賢花 祝祭行事に
飾る 

9 ワタマシ
ノの花 

祝祭行事に
飾る 

25 ツリ花 住宅環境に
飾る 

41 片クツシ
ノ花 

－ 

10 入院花 祝祭行事に
飾る 

26 広縁ノ花 住宅環境に
飾る 

42 吹分花 － 

11 初住花 祝祭行事に
飾る 

27 ツリ花 住宅環境に
飾る 

43 立分花 － 

12 少人落髪
花 

祝祭行事に
飾る 

28 座ノ上に
ツル花 

住宅環境に
飾る 

44 ヲシ分花 － 

13 仏供養花 祝祭行事に
飾る 

29 春花 － 45 岸クツシ
花 

－ 

14 聟嫁取花 祝祭行事に
飾る 

30 夏 木ノ
花 

－ 46 谷陰花 － 

15 酒筵花 生活活動に
使う 

31 夏花 － 47 諸神福寿 祝祭行事に
飾る 

16 酒筵花 生活活動に
使う 

32 秋花 － 
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『専応口伝』13）（1523）では「小水尺樹をもつて江山數程の勝槩をあらはし」と立て花

の風景表現の意味を強調し，季節を表現することを第一と強調されている。同伝書では，五

節句など季節の行事，成人，転居など生活行事，軍事政治などの使用目的に応じて花を立て

る際の留意事項が記載されていた。 
『仙伝抄』14）によると，室町時代の立て花は「しんをほとけ，つぎのえだを神，下くさ

を人間」と意味づけられていた。『仙伝抄』に記載されている立て花の制作目的では，仏教，

神道の式典と祝祭行事に飾る花，感情表現の花，住宅環境に飾る花，生活活動に関わる花を

確認でき，『花王』の花とほぼ同じ目的で制作され飾られていたと考えられるが，『仙伝抄』

では，立て花の制作方法をもっと詳細に記載している。例えば，立て花は「古今遠近と立て

るべし」とされていた。「古今」は時間スケ－ルを指し，「古」は季節を過ぎた花材を使用

することで過去を表し，「今」は当季の花材を使用することで現在を表している。一方，「遠

近」は空間スケ－ルを指し，「遠」はうしろに立てる花材によって遠い山を表し，「近」は

まえに立てる花材によって近い野原を表している。また，立て花に使用する植物が生育環境

の景色を表すとされており，山の高木の花材は山，水辺の花材は水辺を表現すると記述され

ている。すなわち，『仙伝抄』に記載されている立て花は宗教的な意味を持ちながら，時間

軸と空間軸を意識した風景表現である。『仙伝抄』に記述された遠近関係と風景表現はのち

の立花にも影響している。 
1542年に相伝された『専応口伝』15）の序文には「此の一流は野山水邊をのづからなる姿

を居上にあらはし，花葉をかざりよろしき面影をもとゝし」と書き加え，風景表現の意味を

さらに強調しつつ，1532年に相伝された写本よりも，座敷飾りに関する条文が増え，立て

花の多様な実用性が示されていた。 
室町時代の立て花は装飾性が強く，風景を表現することが意識され始めたが，風景表現よ

りもむしろ仏教，祝祭などの精神的な意味の表現が強く意図されていた。 
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２－２．立花の意味の変遷 

『専応口伝』を基本理念とする池坊立花は，立て花が持つ意味を完全に受け継ぐことなく，

風景表現の意味を強調する一方で，宗教的な意味は弱まっていった。 
江戸時代は立花の風景的意味が形成された時期である。例えば，『臥龍華書』16）から「砂

の物は，水辺近き躰なり。立華は，野山水辺，遠見の躰なり。」と異なる種類の立花が表現

する風景や，「見越」が「深山の景気」の表現などの表現がみられ，『立華正道集』17）の

「だんのつつじのこと」は賀茂の檀の山を写しとるなど縮景的表現が見られた。一方，『立

華時勢粧』18）は立花の風景表現を「立花十体」にまとめ，野原，水辺，山と草，山の麓の

竹の風景などを描写し，立花全体によって風景を表現していた。 
近代の『陰陽嶺岳瀧市尾之法』19）では役枝ごとに風景的意味を持たせ，『萬相一瓶ノ圖』

20）ではそれをさらに発展させて，立花図を風景図と結びつけた（図－2－2－2）。この時期，

遠景を表現する真，副，見越は遠山の景色，中景を表す正真，胴，請は岩石や滝が流れてい

る絶壁の景色，近景を表す控枝，前置，流枝は山麓や集落の景色に限定されるなど，風景表

現の内容が固定化される傾向にあった。 
室町時代から近代までの蓄積を受け継ぎ，現在の池坊立花は風景表現の花と定義されて

いる。時代とともに，立花に使用する植物の種類と立花の構成が変化しつつ，表現する風景

の内容も変わってきた。『萬相一瓶ノ圖』では，立花が表現する風景を山の風景に統一した

のに対して，現在の立花では多様な風景を表現し，作者の心象風景を象徴する「立花新風体」

も新たに登場した 21）。 
 

 

 
図－2－2－2立花（左）と風景表現（右）の比較 

『萬相一瓶ノ圖』より作成 
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３．池坊立花の構成と構成要素の変遷 

３－１．立花構成の発展と変化 

立花の役枝とあしらいが複雑化する一方，立花の構成における段の区分とその意味も変

化した。 
室町時代の立て花は，『仙伝抄』の記述に見られるように，上下の二段区分だったのに対

し（図－2－3－1），『臥雲華書』では花材の配置場所が三段に区分され上中下の三段が意

識されるようになる。 
この三段の区分は，花材の形態による区分であり，具体的には，真の「一の枝」から花瓶

口までを３つに分割し，役枝とあしらいが差し込む位置を上段・中段・下段と規定した 22）

23）（図－2－3－2）。したがって，江戸初期の立花では花材の配置に中段が意識されるよう

になるが，構成上では上下の二段区分で，正真を境に役枝を前後に分けて立てられた 24）。

すなわち，真，副，見越，請などの役枝群は作品の後方に高く立てられ，正真と前置などの

役枝群は前方に低く立てられた。 

 

 

 

 

 

 

図－2－3－1立て花の二段構成 

『仙伝抄』及び筆者の作品より 
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図－2－3－2江戸初期の立花にみる花材分布の三段構成 

『池坊専好立花名作集』より作成 

 

 

図－2－3－3江戸中期の立花の二段構成 

『新撰瓶花図彙』より作成 
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江戸中期では，立花の下段の充実，拡大が図られるようになった。構成上では，上下二段

区分のままであり，すなわち，真，副，見越が上段に，正真，請，前置，流枝，胴作りなど

が下段に属された（図－2－3－4）。 
江戸後期には，9 つの役枝の完成とともに，立花の構成は胴の周りを中心とする三段区分

に変化した。すなわち，真，副，見越が上段の役枝に，請，正真，胴が中段の役枝に，流枝，

前置，控が下段の役枝に変化した。 
この構成は花材の三段区分にもとづくものだと考えられる。 
近代と現代の立花は江戸後期と同様であり，三段の区分で構成されている 

 

 

 
 
 
 

 

 

図－2－3－4江戸後期の立花の三段構成 

『新刻瓶花容導集』より作成 
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３－２．立花の役枝（道具）とあしらい（小道具）の発展 

今日の「いけばな」は，花を生けることに対する名称であり，室町時代には，花を花瓶に

立てることに由来して「いけばな」ではなく「立て花（たてはな）」と呼ばれた。 
立て花は立花の前身であり，「しん」と「下くさ（下草）」で構成されていた。 
『仙伝抄』では，「花の木をしんという心は,人間も,のふ有といへども,心さだまらざるは

ひきょうなり。そのごとく,花も本木のつよくなきはあしきなり。扨こそ,本木をしんといふ

なり」と述べ，「しん」を人間の「心」に喩え，「本木」「真」とも呼ばれた。 
「しん」と「下くさ」の上下２段で構成される立て花は次第に複雑になり，『専応口伝』

（1542）に 7 つの役枝の名称が現れた。その７つの役枝は，真（しん，あるいは心），副

（そえ），副請（そえうけ，のちに「受」を経て「請」に），正真（しょうしん，あるいは

小真，真隠），見越（みこし），流枝（ながし），前置（まえおき）である。 
江戸初期の『臥龍華書』に「胴作り（どうづくり，後の「胴」）と「扣（ひかえ，後の「控」

「控枝」）が現れたが，正式な役枝として定着するのは江戸後期である。『立花大全』25）

では７つの役枝を「七つの道具」と呼び，「立て花」は「立花」へと名称を変えた。 
江戸後期，池坊専定は「控（ひかえ）」と「胴（どう）」を役枝に加え，立花の 9 つの役

枝（道具）の形式を完成させた。 
近代と現代の立花の基本構成は，専定の時代とほぼ同じでありながら，江戸時代から役枝

のデフォルメ的変化が見られるようになった。 
また，現代の役枝の名称は「真，副，見越，請，正真，胴，流枝，前置，控枝」となった

（表－2－3－1）。本研究では，各時代の役枝の名称を現代の名称に統一して研究を行った。 

 

表－2－3－1花伝書と花書に読み取れた役枝及びあしらいの分化と発展 

花伝書/花書 作品構成の変化及び役枝の分化と発展 

池坊専応口伝 1523 
「真，副，真隠，見越，流の枝，前置，体用」と役枝（道具）の出

現 

臥雲華書 1630 
道具（役枝）の変化：「真，副，副請，真隠，見越，流枝，前置」 

「小道具」の出現：扣（副の扣，請の扣，前置の扣など） 

古今立花大全 1683 
「七つの道具」の確立：心，副，請，正心，見越，流枝，前置 

「小道具」使い分け：胴作り，木留/草留，座，色切，内副 

草木上下位 1804 
「控」と「胴」が役枝（道具）として扱われた 

「小道具」の発展：「－内」「－下」 

もっといけた

い立花 
2010 

9 つの役枝：真，副，見越，請，正真，胴，流枝，前置，控枝 

15 個のあしらい：胴内，控枝内，請内，流枝内，副下，見越下，請

下，草留，木留，胴脇，色切，大葉，後囲，座 
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立花の役枝（道具）を補うあしらいは，小道具とも呼ばれる。室町時代の花伝書において，

役枝のみを確認でき，江戸時代の花伝書と花書にあしらいが登場した。 
その最初のあしらいは「扣（ひかえ）」と統一的に呼ばれ，配置，使用方法には定めがな

かった。『立花大全』から各あしらいに名称が与えられ，「胴作り」，「草留/木留」，「色

切」，「内副」の配置が定められた。江戸後期にはあしらいであった「扣」が「控」へ，「胴

作り」が「胴」へと呼称が変更され，あしらいの名称は「－内」と「－下」へと発展し，役

枝との位置関係によってあしらいが決まるようになった。近代には役枝の漢字表記に変化

があるが，立花の構成要素とその役割は現在まで引き継がれている。そうした変遷を経て現

在では，あしらいの数は 15 あり，「草留/木留，後囲」のように作品に必須のあしらいと，

必要に応じて作品に取り組むあしらいの両者がある。 
以上のように，花伝書と花書から立花構成の発展過程を把握した。この発展過程を検証す

るため，江戸初期から現在の花形絵或いは作品写真に写された立花を分析した。第一章で紹

介したように，『池坊専好立花名作集』26），『いけばな美術名作集（4）（5）（8）』27）

28）29），『守破離柴田英雄立華作品集』30）から花形絵或いは作品写真を抽出した。 
江戸初期の花形絵を例として説明すると，役枝の真，副，控枝，前置，正真，請，胴作り，

流枝，及びあしらいの副内，副下，請内，流枝内が確認できる（図－2－3－5）。このよう

に，研究対象となる花形絵（現在では写真）に描かれた立花の役枝とあしらいの有無を把握

し，時代別に整理した。 
また，立花の構成の発展を確認するため，時代ごとの花形絵における役枝とあしらいの有

無を把握し，χ2乗検定と残差分析によって立花の構成の発展と変化を確認した（表－2－3
－2）。 

 

 

図－2－3－5江戸初期の立花の一例における役枝とあしらい 

『池坊専好立花名作集』より作成 
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表－2－3－2花形絵から読み取る立花の構成状況及び変化 

時代 江戸初期 江戸中期 江戸後期 近代 現代 

役枝 使用回数  使用回数  使用回数  使用回数  使用回数  

役 真 80/80  89/89  87/87  42/42  69/69  

役 副 79/80  89/89  87/87  42/42  66/69 ▽ 

あ 

内副 ― ▽ 16/89 ▽ 55/87 ▲ 25/42 ▲ 8/69 ▽ 

副内 12/80  29/89 ▲ 3/87 ▽ ― ▽ 10/69  

副下 44/80 ▽ 69/89  76/87 ▲ 40/42 ▲ 41/69 ▽ 

役 請 77/80  89/89  87/87  42/42  68/69  

あ 

請座 5/80  10/89  17/87 ▲ 6/42  6/69  

請内 8/80 ▽ 41/89  57/87 ▲ 33/42 ▲ 23/69 ▽ 

請下 29/80 ▽ 55/89  65/87 ▲ 27/42  23/69 ▽ 

役 流枝 80/80  89/89  87/87  41/42  68/69  

あ 
流枝内 8/80 ▽ 21/89 ▽ 45/87 ▲ 23/42 ▲ 13/69 ▲ 

流枝下 ―  2/89  4/87 ▲ ―  ―  

役 正真 80/80  89/89  87/87  42/42  69/69  

役 見越 62/80  54/89 ▽ 64/87  34/42  43/69  

あ 

内見越 ― ▽ 5/89  12/87 ▲ 9/42 ▲ 5/69  

大内見越 ―  ―  1/87  2/42  4/69 ▲ 

見越座 ― ▽ 12/89 ▲ 1/87 ▽ 4/42  6/69  

見越下 4/80 ▽ 27/89  39/87 ▲ 8/42  19/69  

役 控枝 74/80 ▽ 89/89  87/87  42/42  69/69  

あ 
控枝内 12/80 ▽ 28/89  51/87 ▲ 32/42 ▲ 12/69 ▽ 

控枝下 ― ▽ 32/89 ▲ 30/87 ▲ 3/42 ▽ 9/69  

役 前置 80/80  89/89  87/87  42/42  69/69  

あ 草留/木留 ― ▽ ― ▽ 83/87 ▲ 40/42 ▲ 63/69 ▲ 

胴作り 80/80 ▲ 89/89 ▲ ― ▽ ― ▽ ― ▽ 

胴作りのあしらい ― ▽ 83/89 ▲ ― ▽ ― ▽ ― ▽ 

役 胴 ― ▽ ― ▽ 86/87 ▲ 42/42 ▲ 68/69 ▲ 

胴のあしらい ― ▽ ― ▽ 87/87 ▲ 40/42 ▲ 53/69 ▲ 

注）役：役枝，あ：あしらい  

▲：使用回数割合が多い，▽：少ない，（χ2乗検定 P<.05） 

表の中の数字は作品の数を表す。 
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花形絵に実際に使われた役枝とあしらいの有無，使用状況（表－2－3－2）をみると，江

戸初期までの花伝書と花書によって，立花の構成は「七つの道具」と呼称される 7 つの役枝

（真，副，請，正真，見越，流枝，前置）が確立され，胴と控枝はまだ役枝として定着して

いないにもかかわらず，すべての作品から「胴作り」，80 作のうち 74 作から「控枝」を確

認できた。しかしながら，この時代の役枝の境界は曖昧であった。また，この時期の花書『立

花大全』にあしらいの記述が見られたが，花形絵で確認できたあしらいは少なかった。 
江戸中期になると，役枝の境界は明確になり，すべての作品から「胴作り」「控枝」を確

認でき，「見越」が省略された作品が見られた。この時期では，江戸初期の立花にみられな

かったあしらいを確認でき，たとえば，「内副」，「流枝下」，「内見越」，「見越座」，

「控枝下」，「胴作りのあしらい（色切を含む）」があった。あしらいを全体的にみると，

「副内」，「見越座」，「控枝下」と「胴作りのあしらい」が多く使われた（表－2－3－2，
図－2－3－6）。 
江戸後期，胴作りは「胴」に変更され，控枝も正式な役枝になった。この時期では，あし

らいの種類がほかの時代よりも多く確認できた。特に多く使われたのは，副のあしらい（内

副と副下），請のあしらい（請座，請内，請下），流枝のあしらい（流枝内，流枝下），控

枝のあしらい（控枝内，控枝下）及び胴のあしらい（胴脇，胴内，色切）であった。この時

期では，「大内見越」，「草留」と「木留」を初めて確認した（表－2－3－2，図－2－3－
7）。 

 

 

 
注）胴脇は胴作りのあしらいに属する。 

図－2－3－6江戸中期の立花の一例における役枝とあしらい 

『新撰瓶花図彙』より作成 
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近代の花形絵では，「副内」と「流枝下」を確認できず，「控枝下」の使用も少なかった

が，あしらいの使用割合が多かった（表－2－3－2，図－2－3－8）。 
現代では，他の時代に比べて「副」の使用割合が少なかった。以前の時代より「大内見越」

が多く使われていたが，副のあしらい（内副），請のあしらい（請内，請下），控枝のあし

らい（控枝内）の使用割合が少なかった（表－2－3－2，図－2－3－9）。 
全体としてみると，室町時代の「しん」と「下草」によって構成された立て花は，江戸時

代に入ると役枝とあしらいによって構成される立花へと発展していた。 

具体的には，立て花の「しん」と「下草」は，室町時代に役枝（道具）に分化し，江戸時

代初期にあしらい（小道具）の登場とともに，立て花は「立花」と呼ばれるようになった。

しかし，この時代の役枝の境界は曖昧であり，あしらいの使用も少なかった。同中期には役

枝の分化，あしらいの種類の増加とともにそれらの用い方の規則が創られていた。この時期

に，「見越」が省略された作品が観られ，あしらいの数と種類が増えていた。さらに，同後

期にはあしらいの役割が明確化され，立花の構成の変化が少なくなり安定していた。近代に

は役枝の変化は少なくなり立花の構成が固定化され，現代は近代まで発展してきた構成を

完全に受け続くことがなく，役枝の変化が増加し，あしらいの数と種類が減少していた。 

 

 

 

図－2－3－7江戸後期の立花の一例における役枝とあしらい 

『新刻瓶花容導集』より作成 

 



 

 44 

 

 

 

図－2－3－8近代の立花の一例における役枝とあしらい 

『専正立生華集』より作成 

 

図－2－3－9現代の立花の一例における役枝とあしらい 

『守破離柴田英雄立華作品集』より作成 
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４．池坊立花に使用された植物 

４－１．花伝書と花書に登場した植物 

現存する最古の花伝書とされる『花王』は全 47 の作品図から構成される巻物である。そ

の図絵に記載されるタイトルと解説文から作品の表現内容と用いられた植物の種類を判断

できる。用いられた植物をみると，種類を特定できたのはタケ，ヤナギ，ウメ/白ウメ，マツ

/コマツ，ハス，クリ，エノキ，ツバキの 9 種であり，概念的に取り上げたものは「野の芝

の葉」や「木の花」などだった。植物の扱われ方の特徴としては，①「竹林七賢」にちなん

だ祝祭行事へのタケの使用，②同種のマツとコマツの樹齢の違いによる区別，③ウメと白ウ

メなど花の色による使い分け，④「枯の折枝」といった枯れた植物の使用，の４つが読み取

れた（表－2－4－1）。 

 

表－2－4－1『花王以来の花伝書』に登場した植物 

番号 タイトル 制作目的 植物に関する用語 

1 烏帽子取花 祝祭行事に飾る タケ 

2 七賢花 祝祭行事に飾る タケ 

3 扇花 感情表現 ヤナギ 

4 柱荘花 住宅環境に飾る ウメ 

5 床ノ柱花 住宅環境に飾る 野の芝の葉 

6 座ノ上にツル花 住宅環境に飾る 橋の花 

7 冬ノ花 - マツ，ヤナギ，ハス，水辺の物 

8 滝の花 - クリ，エノキ，ツバキ，白ウメ不可 

9 草ニ下木 - クサ，コマツ 

10 春花 - ツバキ，枯の折枝 

11 夏 木ノ花 - 木の花 

12 秋花 - 木，水辺の草 

13 片クツシノ花 - 水付枝 

14 立分花 - 水持ちの枝 

15 連歌花 生活活動に使う 水持ちの枝 

16 広縁ノ花 住宅環境に飾る - 

17 岸クツシ花 - - 

注）「-」は断定不明である。 
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『花王』以降に伝承される花伝書は記述によって構成される書物が多く，ここでは早期の

花伝書である『専応口伝』（1523），『仙伝抄』（1536），『専応口伝』（1542）の３冊

植物に関する記述に着目した（表－2－4－2）。 
『専応口伝』（1523）は序文と 46 の条文から構成されている。序文の最初に「破甕に古

枝を」と池坊の花に枯れ枝を使うことや，「只小水尺樹を以て江山数程の勝概をあらはし，

暫時頃剋の間に千変万化の佳興をもよをす」と池坊立花は見立てによって風景を表現する

ことを述べた。続いて，五行に対応する五色，五根，五躰及び季節の変化による「群卉凋落」

は「盛者必衰」を表し，マツやヒノキなどの常緑針葉樹は「真如不変」を表すと植物と仏教

関係を述べられた。世尊はどんな花を見たのが判定できないが，霊雲と山谷がモモとキンモ

クセイによって開悟し，池坊の花をもてあそぶ人は，草木（植物）に心を託し，やがて悟り

の道へ導かれると述べていた。 
本文では，第一の条文に「真には松或は当季の花，亦は常槃木可然して前右の脇を可心得

也」と，立花の一番大事な役枝である「真」に適応する植物を規制した。第四の条文は，「凡

春の千枝さし過て，藤つゝじなどの折ふしより杜丹，芍薬，杜若，紫苑，仙翁花など，いづ

れものびのびと水ぎわもちと高く用べし。秋の千草，菊，竜胆，言などの時節により，次第

次第に冬枯の野山色かへぬ松やなばらは其まゝ四節の躰をのづからそのけしきを以てあら

はすれば，四季の花とて，別の心得侍るべからず。」と季節の植物の扱い方を詳述していた。 
植物を使用する時の注意点とともに，植物を使用する目的が様々取り上げられた。例えば五

節句に相応しい植物，祝言，軍事，政治，神事，人事などの各場面，状況に相応しい植物と

禁忌の植物が詳しく記載され，仏教，祝祭などの精神的意味の表現が強く意図されていた。 
『仙伝抄』（1536）は「仙伝抄」の 100条，「谷川流」の 17条及び「奥輝之別紙」の 56
条，合計 173 の条文から構成されている。「仙伝抄」の記述では，仏教と祝祭の行事に飾る

花，座敷飾りの花の制作方法が記載されていた。具体的な植物名は記載がないが，「元服の

花」，「法師なりのはな」，「出陳の花」，「わたましの花」，「きたうの花」などの仏教，

祝祭の場面に使用する花の注意事項を確認できた。具体的な名前が表示される植物は，真に

立ててはいけないフジや，タケは七本立てる，ハスは三世を表すなどの規則がみられた。ま

た，１月から 12月までの各月を代表する植物が明記されていた。さらには風景表現には遠

近，季節，時間の表現が用いられ，植物によって生育環境の特性が表現されていた。 
「谷川流」は草を高く立てて，木を低く立てる立花を「沢辺千尺の松たりといへども，れ

い頭一寸の草にはしかじ」と，植物の種類と配置方法で風景を表現することを述べた。 
「奥輝之別紙」では植物の季節表現と風景表現を「古今遠近」にまとめ，先に紹介したと

おり，「古今といふことはゝ，一季さりたるはなをいふ。今とは，当きの花をいふ。遠とは，

風情たかくみえたる本木といふ。近とは，そへ草の水きはにて有ありとしたるをいふなり」。

と，「古」は旬を過ぎた花材で過去を，「今」は旬の花材で現在を，「遠」はすぐれてみえ

る木によって遠方の景色を，「近」は手前に立てる花材によって近辺の景色を見立てるもの

として，時間軸と空間軸を意識して植物を使い分けた。また，掛物の前に花を飾る時，「観
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音に柳。天神に梅。虎に竹。りょうに松。古人にふりたる木。とう人にまたのある木。から

子にいろある物。歌人に情ある物。馬ぎやうにくさ。師子にあれたるぼたん。山水に山野の

木，水辺の草花。鳥にゑにしある物」と，掛物の内容によって植物を使い分けた。 
『専応口伝』（1542）は序文と 62 の条文から構成されている。『専応口伝』（1523）と

比較すると，序文に「此の一流は野山水邊をのづからなる姿を居上にあらはし，花葉をかざ

りよろしき面影をもとゝし」の一文が加筆されており，この風景表現を重視する志向と，植

物を扱う際に「花」と「葉」を同時に使用する志向を読み取れた。この志向については，同

種類の植物の花と葉を同時に用いることに加えて，「花に其葉のなき時，似たる葉を用事常

にあり」と代用の葉の使用法を読み取れた。１月から 12月までの各月を表現する植物，五

節句，祝儀などの生活場面に相応しい植物と禁忌の植物を提示していたほか，「高く立てざ

る」植物の種類を提示し，作品における植物の配置方法が意識されていた。また，植物及び

作品の陰陽表現を確認できた。 
そのほか，上記 3冊以降の植物の使用方法と意味について要点を記すと『臥雲華書』（1630）

は全７巻から構成され，第 2巻は座敷飾り，第 5－7巻は生花，砂物，三つ具足の花につい

て記載されていた。立花の植物に関する記述は序文，67条文，後書きから構成される第１，

３，４巻で確認できた。第 3巻は 40項目の 303条文によって植物の使い方が解説され，第

４巻では 109種類の植物の使い方が詳しくまとめられていた。内容としては，第３巻は『専

応口伝』（1542）を充実させ，各役枝（道具）の作り方と用いる植物の種類を解説し，「通

用物」という池坊独特の植物分類法を作り出していた。 
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表－2－4－2花伝書に記述された植物とその使用方法・意味 

 
 

番号 伝書の内容 出処 

専
応
口
伝 

1
5
2
3
 

1 「破甕に古枝をすてゝ」             序文 

2 「只小水尺樹を以て江山数程の勝概をあらわし」 序文 

3 「凡初頓の花厳といふより法花にいたるまで花を持て縁とせり」 序文 

4 「冬は群卉凋落するも盛者必衰のことはりをしめす，其の中にしも色かへぬ松や檜原はをの

づから真如不変をあらはせり」 

序文 

5 「霊雲は桃花を見，山谷は木犀をきゝ，みな一花の上にして開悟の益を得しぞかし。抑是を

もてあそぶ人，草木を見て心をのべ，春秋のあはれをおもひ，本無一旦の興をもよをすのみ

にあらず，飛花落葉の風の前にかゝるさとりの種をうる事もや待らん」 

序文 

6 「真には松或は当季の花，亦は常盤木可然して前右の脇を可心得也。」 本文 

7 「凡春の千枝さし過て，藤つゝじなどの折ふしより杜丹，芍薬，杜若，紫苑，仙翁花など，

いづれものびゝゞと水ぎわもちと高く用べし。秋の千草，菊，竜胆，言などの時節により，

次第次第に冬枯の野山色かへぬ松やひばらは其まま四節の躰をのづからそのけしきを以てあ

らはすれば，四季の花とて別の心得侍るべからず。」 

本文 

8 「蓮などの様なる水草に深山の木などを立合事も有。つねは生まじらざる物をさしまぜてひ

とつに見ゆるをかめにさす花のとくとかや申せど，蓮にかぎりて樹木の類合べからず。」 

本文 

9 「五節供に専可好草木 元上/正月（梅・水仙花・金盞花）上巳/三月（桃・柳・款冬）七夕/

七月（桔梗・仙翁花・梶）重陽/九月（菊・萩・鶏頭花）」 

本文 

10 「青・黄・赤・白・黒と心得て次第にさすべし」 本文 

11 「聟取・嫁取の花は合真，若緑どり。糸薄・糸柳・女郎花・杜若・百合此等を専に可用也。

口伝有。」 

本文 

12 「神祇・祈禱・祝言も直なる真可然候 」 本文 

13 「城中・軍陣などにての花の心遣，口伝有之。帰り花をば用と，残花を嫌と，余花の事

也。」 

本文 

14 「御成・祝言の花には，凡松・竹・梅・柳・仙蓼菓・椿・桃（中略）。其外，当季の花亦は

常槃木などを可用者也」 

本文 

15 「祝言に可嫌草木 雑木・雑草，四花・四葉，六花・六葉（中略）何にても末のかれたる

物，葉のやぶれたる物の類，又名詮あしき草木不可用。」 

本文 

仙
伝
抄 

1
5
3
6
 

16 「十二月の花の事。」 仙伝抄 

17 「うしろに山を見前に野を見べし。そふじて，遠近とたつる花は，うしろに山の心を立てま

へに野をたて，うしろの山をへつらわずたてべし。」 

仙伝抄 

18 「さは辺，河，入江などの風ぜいをもたてべし。是，水へんの物をたて，野は野のものをた

て，山は山のものをたつる。それぞれのごとくなるべし。」 

仙伝抄 

19 「生花の事。春は夏の花冬は春の花を立なり。」 仙伝抄 

20 「死花の事。春は冬の花。冬は秋の花をいふなり。かくのごとく道理をもつて生死をしるべ

し。」 

仙伝抄 

21 「草たかく木のみじかき事ふる句にいわく澤邊千尺の松たりといへ共。れい頭一すんの草に

はしかじという。」 

谷川流 

22 「古今と云言葉は一季去りたる花をいふ。今とは當季の花を云。遠とは風情たかくみへるを

本木と云。近とはそへ草の水ぎわにてありありしてあるをいふなり。」 

奥輝之別紙 

専
応
口
伝 

1
5
4
2
 

23 「此の一流は野山水邊をのづからなる姿を居上にあらはし，花葉をかざりよろしき面影をも

とゝし」 

序文 

24 「花にその葉のなき時，似たる葉を用事常にあり」 本文 

25 「十二月に可用也」 本文 

26 「陰陽の葉とて，面を見する葉あらば，又裏を見する葉を用べし」 本文 

27 「高くたてざる物の事金銭花・岸比・雁足・葱・ぜんまひ・つわ・石葦・藜蘆・ふきのとう

（以降略） 

本文 

28 「陰のかたに包花を用，陽の方にひらき花を用なり」 本文 
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４－２．各時代の立花作品に使用された植物 

前節で取り上げた花伝書と花書の植物に関する記述から，各時代の立花にどのような植

物が使用されていたのかを確認した。前節と同じく，時代的変遷を把握するため，花形絵が

大量に残されるようになった江戸初期から五つの時代区分において，花器を含めて作品の

全体像が描かれる 1株の立花を描いた花形絵に焦点を当てた。具体的には，『池坊専好立花

名作集』から江戸初期の花形絵を 80 作，『新撰瓶花図彙』から江戸中期の花形絵を 89 作，

『新刻瓶花容導集』及び『専定代瓶花集』から江戸後期の花形絵を 87 作，『専正立生華集』

から明治期の花形絵を 40 作，『守破離柴田英雄立華作品集』から現代の立花の写真を 69
作，合計 376 作を研究対象として選定した。 
作品集には，花形絵とともに作品に用いた植物名が記載されている。そこで本節では，ま

ず，作品集に記載されている植物名を整理し，各時代の立花に使用した植物と使用回数を確

認した。次に，植物の名前を和名に統一して分類した。前節で述べたとおり，池坊には「木

物」31）「通用物」32）「草物」33）という独自の植物分類法があるため，ここでは植物を「木

物」，「通用物」，「草物」に分類した上で，さらに「木物」を「常緑樹」と「落葉樹」に，

「常緑樹」を「常緑針葉樹」と「常緑広葉樹」に，「落葉樹」を「落葉針葉樹」と「落葉広

葉樹」に分け，「草物」を植物の生育環境によって「陸生草物」，「水生草物」に分けた。 
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４－２－１．江戸初期の立花に使用された植物 

江戸初期の花形絵から，124種の植物の名称を確認できた（表－2－4－3，表－2－4－4）。 
和名によって用いられた植物を整理すると，同種の植物であっても多様な部位が異なる

状態で使われていたことが明らかとなった。 
木本植物で一番多く使われたマツでは樹齢によって若松，翠松，松，老松に使い分けられ，

形態の異なる松で立てられた作品も確認できた（図－2－4－1）。図－2－4－2 の花形絵に

描かれた立花から，松，若松，紅葉した松，枯れた松，苔が生えている松を確認できた。こ

のように，同種の植物は多様な状態で作品に使用されるとともに，同じ作品において同種の

植物の多様な使い方がみられた。その他の木本植物にも同じ傾向がみられ，たとえば，ヤナ

ギでは，柳，川柳，岩柳で品種別に使い分けられ，ウメでは梅，紅梅，白梅，薄色梅と色別

で使い分けられていた。 
また，マツに続き使用回数上位５位までの植物はツゲ（つげ），ビワ（枇杷），イブキ（伊

吹），ヒバ（檜葉）であった。 
江戸初期に使用回数上位５位の草本植物は，シャガ，キク，ニホンズイセン，ススキ，ヒ

オウギであった。使用法の多様性が最も高かったのはキクであり，紅菊，黄菊，白菊，紫菊

のように色別で使い分けされただけではなく，図－2－4－3 のように，南禅寺，黄酔楊妃，

かが紅，猩々乱，伊勢紅などの園芸品種を同じ立花に取り入れた作例も見られた。また，冬

に咲く寒菊や，海辺に生える浜菊も立花に取り入れられ，色，品種，花期，産地の側面から

キクの使用のバリエーションが伺えるほか，花だけではなく，キクの葉（菊葉）も単独で立

花に使用された。 
キクに続き多く使われたのは二ホンズイセンであったが，色や品種のバリエーションが

なかった。 
花形絵で確認すると，江戸初期の立花に使用された「萩」は，山上憶良の歌「萩の花 尾

花 葛花 瞿麦の花 女郎花 また藤袴 朝貌の花（万葉集・巻八 1538）」に歌われたハギではな

く，ススキの類であった（図－2－4－4）。 
カキツバタはあやめ科の水生植物であり，カキツバタ以外に， アヤメ（あやめ，白あや

め），ハナショウブ（花菖蒲），イチハツ（いちはつ）と何種類のあやめ科の植物が使用さ

れた。 
そのほかには，採取直後の生の植物のみならず，コケボク（苔木，苔生），シャレボク（晒

木）が使用された。 
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図－2－4－1樹齢が異なる松の図例 

『池坊専好立花名作集』より作成 
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図－2－4－2形態の異なる松に立てられた

江戸初期の立花 

『池坊専好立花名作集』より作成 

 

 

 

図－2－4－3園芸品種のキクによる江

戸初期の立花作例 

『池坊専好立花名作集』17 図 
 

 
図－2－4－4江戸初期の立花に使用された「萩」 

『池坊専好立花名作集』59 図より作成 
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表－2－4－3江戸初期の立花に使用された植物一覧表 

花材名  花材名  花材名  花材名  

松 66 つましろ 6 藤 2 虎の尾 1 

つげ 49 黄梅 6 白丁花 2 紅菊 1 

枇杷 47 芍薬 6 白桃 2 紅葉 1 

こしだ 44 ははそ 5 白藤 2 紅蓮 1 

しゃが 38 雁足 5 あやめ 1 笹 1 

伊吹 36 紫藤 5 いちご 1 山吹 1 

檜葉 36 うす 4 いちごの葉 1 款冬（山吹） 1 

かた木 35 かし 4 いちはつ 1 紫菊 1 

つつじ 34 きりん草 4 いぼた 1 若松 1 

椿 29 萱草 4 えのころ柳 1 小車 1 

柳 21 梅もどき 4 かが紅 1 水木 1 

水仙 20 かしおしみ 3 ぎぼうし 1 翠松 1 

びゃくしん 19 ぬるで 3 くちなし 1 菊（酔楊妃） 1 

梅 19 ひさかき 3 こうらい百合 1 仙蓼 1 

わくらば 18 寒菊 3 さんこう 1 槻 1 

苔木 17 鶏頭 3 しおん 1 桃 1 

柏 15 小柏 3 すずかけ 1 藤撫子 1 

檜 15 老松 3 むくげ 1 南禅寺 1 

菊 13 おもと 2 やまでまり 1 白あやめ 1 

紅梅 12 がんぴ 2 りんどう 1 白菊 1 

萩 11 こでまり 2 れだま 1 白木蓮 1 

夏はぜ 9 ざくろ 2 葦 1 白蓮 1 

晒木 9 さつき 2 伊勢紅 1 梅（薄色） 1 

あせぼ 8 むろ 2 伊勢桜 1 薄色梅 1 

苔生 8 わくら 2 黄やぐら 1 緋桃 1 

檜扇 8 葵 2 黄菊 1 浜菊 1 

こうらい菊 7 榊 2 黄酔楊妃 1 碧桃 1 

金盞花 7 杉 2 花菖蒲 1 矢はず草 1 

竹 7 石竹 2 岩やなぎ 1 楊梅 1 

杜若 7 川柳 2 岩柳 1 猩々乱 1 

白梅 7 直木 2 菊葉 1     

かなめ 6 庭桜 2 熊笹 1     

作品数：80，植物の種類：126 

植物名の後ろにある数字は研究対象に該当植物の使用回数 
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表－2－4－4江戸初期の立花に使用された植物の和名分類表 

分類 植物名と使用された回数  

常緑針葉樹 
マツ(71)，イブキ(36)，ヒノキ科(36)，ビャクシン(19)，ヒノキ(15)，

スギ(2)，ネズ(2) 

常緑広葉樹 

落葉広葉樹 

ツゲ(49)，ビワ(47)，ウメ(40)，クヌギ(35)，ツツジ(34)，ツバキ(29)，

シダレヤナギ(21)，シャシャンボ(20)，カシワ(15)，ナツハゼ(9)，アセ

ビ(8)，オウバイ(6)，カナメモチ(6)，ツマシロ？(6)，コナラ(5)，モモ

(5)，ウスノ木(4)，ウメモドキ(4)，コナラ(4)，コガシワ(3)，ヌルデ(3)，

ネジキ(3)，ヒサカキ(3)，カワヤナギ(2)，ガンピ(2)，コデマリ(2)，サ

カキ(2)，ザクロ(2)，サツキ(2)，ナオキ？(2)，ニワウメ(2)，ハクチョ

ウゲ(2)，ユキヤナギ(2)，キイチゴ(2)，イボタノキ(1)，クチナシ(1)，

ケヤキ(1)，サクラ(1)，スズカケノキ(1)，センリョウ(1)，ネコヤナギ

(1)，ハクモクレン(1)，ミズキ(1)，ムクゲ(1)，モミジ(1)，ヤブデマリ

(1)，ヤマモモ(1)，レダマ(1) 

通用物 
コシダ(44)，フジ(9)，タケ(7)，クサソテツ(5)，ヤマブキ(2)，オモト

(2) ，クマザサ(1)，ササ(1) 

陸生草物 

シャガ(38)，キク(37)，ニホンズイセン(20)，ススキ(11)，ヒオウギ(8)，

キンセンカ(7)，シャクヤク(6)，キリンソウ(4)，ワスレグサ(4)，ケイ

トウ(3)，アヤメ(2)，セキチク(2)，タチアオイ(2)，イチハツ(1)，オグ

ルマ(1)，ギボウシ(1)，コマユリ(1)，シオン(1)，ハナショウブ(1)，ハ

マギク(1)，ハマナデシコ(1)，ヤハズソウ(1)，リンドウ(1) 

水生草物 カキツバタ(7)，ハス(2)，ヨシ(1) 

その他 コケボク(17)，シャレボク(9)，コケムス(8) 

植物名の後ろにある数字は研究対象に該当植物の使用回数 
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４－２－２．江戸中期の立花に使用された植物 

江戸中期の花形絵から，68 の植物の種類を確認できた（表－2－4－5，表－2－4－6）。 
江戸初期に続き，木本植物ではマツの使用回数が一番多かった。植物の名称ではマツを

「松」に統一表示したが，花形絵では樹齢，形態，種類が異なる松を確認できた（図－2－
4－5）。ここでは松毬が付いているマツがみられるが，植物一覧表に記載された「松毬」で

はなかった。この時期でも，マツの類だけで立てられた立花がみられ，その 1 例に「「松

毬」が単独に使われ，紅葉したマツ，枯れたマツ，苔が生えているマツも使用された（図－

2－4－6）。 
 マツのように，ほかの木本植物も統一した名称で記述されているが，花形絵では異なる形

態を確認できた。たとえば，ツバキでは白いツバキと赤いツバキが使われ，ウメで紅梅と白

梅が用いられた（図－2－4－7） 
この時期では，使用回数上位５位までの木本植物はマツ，ツゲ（柘植），ヒノキ（檜），

ビワ（枇杷），ツバキ（椿）であった。江戸初期使用回数上位であったヒバが植物一覧表に

見当たらなかった。ヒバはチャボヒバ・クジャクヒバなどとよばれるヒノキの園芸品種であ

り，江戸中期から明治期までその使用は確認できなかった。江戸初期上位４位のイブキ（伊

吹）の使用回数は減少し，ツバキが上位に進出して逆転していた。上位５位には入らないが，

この時期では，ナツハゼ（夏はぜ）が約半分の作品で使用されていた。 
江戸初期に一番多く使用された植物はとキクだが，この時期では，植物名一覧表では「菊」，

「小菊」，「寒菊」，「春菊」と表示され，合計 69回（菊 26回，小菊 21回，寒菊 15回，

春菊７回）使用されていた。花のサイズと咲く季節が意識され植物の名称をつけたことが読

み取れるが，花形絵では，「小菊」，「寒菊」，「春菊」の形態的判別は難しかった（図－

2－4－8）。また，植物一覧表では「菊」と表示されていたが，花形絵では色と品種の違い

が見られた（図－2－4－9）。 
キクに続き，使用回数上位５位までの草本植物はヒオウギ（檜扇），ニホンズイセン（水

仙），シャガ（著莪），カキツバタ（杜若）であり，水生植物であったカキツバタがこの時

期に使用された。 
この時期に「薄」が初めて登場するが，「萩」という植物名はまだ使用されていた。花形

絵で比較すると，薄と萩が同じくススキの類に属すが，彎曲が浅いススキは「薄」，彎曲が

大きいススキは「萩」と区別できるものの，見分ける際に植物名の参照が必要である（図－

2－4－10）。 
江戸初期の花形絵より繊細に描かれ，図面で容易に判別できる植物では統一の名称で表

示される一方，見分けにくい「小菊」，「寒菊」，「春菊」や「薄」と「萩」などが異なる

名称で表示されることがこの時期の特徴と考えられた。また，木本植物は統一名称で表示さ

れるのに対して，異なる名称で表示された植物はすべて草本植物だった。 
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図－2－4－5江戸中期の立花に使用された形態異なる松の例 

『新撰瓶花図彙』より作成 
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図－2－4－6形態の異なる松に立てられた江戸中期の立花 

『新撰瓶花図彙』より作成 

 

図－2－4－7江戸中期における色で使い分けされる植物の作例 

『新撰瓶花図彙』より作成 

 



 

 58 

 

 
 
 
 

 

図－2－4－8江戸中期の立花に使用されたキクの類 

『新撰瓶花図彙』より作成 
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図－2－4－9多様なキクによる江戸中期の立花作例 

『新撰瓶花図彙』より作成 

 

 

図－2－4－10 江戸中期の立花に使用された「薄」と「萩」 

『新撰瓶花図彙』より作成 
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表－2－4－5江戸中期の立花に使用された植物一覧表 

花材名 
 

花材名 
 

花材名 
 

花材名 
 

松 81 萩 18 麒麟草 7 蕗の薹 2 

柘植 75 苔 17 春菊 7 目木 2 

檜 56 竹 17 狗子柳 6 桃 2 

枇杷 52 百合 17 芍薬 6 葵 1 

檜扇 47 小柏 16 立葵 5 女郎花 1 

椿 42 寒菊 15 姫百合 5 海棠 1 

夏はぜ 40 白樫 15 藤 5 樫木ヵ 1 

小歯朶 34 樫木 14 竜胆 5 迎春花 1 

水仙 34 柏 13 熊笹 4 紅葉 1 

嫩 32 金銭花 13 柳 4 娑羅双樹 1 

著莪 29 曝 13 擬宝珠 3 下野 1 

伊吹 27 桔梗 12 鶏頭 3 白樫ヵ 1 

小菊 26 芦 11 薄 3 千両 1 

梅 23 刈萱 11 河骨 2 牡丹 1 

杜若 22 仙翁花 11 萱草 2 松毬 1 

菊 21 躑躅 9 石榴 2 山吹 1 

梅嫌 19 南天 8 蓮 2 
  

作品数：89，植物の種類：67 

植物名の後ろにある数字は研究対象に該当植物の使用回数 
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表－2－4－6江戸中期の立花に使用された植物の和名分類表 

分類 植物名と使用された回数  

常緑針葉樹 マツ(81)，ヒノキ(56)，イブキ(27) 

常緑広葉樹 

落葉広葉樹 

ツゲ(75)，ビワ(52)，ツバキ(42)，ナツハゼ(40)，カモメモチ？(32)，

ウメ(23)，ウメモドキ(19)，コガシワ(16)，シラカシ(15)，コナラなど

(14)，カシワ(13)，ツツジ(9)，ネコヤナギ(6)，シダレヤナギ(4)，ザク

ロ(2)，メギ(2)，モモ(2)，オウバイ(1)，コナラなど？(1)，サラソウジ

ュ(1)，シモツケ(1)，シラカシ？(1)，センリョウ(1)，ハナカイドウ(1)，

モミジ(1) 

通用物 
コシダ(34)，タケ(17)，ナンテン(8)，フジ(5)，クマザサ(4)，ボダン(1)，

ヤマブキ(1) 

陸生草物 

キク(69)，ヒオウギ(47)，二ホンズイセン(34)，シャガ(29)，ススキ(21)，

ユリ(17)，キンセンカ(13)，キキョウ(12)，オガルカヤ(11)，センノウ

ゲ(11)，キリンソウ(7)，シャクヤク(6)，タチアオイ(5)，ヒメユリ(5)，

リンドウ(5)，ギボウシ(3)，ケイトウ(3)，フキ(2)，ワスレグサ(2)，オ

ミナエシ(1)，ゼニアオイ(1) 

水生草物 カキツバタ(22)，ヨシ(11)，コウホネ(2)，ハス(2) 

その他 コケボク(17)，シャレボク(13)，マツカサ(1) 

植物名の後ろにある数字は研究対象に該当植物の使用回数 
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４－２－３．江戸後期の立花に使用された植物 

江戸後期の花形絵から，89 種の植物名称を確認できた（表－2－4－7，表－2－4－8）。 
江戸中期に続き，木本植物ではマツの使用回数が最も多かった。江戸中期のように，植物

の名称ではマツを「松」に統一表示し，花形絵では樹齢，形態，種類が異なる松を確認でき

た。マツ類だけで立てられた立花に「松，松毬，苔」と植物の名称が示されているが，花形

絵では，書き方の違いによって複数の種類のマツを確認できた（図－2－4－11）。しかし，

花形絵のみではマツの種の同定は困難だった。 
マツに続いて多く使われた木本植物はツゲ（柘植），ヒノキ（檜），ビワ（枇杷），ツバ

キ（椿）であり，イブキ（伊吹）の使用回数が６位だったが，江戸中期に多く使われたナツ

ハゼ（夏はぜ）は６回しか使用されず少なかった。 
草本植物では，「小菊」をはじめ，キク類の使用回数が一番多かった。キクの類では，「小

菊」，「菊」，「野春菊」，「野紺菊」，「しかみ菊」と異なる名称を確認でき，花形絵で

はこの４種類のキクを明確に判別でき（図－2－4－12），キクの類のみで立てられた立花

に使用した植物一覧には「菊，小菊，しかみ菊」と明記し，花形絵では色の違うキクを確認

できた（図－2－4－13）。 
キクに続いて使用回数上位５位までの草本植物は，シャガ（著莪），二ホンズイセン（水

仙），カキツバタ（杜若），イワカガミ（岩鏡）とヒオウギ（檜扇）だったが，イワカガミ

はこの時期から初めて立花に登場した。イワカガミはイワウメ科イワカガミ属の常緑の多

年草で，高山植物の一種ではあるが，実質的には低山帯から高山帯まで幅広く分布する（図

－2－4－14）。 
この時期にみられた「萩」もススキの類であった。 
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図－2－4－11 形態の異なるマツに立てられた江戸後期の立花 

『新刻瓶花容導集』より作成 

 

 

図－2－4－12 江戸後期の花形絵に描かれたキクの類 

『新刻瓶花容導集』より作成 
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図－2－4－13 多様なキクによる江戸後期の立花作例 

『新刻瓶花容導集』より作成 

 

 

図－2－4－14 江戸後期から立花に使用し始めたイワカガミ作例 

『新刻瓶花容導集』より作成 
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表－2－4－7江戸後期の立花に使用された植物一覧表 

花材名  花材名  花材名  花材名  

松 84 柳 10 蕗の薹 3 擬宝珠 1 

柘植 64 要 9 えにしだ 2 黍 1 

檜 56 嫩 9 くちなし 2 金盞花 1 

小菊 51 山茱萸 8 河骨 2 山吹 1 

枇杷 51 寒あやめ 7 紫陽花 2 紫式部 1 

椿 47 仙翁花 7 小歯朶 2 川原撫子 1 

伊吹 43 鳶尾 7 千両 2 沢桔梗 1 

著莪 43 夏はぜ 6 南天 2 萩 1 

水仙 36 熊笹 6 日々草 2 白丁花ヵ 1 

杜若 34 百合 6 薄 2 姫百合 1 

菊 32 芍薬 6 福寿草 2 浜撫子ヵ 1 

梅 29 鶏頭 5 野春菊 2 撫子 1 

竹 21 垂柳檜葉 5 羅漢槇 2 蔓梅嫌 1 

柾 18 沈丁花 4 竜胆 2 木蓮 1 

苔 17 柏 4 薔薇 2 木槿 1 

梅嫌 15 芦 3 しかみ菊 1 野牡丹 1 

曝 15 下野 3 だんどく 1 野紺菊 1 

岩鏡 14 桔梗 3 ひさかき（照葉） 1 蓮 1 

檜扇 14 女郎花 3 牡丹 1 連翹 1 

雁足 11 沢水木 3 花蘇枋 1 檉柳 1 

松毬 11 栂 3 花名不詳 1   

躑躅 11 桃 3 樫木 1   

狗子柳 10 藤 3 蒲 1   

作品数：87，植物の種類：89 

植物名の後ろにある数字は研究対象に該当植物の使用回数 
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表－2－4－8江戸後期の立花に使用された植物の和名分類表 

分類 植物名と使用された回数 

常緑針葉樹 
マツ(84)，ヒノキ(56)，イブキ(43)，スイリュウヒバ(5)，ツガ(3)，ラ

カンマキ(2) 

常緑広葉樹 

落葉広葉樹 

ツゲ(64)，ビワ(51)，ツバキ(47)，ウメ(29)，カナメモチ(18)，マサキ

(18)，ウメモドキ(15)，ツツジ(11)，シダレヤナギ(10)，ネコヤナギ(10)，

サンシュユ(8)，ナツハゼ(6)，カシワ(4)，ジンチョウゲ(4)，シモツケ

(3)，モチノキ(3)，モモ(3)，クチナシ(2)，センリョウ(2)，ギョリュウ

(1)，クヌギ(1)，ノボタン(1)，ハクチョウゲ？(1)，ハナズオウ(1)，ヒ

サカキ(1)，ムクゲ(1)，ムラサキシキブ(1)，モクレン(1) 

通用物 

タケ(21)，クサソテツ(11)，クマザサ(6)，フジ(3)，アジサイ(2)，エニ

シダ(2)，コシダ(2)，ナンテン(2)，ツルウメモドキ(1)，ボタン(1)，ヤ

マブキ(1)，レンギョウ(1) 

陸生草物 

キク(84)，シャガ(43)，二ホンズイセン(36)，イワカガミ(14)，ヒオウ

ギ(14)，イチハツ(7)，カンザキアヤメ(7)，センノウゲ(7)，シャクヤク

(6)，ユリ(6)，ケイトウ(5)，オミナエシ(3)，キキョウ(3)，ススキ(3)，

フキ(3)，ニチニチソウ(2)，バラ(2)，フクジュソウ(2)，ミヤコワスレ

(2)，リンドウ(2)，カワラナデシコ(1)，キビ(1)，ギボウシ(1)，キンセ

ンカ(1)，サワギキョウ(1)，ダンドク(1)，ナデシコ(1)，ノコンギク(1)，

ハマナデシコ(1)，ヒメユリ(1) 

水生草物 カキツバタ(34)，ヨシ(3)，コウホネ(2)，ガマ(1)，ハス(1) 

その他 コケボク(17)，シャレボク(15)，マツカサ(11) 

植物名の後ろにある数字は研究対象に該当植物の使用回数 
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４－２－４．近代の立花に使用された植物 

近代の花形絵から，64種の植物名称を確認できた（表－2－4－9，表－2－4－10）。 
江戸後期に続き，木本植物ではマツ（松）の使用回数が一番多く，42 作の内に 37回使用

された。使用回数上位 2 位のツゲ（柘植）は 36回，3 位のビワ（枇杷）は 35回，4 位のマ

サキ（柾）とヒノキ（檜）はそれぞれ 32回使用され，使用回数には差が少なかった。 
以前の時代のように，花形絵から樹種と形態の違うマツを判別できるが，植物一覧表の表

示では「松」に統一表記されていた（図－2－4－15）。 
また，近代の立花にのみ使用される木本植物はサザンカ，マキ，タチバナだった。 
近代に使用回数上位５位の草本植物はキク，シャガ，カキツバタ，ニホンズイセン，キン

センカであった。キクは「小菊」と「菊」の名称に統一表記され，花形絵では色と大きさの

異なるキクを確認できた（図－2－4－16）。 
トラノオ，ワレモコウなど山地に生育する草本植物が立花に登場し，ナノハナの使用もこ

の時期に初めて確認できた。 

 

 

図－2－4－15 近代におけるマツの類を使用した立花 

『専正立生華集』より作成 
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図－2－4－16 近代の立花みられたキクの類 

『専正立生華集』より作成 
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表－2－4－9近代の立花に使用された植物一覧表 

植物名 
 

植物名 
 

植物名 
 

植物名 
 

松 37 栂 7 りんどう 1 白丁花 1 

柘植 36 桃 7 芦 1 白丁花ヵ 1 

枇杷 35 柳 7 猿猴杉 1 百合 1 

著莪 34 山茱萸 6 牡丹 1 浜撫子 1 

柾 32 曝 5 河骨 1 楓 1 

檜 32 撫子 5 橘 1 蕗のとう 1 

伊吹 28 狗子柳 4 吾亦紅 1 福寿草 1 

椿 28 柘榴 4 菜の花 1 福寿草ヵ 1 

菊 23 薄 4 山吹 1 槙 1 

小菊 20 紫なづなヵ 3 山茶花 1 万年青 1 

杜若 20 桔梗 2 小菊ヵ 1 木蓮 1 

水仙 16 虎の尾 2 小手鞠 1 要 1 

梅 11 仙翁花 2 千両 1 連翹 1 

梅嫌 10 沢水木 2 沈丁花 1 檜扇 1 

金盞花 8 芙蓉 2 杜若ヵ 1 槿 1 

竹 7 躑躅 2 南天 1 芍薬 1 

作品数：42，植物の種類：64 

植物名の後ろにある数字は研究対象に該当植物の使用回数 
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表－2－4－10 近代の立花に使用された植物の和名分類表 

分類 植物名と使用された回数 

常緑針葉樹 
マツ属(37)，ヒノキ(32)，イブキ(28)，ツガ(7)，イヌマキ(1)，エンコ

ウスギ(1) 

常緑広葉樹 

落葉広葉樹 

ツゲ(36)，ビワ(35)，マサキ(32)，ツバキ属(28)，ウメ(11)，ウメモド

キ(10)，シダレヤナギ(7)，モモ(7)，サンシュユ(6)，ザクロ(4)，ネコ

ヤナギ(4)，ツツジ属(2)，フヨウ(2)，モチノキ属(2)，カナメモチ(1)，

コデマリ(1)，サザンカ(1)，ジンチョウゲ(1)，センリョウ(1)，タチバ

ナ(1)，ハクチョウゲ(1)，ハクチョウゲ？(1)，ムクゲ(1)，モクレン(1)，

モミジ属(1) 

通用物 
タケ(7)，ナンテン(1)，ボタン(1)，ヤマブキ(1)，レンギョウ(1)， オ

モト(1) 

陸生草物 

キク(44)，シャガ(34)，二ホンズイセン(16)，キンセンカ(8)，ナデシコ

(5)，ススキ(4)，ムラサキナズナ(3)，オカトラノオ(2)，キキョウ(2)，

センノウゲ(2)，アブラナ(1)，シャクヤク(1)，ハマナデシコ(1)，ヒオ

ウギ(1)，フキ(1)，フクジュソウ(1)，フクジュソウ(1)，ユリ(1)，リン

ドウ(1)，ワレモコウ(1) 

水生草物 カキツバタ(21)，コウホネ(1)，ヨシ(1) 

その他 シャレボク(5) 

植物名の後ろにある数字は研究対象に該当植物の利用回数 
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４－２－５．現代の立花に使用された植物 

現在の立花に使用した植物は『守破離柴田英雄立華作品集』から抽出した写真で確認した。

現在では，69 作の立花に 170 の植物の名称を確認できた（表－2－4－11，表－2－4－12）。
そのうち，96 は 1 作品，１回のみの使用だった。 
以前の時代に続き，木本植物ではマツの使用回数が最も多く，「松」と「若松」を区別し

て表示していたほか，「五葉松」が単独表記されていた。使用回数上位５位までの木本植物

はマツ，ビワ，ツゲ，ツバキ，イブキであり，ツバキは「椿」に加えて「白玉椿」と「白椿」

の名称で使用されていた。このように，同属の植物の異なる品種，色が異なる名称で表示さ

れた植物はツツジ（「つつじ」，「どんたんつつじ」，「白つつじ」），サクラ（「桜」，

「山桜」，「しだれ桜」）とヒバ（「チャボヒバ」，「よろいひば」）だった。ウメでは，

使用される枝の状況によって異なる名称（「梅」，「梅ずばえ」，「梅木」，「梅苔木」）

で表示されていた。 
草本植物にも同じ傾向がみられた。使用回数上位１位のキクの類は，サイズによって「小

菊」と「菊」に分けられた，色によって「白菊」と「黄小菊」の使い分けもみられた。ユリ

の類には「ゆり」，「山ゆり」，「ささゆり」，「すかしゆり」の区別があり，ススキでは，

「すすき」と「しますすき」と使い分けられ，さらに，花期のススキである「尾花」を単独

に使用した。 
現代の立花における使用回数上位５位までの草本植物はキク，ニホンズイセン，オクラレ

ルカ，カキツバタ，シャガだった。 
新たに上位に入ったオクラレルカ（学名：Iris orientalis）は，アヤメ科アヤメ属の多年

草で，青紫の花を咲かせるが，現代の立花では葉のみが使用されていた。 
オクラレルカ以外も，スチールグラス，シマススキなどの植物の線状の葉，カラテア，カ

ラジュームなどの観葉植物，アマゾンリリー，グロリオーサ，サンダーソニアなどの園芸植

物が立花に使用されるようなっていた。 
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表－2－4－11 現在の立花に使用された植物一覧表 

植物名  植物名  植物名  

松 36 梅ずばえ 4 ほととぎす 2 

びわ 31 アイリス 3 まさき 2 

つげ 29 あし 3 みずき 2 

椿 25 おみなえし 3 黄しょうぶ 2 

いぶき 24 かえで 3 黒ろうばい 2 

ひのき 22 かなめ 3 山ゆり 2 

若松 20 こうほね 3 小なら 2 

小菊 20 スパティフィラム 3 白くじゃく草 2 

水仙 20 はす 3 白菊 2 

オクラレルカ 18 むくげ 3 アイアンクロス 1 

かきつばた 16 ゆり 3 アジアンタム 1 

玉しだ 16 寒菊 3 あじさい 1 

しゃが 15 山しだ 3 アマゾンリリー 1 

しだれ柳 11 竹 3 アメリカン・ブルー 1 

ききょう 10 萩 3 いぼた 1 

梅もどき 10 白玉椿 3 ういきょう 1 

しゃれ木 9 穂咲しもつけ 3 おいらん草 1 

みやこわすれ 9 アスパラガス 2 おうばい 1 

夏はぜ 9 えびねらん 2 おおやまれんげ 1 

苔木 9 かぜくさ 2 おどぎり草 1 

なでしこ 7 
カラテア・ランキフォリ

ア 
2 おにうしのけぐさ 1 

ひおうぎ 7 ささゆり 2 おもと 1 

つつじ 6 しまふとい 2 かいどう 1 

ぼけ 5 しもつけ 2 かすみ草 1 

菊 5 しゃくなげ 2 カタナンケ 1 

紅葉 5 すすき 2 カラジューム 1 

尾花 5 スチールグラス 2 カラテア 1 

けいとう 4 どうだんつつじ 2 カラテア・ゴールデンスター 1 

しょうぶ 4 ときわがや 2 カラテア・マコヤナ 1 

スモークツリー 4 とちの木 2 きゃら木 1 

ちゃぼひば 4 ばしょう 2 きんせんか 1 

藤 4 フリージア 2 きんめいちく 1 

梅 4 ほお 2 くじゃくしだ 1 

次のページへつづく 
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表－2－4－11 現在の立花に使用された植物一覧表 

植物名  植物名  植物名  

グロキシニア 1 とりとまらず 1 夏椿 1 

グロリオーサ 1 なるこゆり 1 花まんさく 1 

くわずいも 1 ばいかうつぎ 1 寒あやめ 1 

ゲイラックス 1 ハイビスカス 1 金水引 1 

げっとう 1 はくちょう草 1 五葉松 1 

ゴールデンスティック 1 
ふいりきょうちくと

う 
1 黒ぼうし 1 

こしあぶら 1 ふきのとう 1 桜 1 

さんごあぶらぎり 1 プテリス 1 山ごぼう 1 

さんしばい 1 ブルーサルビア 1 山桜 1 

サンダーソニア 1 ベゴニア 1 四方竹 1 

しだ 1 ヘリコニア 1 西洋なんてん 1 

しだれ桜 1 ぼたん 1 草てだま 1 

しますすき 1 メリタリーフ 1 梅苔木 1 

しゅうかいどう 1 もくれん 1 梅木 1 

すかしゆり 1 やだけ 1 白クルクマ 1 

すずらん 1 やばねすすき 1 白つつじ 1 

セイバンもろこし 1 ゆりの木 1 白玉萩 1 

せんのう 1 よろいひば 1 白椿 1 

せんりょう 1 るいようぼたん 1 姫ふよう 1 

つるうめもどき 1 るりたまあざみ 1 姫野ぼたん 1 

つわぶき 1 れんぎょう 1 風知草 1 

デュランタ・バイオレッ

ト 
1 ろうばい 1 野ばらの実 1 

ドラセナ 1 黄小菊 1 立葵 1 

作品数：69，植物の種類：170 

植物名の後ろにある数字は研究対象に該当植物の使用回数 
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表－2－4－12 現在の立花に使用された植物の和名分類表 

分類 植物名と使用された回数  

常緑針葉樹 マツ(57)，イブキ(24)，ヒノキ(22)，ヒバ(5) 

常緑広葉樹 

落葉広葉樹 

ビワ(31)，ツゲ(29)，ツバキ(25)，シダレヤナギ(11)，ウメモドキ(10)，

ナツハゼ(9)，モミジ(8)，ツツジ(6)，ボケ(5)，ウメ(4)，ウメズバエ(4)，

スモークツリー(4)，カナメモチ(3)，シラタマツバキ(3)，ハギ(3)，ム

クゲ(3)，クロロウバイ(2)，コナラ(2)，シモツケ(2)，シャクナゲ(2)，

ドウダンツツジ(2)，トチノキ(2)，ホオ(2)，マサキ(2)，ミズキ(2)，イ

ボタノキ(1)，オウバイ(1)，オオヤマレンゲ(1)，キャラキ(1)，キンシ

バイ(1)，コシアブラ(1)，サクラ(1)，シダレサクラ(1)，シラタマハギ

(1)，シロツツジ(1)，シロツバキ(1)，セイヨウナンテン(1)，センリョ

ウ(1)，デュランタ・バイオレット(1)，ドラセナ(1)，トリトマラズ(1)，

ナツツバキ(1)，ノバラノミ(1)，ハナカイドウ(1)，ハナマンサク(1)，

ヒメフヨウ(1)，フイリキョウチクトウ(1)，メリタリーフ(1)，モクレン

(1)，ヤマザクラ(1)，ユリノキ(1)，ロウバイ(1) 

通用物 

タマシダ(16)，フジ(4)，タケ(3)，ヤマシダ(3)，アジアンタム(1)，ア

ジサイ(1)，キンメイチク(1)，クジャクシダ(1)，シダ(1)，シホウタケ

(1)，ツルウメモドキ(1)，プテリス(1)，ボダン(1)，ヤダケ(1)，レンギ

ョウ(1) ，オモト(1)，バイカウツギ(1)， 

陸生草物 

キク(31)，二ホンズイセン(20)，オクラレルカ(18)，ユリ(16)，シャガ

(15)，キキョウ(10)，ミヤコワスレ(9)，ナデシコ(7)，ヒオウギ(7)，オ

バナ(5)，カラテア(5)，ケイトウ(4)，ショウブ(4)，アイリス(3)，オミ

ナエシ(3)，スパティフィラム(3)，ホサキシモツケ(3)，アスパラガス

(2)，エビネラン(2)，カゼクサ(2)，キショウブ(2)，シロクジャククサ

(2)，ススキ(2)，スチールグラス(2)，トキワガヤ(2)，バショウ(2)，フ

リージア(2)，ホトトギス(2)，アイアンクロス(1)，アマゾンリリー(1)，

アメリカン・ブルー(1)，ウイキョウ(1)，オイランクサ(1)，オドギリソ

ウ(1)，オニウシノケグサ(1)，カスミソウ(1)，カゼシリグサ(1)，カタ

ナンケ(1)，カラジューム(1)，カンザキアヤメ(1)，キムミズヒキ(1)，

キンセンカ(1)，クサレダマ(1)，グロキシニア(1)，クロボウシ(1)，グ

ロリオーサ(1)，クワズイモ(1)，ゲイラックス(1)，ゲットウ(1)，ゴー

ルデンスティック(1)，サンゴアブラギリ(1)，サンダーソニア(1)，シマ

ススキ(1)，シユウカイドウ(1)，シロクルクマ(1)，スズラン(1)，セイ

バンモロコシ(1)，センノウ(1)，タチアオイ(1)，ツワブキ(1)，ナルコ

ユリ(1)，ハイビスカス(1)，ハクチョウソウ(1)，ヒメノボタン(1)，フ

キ(1)，ブルーサルビア(1)，ベゴニア(1)，ヘリコニア(1)，ヤバネスス

キ(1)，ヤマゴボウ(1)，ルイヨウボタン(1)，ルリタマアザミ(1) 

水生草物 カキツバタ(16)，コウホネ(3)，ハス(3)，ヨシ(3)，シマフトイ(2) 

その他 コケボク(9)，シャレボク(9)，ウメコケボク(1)，ウメボク(1) 

植物名の後ろにある数字は研究対象に該当植物の使用回数 
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５．本章のまとめ 

本章では，池坊立花の表現内容から構成の発展過程，立花に使用される植物の種類を把握，

整理した。 
まず，立花の意味の変遷を概括すると，草創期の立て花は飾り花の性格が強く，江戸時代

に風景表現の性格が強くなり，江戸後期の立花構成の安定とともに風景表現の方法と役枝

の役割が確立したと考えられた。また，近代に立花の構成が固定化され，象徴的な風景表現

が強化された。このように立花が表現する意味は時代とともに変遷していた。 
立花の構成では，室町時代の「しん」と「したくさ」によって構成された立て花は，室町

時代に発展し「真」「副」「真隠」「流の枝」「見越」「前置」「体用」と７つの役枝によ

って構成されるようになった。また，江戸時代にはあしらいが出現し，同初期にあしらいと

されていた「扣」「胴作り」が同中期には役枝の「控枝」「胴」へと昇格し，あしらいの分

化と役枝の発展とともに立花の構成が完成されたと考えられた。近代には役枝の変化は少

なくなり立花の構成が固定化され，現代では近代に形成された基本構成を受け続きながら，

あしらいの使用の減少や，役枝のデフォルメ的変化など，新たな構成方法が現れた。 
構成の完成とともに，立花に用いられる植物が多様化した。立花には常緑針葉樹とりわけ

マツが多く用いられ，次いで落葉広葉樹が用いられていた。しかし，用いられた常緑針葉樹

の種類には多様性はなく，限定された種類の植物が歴史を引き継いで様々な作品に用いら

れていた。立花が確立される以前から，制作目的と植物の状態によって植物の使い分けが行

われ，立花構成の確立以後においては，植物の多様な部位，それらの異なる状態が制作意図

を持って使用されていた。さらに，シャレボク（晒木）など採取直後の生の植物ではない素

材の使用も立花構成の確立以前からみられ，現代に至っていた。 
以上のように，本章では立花の表現内容，立花の構成，立花に使用される植物にみられる

立花の発展過程を整理し，風景表現の変遷を通時的に把握，整理する枠組みを整理した（表

－2－5－1）。 
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表－2－5－1第二章のまとめ 

年代 花伝書/花書 表現内容/制作目的  構成 使用された植物の特徴 

室
町
時
代 

1336-
1573 

花王以来
の花伝書 

1486 

宗教式典と祝
祭行事に飾る 

★★★★ 

 

 

  

住宅環境に飾
る 

★★★ 

感情と心情を
表現する 

★★ 

季節と風景を
表現する 

★ 

池坊専応
口伝 

1523 
宗教式典と祝
祭行事に飾る 

★★★★ 

仙伝抄 1536 

季節と風景を
表現する 

★★ しん,下くさの
上下の二段区
分 

    花材の上中下
段区分 

池坊専応
口伝 

1542 

    役枝名称の出
現：真,副,真
隠,見越,流の
枝,前置,体用 

江
戸
時
代 

初
期 

1603-
1700 

臥雲華書 1630 

季節と風景を
表現する 

★★★★ 役枝：真,副,
副請,真隠,見
越,流枝,前置 

木本植物のマツが一番多く使用
された 

宗教式典と祝
祭行事に飾る 

★★ 胴作が出現(後
に胴へ変更) 

  草本植物のキクが一番多く使
用された 

    扣が出現(後に
控枝へ変更) 

  
  常緑針葉樹の使用回数が

多く、使用された種類が少
ない 

古今立花
大全 

1683 

    立て花を立花
に変更 

  
  

    七つの道具の
確立：心(真),
副,請,正心(正
真),見越,流
枝,前置 

  

    
同種植物の多様な部
位が異なる状態の使
用 

立華正道
集 

1684 
        

      
採取直後ではない
植物素材の使用 

立花全集 1686       
 

              
立華時勢
粧 

1688 
    

 

   
              

中
期 

1700-
1750 

    
    

 

   
        

同一作品に同
種植物の複数
回使用 

後
期 

1750-
1868 

草木上下
位 

1804 

    上中下三段構
成：九つの道
具と小道具の
発展 

  

          
草本高山植
物の使用 

近
代 

1868-
1945 

華の志雄
理 

1904 
季節と風景を
表現する 

★★★★ 役枝：真,副,
受,正真,見越,
流,前置,胴,扣 

  
              

華道読本 1942 

    役枝：真,副,
受,正真,見越,
流枝,前置,胴,
控 

  

              

現
代 

1945- 

池坊立華
研究伝承
と制作 

1978 

季節と風景を
表現する 

★★★★ 役枝：真,副,
請,正真,見越,
流し,前置,胴,
扣 

  

            外 来 植
物 と 園
芸 植 物
の 大 量
使用 

もっとい
けたい立
花 

2010 

感情と心情を
表現する 

★★ 役枝：真,副,
受,正真,見越,
流枝,前置,胴,
控枝 

              

★は重視度を表す 
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「きもの 木物 
花材の分類名称。 
木本花卉，すなわち常盤木や，花木の類のこと。花型の上で，木本と草本とをつかいわ

けるものもあって，この分類が行われる。なお木本の中にはとくに通用物と扱うものも

みえる。」 
32）大井ミノブ（1796）：いけばな辞書：東京堂出版，224 

「つうようもの 通用物 
花材の分類用語。 
①木本で草本でもあるといった兼用する花材。植物学では明確に区別されるが，制作上

の便宜から，どちらにも扱ったもの。木の中にあれば木に，草の中にあれば草とされる。

立花で の扱いであったもので，主に池坊系統で主張される。なんてん，ぼたん，すす

き，しゅろ，たけ，ささ，しだ，はぎ，がんそく，はくちょうげ，きんせんか，きじの

お，しもずけそう，しのぶ，やはずそう，いわなし，いわひば，ひとつば，せんりょう，

えびついばら，つらみずき，みむらさき，おうばい，れんぎょう，れいし，こごめばな，

こめやなぎ，こでまり，こまりばな，庭，その他。池坊系ではとくにぼたん，ふじ，た

けを三通用として珍重する。 
②花材の季節を問わず，年中使われる花材のこと。流派の範囲が広い。いぶき，はらん

(ばらん)，はいびゃくしん，まさき，そなれなど。はなしょうぶ，あし，かいうなどは，

水陸通用物とする。」 
33）大井ミノブ（1796）：いけばな辞書：東京堂出版，117 

「くさもの 草物 
花材の分類名称。 
草本花卉，すなわち草花木の類のこと。花型の上では，木本花卉（常盤木や花木）と草

本花卉とを同時につかうとき，木物を主材とし，草物を従材にあつかう。」 
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１．本章における研究の背景と目的 

前章では，池坊立花の構成要素，構成状況，構成素材及び意味を検討し，立花の役枝とあ

しらいの発生と発展の過程や，立花に使用した植物の種類を把握した。また，立て花から立

花へ発展してきた際に，風景表現の意図が強くなったことを考察し，池坊立花は日本庭園の

ような風景を表現する性格を確認した。 
第一章では，池坊立花に関する既往研究を紹介した。 
池坊の基本理念を確立した花伝書『専応口伝』１)（1523）序文の「只小水尺樹を以て江山

数程の勝概をあらはし，暫時頃剋の間に千変万化の佳興をもよをす」はよく知られているが，

その前は「又庭前に山をつき，垣内に泉を引之，人力をわづらわ（さ）ずして成事を得ず」

の記述がある。すなわち，専応は池坊の花が作庭よりも優れていることを主張した上で，風

景を写し取ることを述べた。また，この記述から，造園の「見立て」に相当する技法の存在

を確認でき，立花と造園の類似性を確認できる。 
日本における作庭の歴史は古く，関連する研究成果は夥しい数にのぼる。たとえば，丹羽

2)（1940）は日本庭園を造園の形式によって分類し，進士 3)（1986）は日本庭園の特質を明

らかにし，飛田 4)（2002）は日本庭園の植栽史をまとめている。また，上原 5)（1926），進

士 6)（1986），周 7)8)（2012，2013）は借景について，稲次 9)（1985）は見えかくれについ

て取り上げて日本庭園の技法を論じている。中でも，重森 10)（1957）は日本庭園について

「自然の風景を何等かの意図によって再現するもの」と述べている。総じて，造園学の領域

において立花との関連を見出そうとした研究成果はみあたらないが，重森の造園の定義を

参照すれば，自然風景を人間の生活に取り入れて空間に表現する点で作庭と立花には共通

点がある。 
以上を概括すると，歴史，文学，建築等の領域において立花に関する研究がみられるもの

の，風景表現に関する知見の蓄積は少ない。また，立花の表現技法について造園学的観点を

取り入れて整理することも可能と思われる。 
そこで本章では，まず，池坊立花における風景表現の技法を明らかにするため，現在に至

るまでの立花における風景認識の変遷について検討した。次に，立花の構成素材である植物

に着目し，立花作品に使用された植物の種類，形態，配置と風景表現の内容の関係性を明ら

かにした上で，立花における各視距離帯別の植物の配置から，江戸時代から現在に至るまで

の風景表現の変遷を考察した。最後に，立花における風景の表現技法に着目し，その内容と

歴史的変遷を把握した上で，造園の用語を援用し，立花の風景表現技法と造園技法との関連

性を明らかにした。 
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２．池坊立花にみる視距離帯による風景認識の変遷 

２－１．立花の構成と風景認識の関係 

池坊立花における風景表現の技法を明らかにするため，江戸時代から現在に至るまでの

立花における風景認識の変遷について検討した。 
風景の認識を把握するための指標としては，可視・不可視，視距離，仰角・俯角などがあ

るが，本研究では，遠景から近景に至る視距離帯を取り上げた。 
視距離 11)とは，視点から視対象までの距離をいい，古くから遠景，中景，近景に分けられ

てきた。景観における視距離の分割の代表は，人間と樹木を標準対象とした視距離の絶対的

な分割法がある（図－3－2－1）。 
この分割法によって，近景域は視点から 340m～460m までの距離であり，樹木 1 本 1 本

の葉，幹，枝ぶりなどの特徴を判別できる。中景域は 340m～460m から 2.1 ㎞～2.8 ㎞の

範囲となり，単独の樹木の特徴の認知が困難になり，代わりに樹冠 6m ないし 8m の樹木群

のテクスチュアが認知しやい。そして中景域より遠い距離は遠景域となり，樹木群のテクス

チュアの代わりに，植生分布の変化や地形のアウトラインがとらえやすくなる。 
一方，本研究で検討する遠景，中景，近景は池坊立花における相対的なものであり，操作

論的な景観工学の数値に対応するものではないが，視距離に応じた風景認識は，絵画等にお

ける風景表現，風景の奥行や均衡の再現においてその重要性が指摘されており，立花の風景

表現においても重要と考えられる。 
そこで本研究では，遠景，中景，近景のそれぞれの視距離帯における風景認識の空間的広

がりや注視状況，連続性について時代による変遷に着目して花形絵（現代では作品写真）の

分析を行った。 
第二章で述べたとおり，立花の構成は江戸初期から江戸中期まで上下 2 段区分であり，

江戸後期になって上中下 3段区分と変化している。 
『仙伝抄』では，立花の前身である立て花について奥後方の役枝で遠景を，手前前方の役

枝で近景を表現していた。江戸初期から江戸中期までの立花はこの記述に従い，奥後方の役

枝で遠景を，手前前方の役枝で近景をそれぞれ表しており，当時の立花は遠景を表現する上

段と近景を表す下段の 2段区分で構成されている。 
池坊立花では風景の写し取りが原則であることを考慮すると，江戸初期と江戸中期の立

花は風景を遠景と近景の 2 区分で認識していたと考えられる（図－3－2－2左）。 
江戸後期，作品の構成は上中下段の 3段に変化する。作品群を分析した知見によれば，上

段が遠景，中段が中景，下段が近景を表すようになり，風景認識においても遠景・中景・近

景の 3 区分になったと考えられる（図－3－2－2右）。 
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図－3－2－1視距離の分割法 

『景観における視距離の分割』篠原修（1971）より作成 

 
 

 
図－3－2－2池坊立花の構成と視距離帯の対応関係 

『新選瓶花図彙』，『新刻瓶花容導集』より作成 
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２－２．花形絵のユニット化を通した立花に表現される視距離帯の把握 

２－２－１．花形絵のユニット化 

前章の結果から，江戸初期から中期までの立花は，後方に立てる役枝によって遠景を，前

方に立てる役枝によって近景を表現していることが読み取れる。また，江戸後期以降の立花

は，上段に属する役枝が遠景，中段に属する役枝が中景，下段に属する役枝が近景を表すこ

とが読み取れる。 
各時代の立花における遠景・中景・近景の視距離帯を分析するため，立花を写実的に写し

た花形絵をユニット化して分析した。ここでは第二章同様に，江戸初期，同中期，同後期，

近世の花形絵と現在の立花写真 376点を研究対象として選定した。 
『専応口伝』（1523）によれば，立花の高さは花器の丈（縦寸法）によって決定される。

そこで，作品が描画される空間を「花器丈（縦）×花器丈（横）の半分」の基準単位を用い

て分割した（図－3－2－3）。 

 

 

 

 

 

 

 

図－3－2－3ユニットの作成 

『池坊専好立花名作集』より作成 
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続いて，各ユニットにおける役枝の分布状況によってユニットの性質を判定した。たとえ

ば，真が分布するユニットは真に分類した（図－3－2－4）。また，1 つのユニットに複数

の役枝が分布する場合は，そのユニットに占める面積が最も多い役枝がユニットの性質を

代表すると判定した。 

 

 

役枝を分類した上で，それぞれの時代の立花の役枝が分布するユニットを遠景，中景，近

景に分類して把握，整理した。 
江戸初期の花形絵 12)については，作品の後方に立てられた役枝群である真，副，見越，請

などを遠景表現に分類し，作品の前方に立てられた役枝群である正真と前置を近景表現に

分類した（図－3－2－5左）。 
江戸中期の花形絵 13)については真，副，見越は作品の後方に立てられた役枝群で，遠景

を表現し，正真，請，前置などは作品の前方に立てる役枝群で近景表現に分類した（図－3
－2－5 中）。 
江戸後期以降の花形絵 14)15)16)については，真，副，見越は上段の役枝群で遠景を表現し，

正真，請，胴は中段の役枝群で中景を表し，前置，控，流枝は下段の役枝群で近景に分類し

た（図－3－2－5右）。 
各時代における立花の役枝と視距離帯の対応関係は図－3－2－6 に示しているように，江

戸時代初期，真，副，見越，請，流枝，控枝は遠景を表現し，正真，胴，前置は近景を表し

た。同中期，近景域は請，流枝，控枝まで拡大し，遠景域は縮小された。同後期から中景が

 

図－3－2－4役枝による各ユニットの性質の判定 

『池坊専好立花名作集』より作成 
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分離され，真，副，見越を遠景，請，正真，胴を中景，前置，流枝，控枝を近景を表現する

ようになり，以降の時代も同様であった。 
 

 

 

 

 

 

図－3－2－5各時代の立花における視距離帯区分 

『池坊専好立花名作集』，『新選瓶花図彙』，『新刻瓶花容導集』より作成 

 

 

図－3－2－6役枝と視距離帯の対応関係図 
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２－２－２．花形絵に表現される視距離帯の分析 

立花の風景認識を把握するため，ユニットごとに役枝を判定し，ユニットが表現する視距

離帯を把握した。具体的には，①遠景，中景，近景を表現するユニットの数を確認し，②各

ユニット内の投影面積の割合を算定する，という二つの作業を行った。 
 

 

① 遠景，中景，近景を表現するユニット数の把握 

各時代における遠景・中景・近景の構成や力点の置き方を把握するために，各景を表現す

るユニット数を計測し，それぞれの時代ごとに平均値および標準偏差を計算して比較した。

ユニット数が多いほど，花形絵に占める各景が大きく表現されており，風景表現において重

視されていたと考えられる（図－3－2－7 ）。 

 

たとえば，江戸時代初期の作品から遠景を表現するユニットを 34個，近景を表現するユ

ニットを 2個，江戸時代中期の作例から遠景を表現するユニットを 11個，近景を表現する

ユニットを 15 個，江戸時代後期の作例から遠景を表現するユニットを 10 個，中景を表現

するユニットを 8個，近景を表現するユニットを 9個確認できる。 
以上のように，すべての花形絵（現在では作品写真）において視距離帯を表現するユニッ

ト数を把握し，その結果を多重比較検定（Tukey-kramer 法）によって時代間の平均値を比

較し，各時代の風景表現領域の面積と分散を確認した（図－3－2－8）。 

 

図－3－2－7各時代の立花における視距離帯の広がりの例示 

『池坊専好立花名作集』，『新選瓶花図彙』，『新刻瓶花容導集』より作成 
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その結果，まず，江戸初期では遠景を表すユニットの広がりが大きく分散も大きかった。 
また，江戸中期には近景を表すユニットの広がりが増加し，花形絵の中に遠景と近景の割

合が同程度になっていた。 
さらに，江戸後期には中景の区分が始まるが，遠景と近景のユニット数の変化から，中景

は遠景からではなく近景から分離したものと考えられた。 
近代には，遠景と近景の表現が減少し，分散も小さかった。 
現代では再び遠景の広がりが大きくなり分散も大きくなっていた。中景と近景は明治時

代より広がりが大きく分散も大きかった。 
全体としては，江戸後期以降，遠景の広がりは中景，近景の割合の合計と同程度の割合を

示した。 
 

 

 

 
＊＊は多重比較検定（Tukey-kramer法）による 1%有意を示す。 

図－3－2－8遠景・中景・近景の広がりの比較 
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②ユニット内の投影面積の分析 

ユニットの数が多いほど，風景表現において重視されると考えられるが，ユニット数が同

じ場合は，ユニット内の投影面積の大きい方が，つまり役枝が多く配置される方がその視距

離帯が重視されていると考えられることから，各景のユニット内の投影面積を分析した。 
前小節①で算出した各視距離帯を表現するユニット数について，時代ごとに平均値に最

も近い作品を抽出し，ユニットの投影面積の割合を分析した。たとえば，江戸初期の 80 作

のうち，遠景を表すユニットの数は 8 から 35個まであり，その平均値の 17.56個に最も近

い 18個の作品は 6 作あった。また，近景を表すユニットの数は 1 から 25個まであり，平

均値の 3.95 個に最も近い 4 個の作品は 25 作あった。同様に，江戸中期の 89 作について

は，遠景を表すユニットの数の平均値 12.97個に最も近い 10 作，近景の平均値 13.36個に

最も近い 21 作を抽出した。江戸後期は，遠景を表すユニット数の平均値 12.86個に対して

9 作，中景を表すユニット数の平均値 5.49個に対して 11 作，近景を表すユニット数の平均

値 6.84個に対して 28 作を抽出した。明治期は，遠景を表すユニット数の平均値 9.43個に

対して 9 作，中景を表すユニット数の平均値 5.15個に対して 4 作，近景を表すユニット数

の平均値 4.90個に対して 28 作を抽出した。現代は，遠景を表すユニット数の平均値 12.49
個に対して 5 作，中景を表すユニット数の平均値 6.12個に対して７作，近景を表すユニッ

ト数の平均値 6.02個に対して 12 作を抽出した。 
以上の抽出した作品の各ユニットを縦方向と横方向にそれぞれ 8 等分し，ユニットごと

に 64個の小ユニットに分割したうえで，各小ユニットにおける役枝の分布の有無を確認し，

ユニットごとに役枝が分布している小ユニットの割合を計算した。さらに，これを①25％未
満，②25％以上 50％未満，③50％以上 75％未満，④75％以上の 4 つに区分し，それぞれ

のユニット数を算出した（図－3－2－9）。 
最後に，時代ごとに 4 つの類に分けられたユニット数の平均値を計算した（表－3－1）。 
全体としては，遠景を表現するユニットの投影面積割合は 25％未満に集中していた。ま

た，25％以上 50％未満のユニット数は時代によって変動し，50％以上 75％未満のユニット

は時代の経過にともなって減少傾向であった。 
中景のユニットにおける投影面積の割合のカテゴリ－ごとの分布は変化が少なかったが，

明治期投影面積割合の 75％以上のユニット数の増加が見られた。 
近景の変化は大きく，江戸初期には投影面積割合の各カテゴリ－に比較的均一に分布し

ていたのに対し，江戸中期には投影面積の割合が低いユニット（25％未満と 25％以上 50％
未満のユニット）が大幅に増え，江戸後期には減少していた。 
また投影面積の割合が大きいユニット（50％以上 75％未満と 75％以上のユニット）は江

戸中期にやや増え，後期から減少し，現代に入って再び増加していた。 
江戸初期の立花では遠景表現に重点が置かれていたと考えられるものの分散が大きかっ

た。江戸中期および後期には遠景を表現する空間的広がりが減少し，明治期にはさらに減少
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して，現代に入ると広がりも分散も大きくなった。しかし，遠景の投影面積の割合はいずれ

の時代においても低かった。 
中景表現は，江戸後期に顕在化し，遠景と近景のみだった風景表現に中景が追加され風景

表現に連続性が見られるようになった。時代別にみると，江戸後期は分散が大きく投影面積

の割合にばらつきが見られた。明治期は，中景の投影面積の割合の増加が顕著だった。現代

では再び，中景を表現するユニット数と投影面積のばらつきが大きくなった。 
近景表現は，江戸初期のユニット数が少なく，投影面積の割合が大きかった。江戸中期に

はユニット数が増加して花形絵に占める空間的広がりが増加した。江戸後期から明治期ま

では広がりが減少し分散は小さく安定化した。江戸中期は投影面積の割合が減少したが，江

戸後期にはその割合の多い作品も現れた。明治期は，全体的に投影面積の割合が低かった。

現代では，広がりが大きくなり，分散は以前の時代よりかなり大きくなった。この時期の投

影面積割合にはばらつきがあり，表現の多様化が見られた。 
 

 

 

 
図－3－2－9ユニット数の平均値を計算 

『新選瓶花図彙』より作成 
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表－3－2－1ユニットの投影面積の比率の時代別変化 

  

 

25%未満 25-50%未満 50-75%未満 75%以上 

江戸初期 

遠景 12.20 3.70  2.20  0.00  

中景 0.00 0.00  0.00  0.00  

近景 0.84 1.08  0.80  1.32  

江戸中期 

遠景 7.30 5.10  0.50  0.00  

中景 0.00 0.00  0.00  0.00  

近景 5.00 4.70  1.50  1.90  

江戸後期 

遠景 6.80 5.90  0.20  0.00  

中景 1.40 2.10  0.90  0.60  

近景 2.20 3.00  0.75  1.00  

近代 

遠景 6.50 4.30  0.38  0.00  

中景 1.30 1.50  0.30  2.00  

近景 2.60 2.40  0.00  0.00  

現代 

遠景 7.80 3.80  0.40  0.00  

中景 1.90 1.70  1.10  2.10  

近景 2.50 3.30  0.25  0.00  
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２－３．立花にみる視距離帯に関する風景認識の変遷 

ここでは，室町時代から明治時代にかけての花伝書と花書をもとに，江戸期以降から現代

までの変遷に着目して，池坊の立花からみた視距離帯に関する風景認識について考察する。 
江戸初期と中期では，立花の役枝の前後の配置によって遠景と近景が表現された。江戸初

期の風景表現では遠景に重点が置かれていたと考えられるが，遠景，近景ともに空間に占め

る割合の分散が大きく，風景認識が安定したものではなかったと考えられる。また，『専応

口伝』（1523）によれば「江山數程の勝槩」によって広い遠景域を想像させつつ，「野山水

辺おのづからなる姿」によって目で見える近景域が表現され，遠景と近景とが表現されてい

ることが読み取れる。さらに，『臥龍華書』の見越に関する記述からは，遠景への認識と，

役枝による視距離を表現する意識が読み取れた。また，「真は，峯の松，岡松の心，その時

により，下段の松の遣ひ様，峯嶋岡の心をうつして，用ふべし。」と，真と下段の役枝を連

携させて峯や岡の形式を表現からことが読み取れた。これらの花伝書からは概論的な風景

認識しか読み取れなかったことを踏まえると，江戸初期から中期にかけては風景表現の模

索期と考えられ，風景認識に関しても固定的ではなかったと考えられる。江戸中期に近づい

た頃の花書『立華正道集』では「江山千里」の遠景表現と「四季の変化木草の出生」の近景

表現，「だんのつつじ」では山と花を写す遠景と近景の表現を読み取れる。他方，「立花十

体」では「野澤体（野原の風景の表現）」「池中体（水景）」「山頭有草体（山のてっぺん

に草本植物が生えている景色）」「山下有竹体（山麓に竹林が生えている景色）」において

近景を意識した風景表現を把握でき，近景の奥行きが深い。役枝の変化によって近景の表現

技法がより広がったことをあわせ考えると，この時期の風景認識の重点は近景へ移行した

と考えられる。同時に，この時期，遠景の広がりに関する分散が小さくなることから，遠景

に対する認識が安定した可能性を指摘できる。 
江戸後期には，中景の分離，強化により風景認識の連続性と風景表現の連続性が促進され

たことが考えられる。また，江戸中期から後期にかけては，この時期の花書に風景表現の分

類など具体的な風景描写が見られるようになっており，風景表現の発展期と考えられる。 
近代は，中景表現を重視する傾向が見られ，風景の連続性に対する認識が強化されたこと

が考えられる。この時期には，立花の各役枝によって遠い山から近い集落までそれぞれの風

景表現が詳細に規定され，風景表現の成熟期と考えられるが，一方で表現がパタ－ン化され，

固定化された点を指摘できる。 
現代は，花形絵の遠景，中景，近景が空間的に広がり，分散も大きかったことから，この

時期は明治期に固定化された表現パタ－ンを打破し，新たな風景認識が芽生えた時期と考

えられる。 
総括すると，池坊の立花は，単に植物そのものの表現のみならず，立花によって自然風景

を表現していた。村上ら 17)は立花が「遠山の景色」を象ると論じたが，本研究を通して，立

花の風景表現においては遠景から中景，近景まで，重層的な空間スケ－ルで風景が認識され

ていることが示された。 
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３．池坊立花に使用した植物にみる風景表現の特徴と変遷 

３－１．立花における植物の配置の特徴 

本節では，前節で紹介した植物が各時代の立花にどのように配置されていたのかを検討

し，各花形絵（現代では作品写真）を参照し，それぞれの立花の役枝とあしらいに配置され

る植物を把握した。 
 

３－１－１．真に使用される植物の分布の特徴 

立花作品における真は他の役枝の配置，作品の表現

内容を規定するため最重要の役枝である（図―3－3－
1）。 
真に用いられた植物を一覧表に整理した結果（表－3

－3－1），各時代において常緑針葉樹の割合は最も多

く，江戸初期でその割合は最も大きいが，現代では低か

った。用いられた植物の種類ごとにみると，マツはすべ

ての時代において上位に位置していた。近代では真に

用いられる針葉樹の種類が最も多かった。常緑針葉樹

に次いで多く用いられる植物は落葉広葉樹であり，江

戸初期に使用される樹種のうち，現代まで継続して使

われてきた植物はヤナギ，ウメだった。一方，江戸後期

のスイリュウヒバ，ギョリュウ，近代のビワはその時代

にのみ使用されていた。用いられる植物の多様性は現

代で最も大きかった。各時代の通用物はタケ，ナンテン

に集中し，陸生草本の種類は現代において増加してい

た。 
また，江戸中期からは，2種類以上の植物を組み合わ

せて真を構成する作品が現れていた（表－3－3－1 その

他，図－3－3－2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－3－3－1立花の真の配置

区域 

『もっと生けたい立花』より

作成 

 

図－3－3－2種以上の植物構

成した真 

『新刻瓶花容導集』より 
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表－3－3－1各時代の真に使用された植物 

時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

マツ(51)，ヒノ
キ(4)，スギ(2) 

マツ(50)，ヒノ
キ(2) 

マツ(49)，ヒノ
キ(3)，スイリュ
ウヒバ(4)，イブ
キ(2) 

マツ(19)，ヒ
ノキ(2)，イブ
キ(2)，ツガ
(2)，イヌマキ
(1)，エンコウ
スギ(1) 

マツ(20)，チャ
ボヒバ(3)，ヒノ
キ(1)，ゴヨウマ
ツ(1)，ヨロイヒ
バ(1) 

  57/80 52/89 58/87 27/42 26/69 
常
緑
広
葉
樹 
 
落
葉
広
葉
樹 

ウメ(6)，シダレ
ヤナギ(3)，モモ
(1)，モミジ
(1)，サクラ(1) 

ウメ(4)，ウメモ
ドキ(3)，シダレ
ヤナギ(1)，モモ
(1)，カシワ
(1)，モミジ(1) 

ウメ(6)，シダレ
ヤナギ(3)，ツツ
ジ(1)，ウメモド
キ(1)，ギョリュ
ウ(1)，カシワ
(1) 

ウメ(2)，シダ
レヤナギ(2)，
ビワ(1)，モモ
(1)，ウメモド
キ(1)，モミジ
(1) 

モミジ(5)，シダ
レヤナギ(3)，ウ
メモドキ(2)，セ
イヨウナンテン
(1)，サクラ(1)，
オウバイ(1)，ト
チノキ(1)，ホオ
(1)，コシアブラ
(1)，オオヤマレ
ンゲ(1)，シダレ
サクラ(1)，ユリ
ノキ(1) 

  12/80 11/89 13/87 8/42 19/69 
通
用
物 
タケ(2) タケ(5)，ナンテ

ン(5) 
タケ(4)，ナンテ
ン(1) タケ(1) 

タケ(2)，フジ
(1)，シホウタケ
(1)，ツルウメモ
ドキ(1) 

  2/80 10/89 5/87 1/42 5/69 

陸
生
草
物 

ニホンズイセン
(3)，ケイトウ
(2)，ワスレグサ
(1)，キク(1)，
ススキ(1) 

ニホンズイセン
(2)，ススキ
(1)，キク(1)，
ケイトウ(1) 

キク(1)，ススキ
(1)，キビ(1) ススキ(1) 

オクラレルカ
(3)，ニホンズイ
セン(2)，ヤマユ
リ(2)，キク(2)，
ススキ(1)，ヤバ
ネススキ(1)，ク
ワズイモ(1)，カ
ラジューム(1) 

  8/80 5/89 3/87 1/42 13/69 
水
生
草
物 
ハス(1) ヨシ(5)，ハス

(2) 

カキツバタ
(1)，ガマ(1)，
ハス(1)，ヨシ
(1) 

カキツバタ(1) ハス(2)，ヨシ
(1) 

  1/80 7/89 4/87 1/42 3/69 

そ
の
他 

 

ヤナギ，シャレ
ボク(1)，ウ
メ，コケボク
(1)，マツ，フ
ジ，コケボク
(1)，カキツバ
タ，アシ(1) 

フジ，マツ，コ
ケボク(2)，ヤ
ナギ，シャレボ
ク(1)，マツ，
ヒノキ(1)，フ
ジ，マツ(1) 

マツ，ヒノキ
(1)，シャレボ
ク，ヒノキ
(1)，シャレボ
ク，イブキ
(1)，シャレボ
ク，ナンテン
(1) 

モミジ，シャレ
ボク(1)，ハ
ス，カスミソウ
(1)，ツワブ
キ，ハクチョウ
ゲ(1) 

   4/89 5/87 4/42 3/69 
注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された真 
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３－１－２．正真に使用された植物の分布特徴 

正真は立花の中心線に位置し，立花の中心を示す役

枝である。 
江戸時代の立花の正真にはマツをはじめ，常緑針葉

樹が一番多く使用され，続いて草本植物が多く使用さ

れていた。近代の立花の正真では，常緑針葉樹と草本植

物の使用回数が逆転し，とくに水生植物の使用率は 5 つ

の時代において最も多かった。現代では，常緑針葉樹と

草本植物の使用回数がほぼ同じであり，常緑針葉樹は

マツが使用されたのに対して，草本植物の種類は 5 つ

の時代の中で最も多かった。 
5 つの時代において，使用された常緑針葉樹の種類は

マツ，ビャクシン，イブキ，ツガと限られており，使用

した広葉樹，通用物，水生植物の種類も少なかった。 
また，江戸時代初期と同後期にコケボクの使用を確

認できた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－3－3－3正真の配置区域 

『もっと生けたい立花』より

作成 
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表－3－3－2各時代の正真に使用された植物 

時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

マツ(46)，ビャ
クシン(1) 

マツ(32) 
マツ(29)イブキ
(5)，ツガ(1) 

マツ(4)，イブ
キ(1) 

マツ(33) 

  47/80 32/89 35/87 5/42 33/69 
常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

ウメ(5)，ビワ
(1)，クヌギ
(1)，モモ(1) 

ウメ(3)，カシ
ワ(1) 

ウメ(3)，カナ
メモチ(2)，カ
モメモチ(2)，
ウメモドキ
(1)，モモ(1) 

ツゲ(1)，モモ
(1)，モクレン
(1)，ウメモド
キ(1)，モミジ
(1)，モチノキ
(1) 

ウメモドキ
(2)，モミジ(1) 

  8/80 4/89 9/87 6/42 3/69 
通
用
物 
タケ(1) 

タケ(4)，ナン
テン(2) 

タケ(2) タケ(1)   

  1/80 6/89 2/87 1/42   

陸
生
草
物 

キク(3) ，ニホ
ンズイセン
(3)，シャガ
(2)，シャクヤ
ク(2)，ワスレ
グサ(1)，ヒオ
ウギ(1)，ケイ
トウ(1)，アヤ
メ(1)，キキョ
ウ(1)，コマユ
リ(1)，タチア
オイ(1) 

ニホンズイセン
(11)，キク
(8)，センノウ
ゲ(7)，シャク
ヤク(5)，ケイ
トウ(3)，タチ
アオイ(2)，ワ
スレグサ(1) 

ニホンズイセン
(13)，キク
(8)，ケイトウ
(5)，センノウ
ゲ(4)，シャク
ヤク(3)，ダン
ドク (1) 

ニホンズイセ
ン(9)，キク
(8)，センノウ
ゲ(1)，シャク
ヤク(1) 

ニホンズイセン
(5)，ケイトウ
(4)，ショウブ
(3)，スパティ
フィラム(2)，
エビネラン
(2)，オクラレ
ルカ(1)，タチ
アオイ(1)，キ
キョウ(1)，ア
イリス(1)，キ
ク(1)，キムミ
ズヒキ(1)，セ
ンノウゲ(1)，
ホザキシモツケ
(1)，ゴールデ
ンスティック 
(1)，ブルーサ
ルビア (1)，ヘ
リコニア (1) 

  17/80 37/89 34/87 19/42 27/69 
水
生
草
物 

カキツバタ
(2)，ハス(1) 

ヨシ(6)，カキ
ツバタ(2)，ハ
ス(2) 

カキツバタ
(5)，ハス(1)，
ヨシ(1) 

カキツバタ
(10)，ヨシ(1) 

カキツバタ
(4)，ヨシ(1)，
ハス(1) 

  3/80 10/89 7/87 11/42 6/69 
そ
の
他 

コケボク(4)，
コケムス(1) 

  コケボク(1)     

  5/80   1/87     

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された正真 
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３－１－３．副及び副のあしらいに使用された植物の分布特徴 

副は真の下方に位置し，真の動きに添うように立てら

れる役枝である。江戸時代初期から，副は真とともに，

遠景を表現していた。 
副のあしらいは，副の下方に位置する副下，副と真の

間に位置する副内，真と正真の間に位置する内副の三つ

である。 
 江戸時代初期，副に使用された植物は広葉樹が最も多

く，続いて陸生草本植物と通用物が多く使われていた。

これらの植物は季節によって花が咲き，さまざまな色と

テクスチェアを呈し，マツなど常緑針葉樹が多く使用さ

れた真とのコントラスト効果を創造でき，以降の時代に

おいても同じ傾向がみられた。特に現代では，使用され

た陸生植物の種類が非常に多かった。 
 副のあしらいでは，副下が一番多く使用されていた。

使用された植物の種類では，常緑針葉樹，広葉樹，陸生

草本の使用回数が多く，通用物，水生植物，コケボクなど採取直後ではないものの使用回数

が少なかった。 
副内は江戸時代中期と現代によく使用されたが，近代において確認できた。 
また，内副は江戸時代中期から現れ，現代まで使用されたあしらいであった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－3－3－4副とあしらいの

配置区域 

『もっと生けたい立花』より

作成 
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表－3－3－3各時代の副に使用された植物 

時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

ヒノキ(4)，マ
ツ(1)，スギ(1) 

ヒノキ(8)，マ
ツ(4) 

マツ(20)，ヒノ
キ(6)，ヒノキ
(1)，スイリュ
ウヒバ(1) 

マツ(15)，ツ
ガ(1) 

ヒノキ(5)，マ
ツ(4)，ヒノキ
(1)，チャボヒ
バ(1) 

  6/80 12/89 28/87 16/42 11/69 

常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

シダレヤナギ
(13) ，ウメ
(12)，ビワ
(7)，カワヤナ
ギ(2)，ネジキ
(1)，カシワ
(1)，ミズキ
(1)，ネコヤナ
ギ(1)，モモ
(1)，ハクモク
レン(1)，コデ
マリ(1)，ウス
ノ木(1)，ナツ
ハゼ(1)，モミ
ジ(1)，ヌルデ
(1)，サクラ(1) 

ウメ(14)，ウメ
モドキ(6)，シ
ダレヤナギ
(2)，モモ(1)，
オウバイ(1)，
カシワ(1)，モ
ミジ(1) 

ウメ(14)，ウメ
モドキ(9)，シ
ダレヤナギ
(3)，モチノキ
(2)，モモ(2)，
ムラサキシキブ
(1) 

ウメ(6)，モモ
(6)，ウメモド
キ(4)，モチノ
キ(2)，モミジ
(1)，ネコヤナ
ギ(1)，コデマ
リ(1) 

ビワ(5)，シダ
レヤナギ(3)，
モミジ(2)，ウ
メ(3)，ボケ
(2)，ビワ(1)，
ウメモドキ
(1)，モクレン
(1)，トチノキ
(1)，シダレヤ
ナギ(1)，キン
シバイ(1)，ツ
ツジ(1) 

  46/80 26/89 31/87 21/42 22/69 

通
用
物 

フジ(5)，フジ
(2)，ヤマブキ
(1) 

ナンテン(5)，
フジ(5)，タケ
(4) 

フジ(3)，タケ
(2)，ナンテン
(2)，エニシダ
(2)，ヤマブキ
(1) 

タケ(1) 
フジ(4)，タケ
(1) 

  8/80 14/89 10/87 1/42 5/69 

陸
生
草
物 

ススキ(6)，ニ
ホンズイセン
(3)，ヒオウギ
(3)，キク(2)，
ススキ(2)，シ
ャガ(1)，ケイ
トウ(1) 

ススキ(17)，キ
ク(9)，ニホン
ズイセン(2)，
ススキ(2)，シ
ャクヤク(1)，
オガルカヤ(1) 

キク(6)，スス
キ(2)，シャク
ヤク(2) 

キク(1) 

オクラレルカ
(5)，ススキ
(5)，ニホンズ
イセン(3)，キ
キョウ(1)，ヤ
バネススキ
(1)，キク(1)，
バイカウツギ 
(1)，グロリオ
ーサ(1)，アス
パラガス(1)，
ホザキシモツケ
(1)，キショウ
ブ(1)，ササユ
リ(1) 

  18/80 32/89 10/87 1/42 22/69 
水
生
草
物 

カキツバタ(1) 
カキツバタ
(3)，ヨシ(1)，
ハス(1) 

カキツバタ
(5)，ヨシ(2)，
ガマ(1) 

カキツバタ
(2)，ヨシ(1) 

カキツバタ
(3)，シマフト
イ(1) 

  1/80 5/89 8/87 3/42 4/69 
そ
の
他 

    コケボク(1)   シャレボク(2) 

      1/87   2/69 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された副 
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表－3－3－4各時代の副下に使用された植物 

時
代 
江⼾初期(作品
数：80) 

江⼾中期(作品
数：89) 

江⼾後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉

樹 

ヒノキ(14)，マ
ツ(2)，イブキ
(2) 

ヒノキ(32)，マ
ツ(2) 

マツ(21)，ヒノ
キ(21)，ツガ
(2)，イブキ(1) 

ヒノキ(20)，
マツ(3)，ツガ
(2) 

マツ(4)，ヒノ
キ(2) 

  18/80 34/89 45/87 25/42 6/69 

常
緑
広

葉
樹 
落
葉
広
葉

樹 

ビワ(14)，カシ
ワ(2)，ウメ
(1)，シャシャ
ンボ(1)，ツツ
ジ(1) 

ビワ(19)，ウメ
(3)，カシワ
(3)，モモ(1)，
ウメモドキ
(1)，モミジ(1) 

ビワ(38)，サン
シュユ(5)，ウ

メ(4)，カシワ
(3)，ツツジ
(3)，ネコヤナ
ギ(2)，ウメモ
ドキ(2)，モモ
(1)，カモメモ

チ？(1) 

ビワ(23)，サ
ンシュユ(4)，

ウメモドキ
(2)，ネコヤナ
ギ(2)，ウメ
(1)，モミジ
(1)，モチノキ
(1) 

ビワ(16)，シャ
クナゲ(1)，シ
モツケ(1)，シ
ラタマハギ(1) 

  19/80 28/89 59/87 34/42 19/69 

通
用
物 

ボダン(1)，フ
ジ(1) 

  レンギョウ(1) レンギョウ(1) タケ(1) 

  2/80   1/87 1/42 1/69 

陸
生
草
物 

ニホンズイセン

(7)，キク(5)，
シャガ(2)，シ
ャクヤク(2)，
ヒオウギ(1) 

オガルカヤ
(5)，キク(4)，

ニホンズイセン
(4)，シャクヤ
ク(2)，タチア
オイ(1)，ユリ
(1) 

キク(13)，ニホ
ンズイセン

(7)，ヒオウギ
(3)，シャガ
(1)，ユリ(1)，
シャクヤク
(1)，イチハツ
(1) 

キク(8)，ヒオ
ウギ(1)，スス
キ(1) 

ニホンズイセン
(2)，オクラレ
ルカ(2)，キキ
ョウ(2)，キク

(2)，スチール
グラス(2)，シ
ャガ(1)，ユリ
(1)，カスミソ
ウ(1)，ススキ
(1)，シロクジ

ャククサ(1) 

  17/80 17/89 27/87 10/42 15/69 

水
生
草

物 

  
ハス(2)，カキ
ツバタ(1) 

カキツバタ
(5)，ハス(1) 

カキツバタ(4) 
カキツバタ
(2)，ハス(1) 

    3/89 6/87 4/42 3/69 

そ
の
他 
コケボク(1) コケボク(1) 

マツカサ(1)，
シャレボク(1) 

マツカサ(2) 
シャレボク
(1)，コケボク
(1) 

  1/80 1/89 2/87 2/42 2/69 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された副下 
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表－3－3－5各時代の副内に使用された植物 

時
代 
江⼾初期(作品
数：80) 

江⼾中期(作品
数：89) 

江⼾後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針

葉
樹 

ヒノキ(2) ヒノキ(4) ヒノキ(1)   ヒノキ(2) 

  2/80 4/89 1/87   2/69 

常
緑

広
葉
樹 
落
葉
広

葉
樹 

ビワ(5)，シャ
シャンボ(2) 

ウメモドキ
(3)，ウメ(2)，
ビワ(1)，ハナ
カイドウ(1) 

ネコヤナギ(1)   ウメ(1) 

  7/80 7/89 1/87   1/69 

通
用

物 

  
ヤマブキ(1)，
タケ(1) 

      

    2/89       

陸
生

草
物 

シャガ(2)，ニ
ホンズイセン

(2)，ヒオウギ
(1)，キク(1) 

ニホンズイセン
(4)，シャクヤ
ク(1)，ワスレ

グサ(1)，キキ
ョウ(1)，オガ
ルカヤ(1) 

    

シャガ(2)，ニ
ホンズイセン
(1)，ショウブ

(1)，オミナエ
シ(1)，キク
(1)，スチール
グラス(1) 

  6/80 8/89     7/69 

水
生
草
物 

  
カキツバタ
(5)，ヨシ(3) 

      

    8/89       

そ
の
他 

  シャレボク(1) コケボク(1)   シャレボク(1) 

    1/89 1/87   1/69 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された副内 
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表－3－3－6各時代の内副に使用された植物 

時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

  マツ(1) 

ヒノキ(19)，マ
ツ(5)，イブキ
(2)，ラカンマ
キ(1) 

ヒノキ(17)，
ツガ(3)，ヒノ
キ(1) 

マツ(1) 

    1/89 27/87 21/42 1/69 

常
緑
広
葉

樹 
落
葉
広
葉
樹 

  

ウメ(3)，ウメ

モドキ(2)，ネ
コヤナギ(1) 

ネコヤナギ
(7)，ウメ(5)，
サンシュユ

(4)，ビワ(3)，
ウメモドキ
(2)，モチノキ
(1)，モモ(1)，
ツツジ(1) 

ウメ(1)，ウメ

モドキ(1)，モ
ミジ(1) 

ボケ(1) 

    6/69 24/87 3/42 1/69 

通
用
物 

  フジ(2)     レンギョウ(1) 

    2/69     1/69 

陸
生
草
物 

  
ニホンズイセン
(3) 

キク(2)   

オクラレルカ
(1)，カゼクサ
(1)，キショウ
ブ(1) 

    3/69 2/87   3/69 

水
生
草
物 

  
ヨシ(2)，カキ
ツバタ(1) 

カキツバタ(7) カキツバタ(1) ヨシ(1) 

    3/69 7/87 1/42 1/69 

そ
の
他 

  シャレボク(1) マツカサ(1)   シャレボク(1) 

    1/69 1/87   1/69 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された内副 
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３－１－４．請及び請のあしらいに使用された植物の分布特徴 

請は真と副の動きを受け止める役枝であり，江戸時

代初期では遠景，同中期には近景，同後期及び近代，現

代では中景を表現していた。 
 請のあしらいは主に請内と請下があり，請がデフォ

ルメ的変化を遂げた際，請座というあしらいが用いら

れていた。 
 まず，江戸時代初期は，請に広葉樹が最も多く使用さ

れ，同中期から常緑針葉樹の使用回数が増加した。ま

た，現代では，陸生草本植物が最も多く使用され，次い

で広葉樹が多く使用されていた。江戸時代初期に請に

使用した植物には多様性があり，同中期から近代にか

けて使用する植物の種類が減少したが，現代では再び

多様性がみられるようになった。 
 5 つの時代において請座を確認できたが，請座に使用

された植物の種類は少なかった。また，請内と請下は江

戸時代初期から使用され始め，同中期から使用回数と使用される植物の種類が増えた。請内

に使用される回数が最も多かった植物のは広葉樹であるのに対して，請下には常緑針葉樹

が最も多く使用されていた。 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－3－3－5請とあしらいの

配置区域 

『もっと生けたい立花』より

作成 
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表－3－3－7各時代の請に使用された植物 

時
代 
江⼾初期(作品
数：80) 

江⼾中期(作品
数：89) 

江⼾後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

マツ(7)，ヒノ
キ(3) 

マツ(29)，ヒノ
キ(4)，イブキ
(1) 

マツ(36)，イブ
キ(4)，ヒノキ
(3)，ツガ(1) 

マツ(21)，ヒ
ノキ(1)，イブ
キ(1)，ツガ
(1) 

マツ(7)，チャ
ボヒバ(3)，ヒ
ノキ(1) 

  10/80 34/89 44/87 25/42 11/69 

常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

ウメ(23)，シダ
レヤナギ(6)，
ビワ(4)，コデ
マリ(2)，ナツ
ハゼ(2)，ツツ
ジ(2)，カシワ
(1)，コガシワ
(1)，ウメモド
キ(1)，モミジ
(1)，モモ(1)，
ニワウメ(1) 

ウメ(7)，ウメ
モドキ(6)，カ
シワ(4)，モモ
(1)，シダレヤ
ナギ(1)，ナツ
ハゼ(1)，ハナ
カイドウ(1)，
ツツジ(1) 

ウメ(8)，ウメ
モドキ(3)，シ
ダレヤナギ
(2)，ツツジ
(2)，モモ(1) 

ウメ(3)，ウメ
モドキ(3)，モ
モ(2) 

ウメモドキ
(7)，モミジ
(5)，ビワ(1)，
シダレヤナギ
(1)，シモツケ
(1)，ウメ(1)，
ボケ(1)，サク
ラ(1)，オウバ
イ (1)，シダレ
サクラ(1) 

  45/80 22/89 16/87 8/42 20/69 
通
用
物 

タケ(5)，フジ
(3)，フジ(1) 

タケ(9)，ナン
テン(2)，フジ
(2) 

タケ(13) 
タケ(4)，ナン
テン(1) 

  

  9/80 13/89 13/87 5/42   

陸
生
草
物 

ススキ(4)，ニ
ホンズイセン
(2)，シャクヤ
ク(2)，シャガ
(1)，キク(1)，
ススキ(1) 

キク(6)，ニホ
ンズイセン
(2)，シャクヤ
ク(2)，ユリ
(2)，ススキ(1) 

キク(6) ススキ(1) 

オクラレルカ
(6)，ニホンズ
イセン(3)，ユ
リ(3)，キキョ
ウ(3)，キク
(2)，ススキ
(2)，シャガ
(1)，ススキ
(1)，グロリオ
ーサ(1)，カゼ
クサ(1)，オニ
ウシノケぐサ 
(1)，スチール
グラス(1)，サ
ンダーソニア 
(1)，ゴールデ
ンスティック 
(1)，ササユリ
(1)，セイバン
モロコシ(1) 

  11/80 13/89 6/87 1/42 29/69 
水
生
草
物 

ハス(1) 
ヨシ(2)，カキ
ツバタ(1)，ハ
ス(1) 

カキツバタ
(1)，ハス(1) 

カキツバタ(3) 
ハス(2)，ヨシ
(1)，カキツバ
タ(1) 

  1/80 4/89 2/87 3/42 4/69 
そ
の
他 
シャレボク(1) コケボク(3) 

コケボク(5)，
シャレボク(2) 

シャレボク(1) 
コケボク(5) ，
シャレボク(3)  

  1/80 3/89 7/87 1/42 8/69 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された請 
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表－3－3－8各時代の請座に使用された植物 

時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

ヒノキ(1)，イ
ブキ(1) 

  
マツ(5)，イブ
キ(1) 

マツ(1)，イブ
キ(1)，イヌマ
キ(1) 

  

  2/80   6/87 3/42   

常
緑
広
葉
樹 

落
葉
広
葉
樹 

ウメ(2)，ツツ

ジ(1) 

ウメ(5)，ビワ

(2) 

ウメ(4)，ウメ
モドキ(1)，モ

モ(1) 

ウメモドキ
(2)，モチノキ

(1) 

  

  3/80 7/89 6/87 3/42   

通
用
物 

          

            

陸
生
草
物 

  キク(1) 3/87   

ニホンズイセン
(2)，オクラレ
ルカ(1)，キキ
ョウ(1)，スス
キ(1) 

    1/89     5/69 

水
生
草
物 

  カキツバタ(1) カキツバタ(2)     

    1/89 2/87     

そ
の
他 

  コケボク(1)     コケボク(1) 

    1/89     1/69 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された請座 
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表－3－3－9各時代の請内に使用された植物 

時
代 
江⼾初期(作品
数：80) 

江⼾中期(作品
数：89) 

江⼾後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

ビャクシン
(1)，ヒノキ
(1)，イブキ(1) 

ヒノキ(10)，マ
ツ(3) 

マツ(10)，ヒノ
キ(8)，イブキ
(1)，ツガ(1) 

マツ(5)，ヒノ
キ(3) 

ヒノキ(2)，マ
ツ(1) 

  3/80 13/89 20/87 8/42 3/69 
常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

ウメ(2)，ビワ
(1)，カナメモ
チ(1)，カシワ
(1) 

ウメ(9)，カナ
メモチ(3)，ウ
メモドキ(3)，
ネコヤナギ
(2)，ツツジ
(2)，ビワ(1)，
モモ(1)，カシ
ワ(1) 

ウメ(5)，ビワ
(2)，ウメモド
キ(2)，ツツジ
(2)，モチノキ
(1)，モモ(1)，
サンシュユ
(1)，カシワ(1) 

ウメ(7)，モモ
(5)，ウメモド
キ(2)，ビワ
(1)，モミジ
(1)，モチノキ
(1)，ザクロ
(1)，ツツジ
(1) 

シラタマハギ
(1) 

  5/80 22/89 15/87 19/42 1/69 
通
用
物 
コシダ(1)         

  1/80         

陸
生
草
物 

キク(1) 

キク(4)，スス
キ(1)，ヒオウ
ギ(1)，ヒメユ
リ(1) 

キク(9)，ニホ
ンズイセン
(7)，シャガ
(2)，カンザキ
アヤメ(2)，イ
チハツ(1) 

キク(2)，スス
キ(1) 

ニホンズイセン
(6)，キク(3)，
キキョウ(2)，
ショウブ(1)，
オクラレルカ
(1)，アイリス
(1) 

  1/80 7/89 21/87 3/42 14/69 
水
生
草
物 

  ハス(1) 
カキツバタ
(3)，ヨシ(1) 

カキツバタ(3) カキツバタ(4) 

    1/89 4/87 3/42 4/69 

そ
の
他 
コケボク(1) 

コケボク(2)，
シャレボク
(1)，マツカサ
(1) 

マツカサ(3)，
コケボク(2)，
シャレボク(1) 

シャレボク
(1)，マツカサ
(1) 

シャレボク
(1)，コケボク
(1) 

  1/80 4/89 6/87 2/42 2/69 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された請内 
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表－3－3－10各時代の請下に使用された植物 

時
代 
江⼾初期(作品
数：80) 

江⼾中期(作品
数：89) 

江⼾後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

ヒノキ(9)，マ
ツ(3)，ビャク
シン(1) 

ヒノキ(28)，マ
ツ(3) 

ヒノキ(25)，マ
ツ(12)，イブキ
(3) 

ヒノキ(14)，
ツガ(1) 

ヒノキ(5)，マ
ツ(2) 

  13/80 31/89 40/87 15/42 7/69 
常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

ビワ(7)，ウメ
(2)，カシワ(1) 

ビワ(8)，カナ
メモチ(2)，ウ
メモドキ(1)，
ネコヤナギ
(1)，カシワ
(1)，モミジ
(1)，ツツジ(1) 

ビワ(7)，サン
シュユ(6)，ネ
コヤナギ(5)，
ウメ(3)，ウメ
モドキ(3)，モ
チノキ(2)，カ
ナメモチ(1)，
モクレン(1)，
ツツジ(1) 

サンシュユ
(5)，ビワ
(1)，ウメ
(1)，モモ
(1)，ウメモド
キ(1) 

ビワ(5)，ナツ
ハゼ(2)，ウメ
(2)，トリトマ
ラズ(1)，スモ
ークツリー
(1)，ホオ(1)，
コシアブラ(1) 

  10/80 15/89 29/87 9/42 13/69 
通
用
物 

  
フジ(2)，ナン
テン(1) 

  レンギョウ(1) タマシダ(1) 

    3/89   1/42 1/69 

陸
生
草
物 

シャガ(4)，ニ
ホンズイセン
(2)，シャクヤ
ク(1)，キク(1) 

キク(2)，オガ
ルカヤ(2)，ス
スキ(1)，シャ
クヤク(1) 

キク(3)，カン
ザキアヤメ
(3)，ニホンズ
イセン(2)，キ
キョウ(2)，シ
ャガ(1)，ヒオ
ウギ(1)，イチ
ハツ(1) 

キク(1) 
ススキ(1)，バ
ショウ(1) 

  8/80 6/89 13/87 1/42 2/69 
水
生
草
物 

  
カキツバタ
(1)，ヨシ(1) 

カキツバタ(8)   ハス(1) 

    2/89 8/87   1/69 
そ
の
他 

    コケボク(1) マツカサ(2)   

      1/87 2/42   

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された請下 
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３－１－５．控枝及び控枝のあしらいに使用された植物の分布特徴 

控枝は江戸時代後期に役枝に加えられたが，江戸

時代初期からあしらいとして使用されていた。 
控枝は副の下方に配置され，控枝のあしらいは，

その上に位置する控枝内とその下に位置する控枝

下がある。 
まだ役枝になってない江戸時代初期では，控枝に

一番多く使用されたのは広葉樹であり，続いては陸

生草本植物が多く使用された。同中期では，陸生草

本植物の使用が一番多く確認でき，2種類以上の植

物で構成される控枝も多数であった。 
江戸時代後期，役枝になった控枝に常緑針葉樹が

一番多く使用されるようになった。現在の立花の控

枝では，針葉樹より陸生草本植物が多く使用され

た。 
 江戸時代初期の控枝内では，針葉樹と広葉樹の使

用が確認できた。同中期では，広葉樹の使用が確認できず，代わりに陸生草本植物が多く使

用された。同後期及び近代では，2種類以上の植物に構成された控枝内が多く使用され，近

代では，控枝内の使用回数が激減した。 
 江戸時代中期から控枝下の使用が確認できたが，使用された植物は陸生草本植物に集中

した。同後期に控枝下の使用が一番多く，針葉樹，広葉樹，通用物，草本植物及び 2種類以

上の植物で構成されたものが確認できた一方，近代と現代においては，控枝下の使用回数が

少なかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－3－3－6控枝とあしらいの配

置区域 

『もっと生けたい立花』より作成 
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表－3－3－11各時代の控枝に使用された植物 

時
代 
江⼾初期(作品数：
80) 

江⼾中期(作品数：
89) 

江⼾後期(作品数：
87) 

近代(作品数：
42) 現代(作品数：69) 

常
緑
針
葉
樹 

マツ(3)，ヒノキ
(2) 

マツ(10)，ヒノキ
(1) 

マツ(35)，ヒノキ
(6)，イブキ(6)，
ラカンマキ(1) 

マツ(18)，イブ
キ(2)，ヒノキ
(1) 

マツ(5)，ヒノキ
(4)，ヒノキ(1) 

  5/80 11/89 48/87 21/42 10/69 
常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

ナツハゼ(8)，ウメ
(7)，ツゲ(3)，ウ
スノ木(3)，ツツジ
(3)，クヌギ(2)，
ウメモドキ(2)，ビ
ワ(1)，ツバキ
(1)，カシワ(1)，
モモ(1)，コナラ
(1)，ザクロ(1)，
サクラ(1) 

ウメモドキ(6)，ツ
ツジ(3)，ナツハゼ
(1)，メギ (1) 

ウメ(8)，ネコヤナ
ギ(4)，モモ(2)，
ウメモドキ(1)，モ
チノキ(1) 

ウメ(6)，ウメモ
ドキ(5)，ツゲ
(1)，モミジ(1) 

モミジ(4)，ウメモ
ドキ(4)，ツバキ
(1)，ビワ(1)，ツ
ゲ(1)，メリタリー
フ(1)，ナツハゼ
(1)，ヤマザクラ
(1)，シダレサクラ
(1) 

  35/80 11/89 16/87 13/42 15/69 
通
用
物 

  ナンテン(1)   ナンテン(1) 
タマシダ(2)，プテ
リス(1) 

    1/89   1/42 3/69 

陸
生
草
物 

シャガ(16)，ニホ
ンズイセン(13)，
キク(2)，シオン
(1) 

ニホンズイセン
(16)，ユリ(14)，
シャガ(3)，キク
(3)，ススキ(1)，
キキョウ(1) 

ニホンズイセン
(4)，ユリ(3)，キ
ク(1)，カンザキア
ヤメ(1) 

コギク(1) 

オクラレルカ(8)，
ニホンズイセン
(8)，ショウブ
(2)，キク(2)，シ
ャガ(1)，ヒオウギ
(1)，アマゾンリリ
ー(1)，アイアンク
ロス(1)，ホザキシ
モツケ(1)，カラテ
ア・マコヤナ(1)，
バショウ(1)，カラ
テア・ランキフォ
リア(1)，セイバン
モロコシ(1) 

  32/80 38/89 9/87 1/42 29/69 
水
生
草
物 

ハス(1) 
カキツバタ(9)，ハ
ス(1) 

カキツバタ(10)，
ハス(1) 

カキツバタ(3) 
ハス(2)，ヨシ
(1)，シマフトイ
(1) 

  1/80 10/89 11/87 3/42 4/69 

そ
の
他 

スイセン、ウメ、
ヒノキ(1) 

マツ、スイセン
(6)，スイセン、ウ
メ(3)，ウメ、スイ
セン(2)，コケボク
(2)，ネコヤナギ、
スイセン(1)，ウメ
モドキ、シャガ
(1)，スイセン、コ
ケボク、ヒノキ
(1)，スイセン、ヒ
ノキ(1)，スイセ
ン、マツ(1)，ナン
テン、スイセン
(1)，マツ、カキツ
バタ(1)， 

コケボク(3) 
マツ、スイセン
(2)，ツガ、スイ
セン(1) 

コケボク(3)，モミ
ジ、シャレボク
(2)，アイリス、オ
クラレルカ(1)，シ
ャレボク(1) 

  1/80 18/89 3/87 3/42 7/69 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された控枝 
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表－3－3－12各時代の控枝内に使用された植物上位 5 種 

時
代 
江⼾初期(作品
数：80) 

江⼾中期(作品
数：89) 

江⼾後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

ヒノキ(2)，ビ
ャクシン(1) 

マツ(3)，ヒノ
キ(1) 

マツ(8)，ヒノ
キ(4)，ツガ(1) 

ツガ(2)，ヒノ
キ(1)，マツ
(1) 

ヒノキ(2)，マ
ツ(2) 

  3/80 4/89 13/87 4/42 4/69 
常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

ビワ(2)，ツツ
ジ(2)，ツゲ
(1)，コナラな
ど((1)，ウメ
(1) 

 

サンシュユ
(2)，ビワ(1)，
ネコヤナギ
(1)，ウメモド
キ(1)，モチノ
キ(1)，シモツ
ケ(1) 

ツゲ(1)，フヨ
ウ(1)，ザクロ
(1)，ツツジ
(1) 

トリトマラズ
(1) 

  7/80  7/87 4/42 1/69 
通
用
物 

    クサソテツ(1)     

      1/87     

陸
生
草
物 

シャガ(2) 

ニホンズイセン
(6)，ヒオウギ
(5)，キク(4)，
シャガ(2)，キ
キョウ(2)，ギ
ボウシ(1)，ユ
リ(1) 

ニホンズイセン
(3)，キク(1)，
イチハツ(1)，
キキョウ(1) 

キク(6)，シャ
ガ(1)，コギク
(1)，ニホンズ
イセン(1) 

ニホンズイセン
(2)，キク(2) 

  2/80 21/89 6/87 9/42 4/69 
水
生
草
物 

  カキツバタ(1) カキツバタ(7) カキツバタ(1) カキツバタ(1) 

    1/89 7/87 1/42 1/69 

そ
の
他 

  

キキョウ，マ
ツ，ヒオウギ
(1)，ニホンズ
イセン，クヌギ
(1)，ニホンズ
イセン，シャガ
(1)，マツ，ニ
ホンズイセン
(1)，マツ，ヒ
オウギ，キク
(1) 

シャガ，キク
(2)，シャガ，
ニホンズイセン
(2)，イチハ
ツ，マツ(1)，
ウメ，ヒノキ
(1)，シャガ，
マツ(1) 

キク，シャガ
(3)，キキョ
ウ，ヒノキ
(2)，サンシュ
ユ，シャガ，
ヒノキ(2)，キ
ク，シャガ，
サンシュユ
(1)，キク，ヒ
ノキ(1) 

キキョウ，スモ
ークツリー
(1)，ヒノキ，
ニホンズイセン
(1) 

    5/89 15/87 13/42 69 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された控枝内 



 

 110 

 

 

 

表－3－3－13各時代の控枝下に使用された植物 

時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針

葉
樹 

   マツ(1)，ヒノ

キ(1) 
    

     2/87     

常
緑

広
葉
樹 
落
葉
広

葉
樹 

  ウメモドキ(1) 
マサキ(1)，ツ
ツジ(1) 

    

    1/89 2/87     

通
用

物 

    クサソテツ(2)   タマシダ(1) 

      2/87   1/69 

陸
生

草
物 

  

ニホンズイセン
(18)，シャガ
(3)，キキョウ

(3)，ススキ
(1)，ヒオウギ
(2) 

ニホンズイセン
(18)，キク

(1)，リンドウ
(1) 

ニホンズイセ

ン(3) 

ニホンズイセン
(2)，シャガ

(2)，オクラレ
ルカ(1) 

     27/89 22/87 3/42 5/69 

水

生
草
物 

  カキツバタ(1) カキツバタ(2)   カキツバタ(2) 

    1/89 2/87   2/69 

そ
の
他 

  

クヌギ，ニホン

ズイセン(1)，
キク，ススキ
(1)，ヒノキ，
ニホンズイセン
(1) 

ニホンズイセ
ン，イブキ
(1)，ミヤコワ
スレ，クサソテ
ツ(1) 

  
ニホンズイセ
ン，タマシダ
(1) 

    3/89 2/87   1/69 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された控枝下 
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３－１－６．流枝及び流枝のあしらいに使用された植物の分布特徴 

流枝は請の下の空間に位置する役枝であり，江戸

時代初期は遠景を，同中期から近景を表現するよう

になり，さらに近代からは身近な村落の景色を表現

していた。 
 江戸時代初期には流枝に常緑針葉樹が最も多く

使用され，次いで広葉樹が多く使用されていた。同

中期と同後期も同じ傾向がみられたが，近代では，

広葉樹が針葉樹より多く使用されていた。現代で

は，針葉樹が最も多く使用され，次いで陸生草本植

物と広葉樹が多く使用されていた。 
 流枝のあしらいは流枝下があり，その使用は江戸

時代中期と同後期のみ確認できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－3－3－7流枝とあしらいの配

置区域 

『もっと生けたい立花』より作成 
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表－3－3－14各時代の流枝に使用された植物 

時
代 
江⼾初期(作品
数：80) 

江⼾中期(作品
数：89) 

江⼾後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

マツ(28)，ヒノ
キ(1)，ヒノキ
(1) 

マツ(36)，ヒノ
キ(2) 

マツ(41)，ヒノ
キ(2)，ラカン
マキ(1)，ツガ
(1) 

マツ(16)，ツ
ガ(1) 

マツ(26)，ゴヨ
ウマツ(1)，ヨ
ロイヒバ(1) 

  30/80 38/89 45/87 17/42 28/69 

常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

ウメ(13)，ツツ
ジ(6)，ツゲ
(3)，オウバイ
(2)，モモ(2)，
ウメモドキ
(2)，ネジキ
(1)，カシワ
(1)，ユキヤナ
ギ(1)，コデマ
リ(1)，ウスノ
木(1)，ナツハ
ゼ(1)，モミジ
(1)，ニワウメ
(1) 

ウメ(13)，ウメ
モドキ(9)，ツ
ツジ(4)，ネコ
ヤナギ(3)，ナ
ツハゼ(2)，ツ
ゲ(1)，モモ
(1)，ザクロ(1) 

ウメ(12)，ウメ
モドキ(7)，ツ
ツジ(2)，ネコ
ヤナギ(1)，モ
チノキ(1)，モ
モ(1)，ムラサ
キシキブ(1) 

ウメ(6)，モモ
(5)，ウメモド
キ(5)，ツゲ
(1)，モミジ
(1)，ネコヤナ
ギ(1)，モチノ
キ(1) 

モミジ(3)，ウ
メモドキ(2)，
ナツハゼ(2)，
ビワ(1)，ツゲ
(1)，ドラセナ
(1)，ボケ(1)，
コナラ(1)，ハ
ナマンサク(1) 

  36/80 34/89 25/87 20/42 13/69 
通
用
物 

        タマシダ(2) 

          2/69 

陸
生
草
物 

ニホンズイセン
(7)，キク(3)，
アヤメ(1) 

ニホンズイセン
(2)，キク(1) 

ニホンズイセン
(1)，キク(1)，
ユリ(1) 

ニホンズイセ
ン(1) 

オクラレルカ
(8)，ニホンズ
イセン(4)，ユ
リ(1)，ススキ
(1)，ヒオウギ
(1)，キク(1)，
ホザキシモツケ
(1)，キショウ
ブ(1)，サンゴ
アブラギリ(1) 

  11/80 3/89 3/87 1/42 19/69 
水
生
草
物 

ハス(1)，ヨシ
(1) 

ヨシ(5)，ハス
(2) 

カキツバタ
(7)，ヨシ(2)，
ハス(1) 

カキツバタ
(3)，ヨシ(1) 

カキツバタ(4) 

  2/80 7/89 10/87 4/42 4/69 
そ
の
他 
コケムス(1) 

コケボク(6)，
シャレボク(1) 

コケボク(4)   コケボク(3) 

  1/80 7/89 4/87   3/69 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された流枝 
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表－3－3－15各時代の流枝下に使用された植物 

時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常

緑
針
葉
樹 

  イブキ(1)       

    1/89       

常
緑
広
葉
樹 
落

葉
広
葉
樹 

          

            

通
用
物 

          

            

陸

生
草
物 

    
ニホンズイセン
(3) 

    

      3/87     

水

生
草
物 

    カキツバタ(1)     

      1/87     

そ

の
他 

  コケボク(1)       

    1/89       

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された流枝下 
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３－１－７．見越及び見越に使用された植物の分布特徴 

見越は立花の役枝の中で，一番早く風景的意味を

与えられた役枝である。江戸時代初期から，見越は

遠方の山の景色を象徴し，その下方に見越下という

あしらいが用いられている。 
 江戸時代初期の見越には針葉樹が最も多く使用

され，広葉樹と陸生草本植物も多く確認できた。同

中期では，陸生草本植物の使用が最も多く，同後期

と近代では，陸生草本植物の種類が減り，針葉樹と

広葉樹の使用が増えた。現代では，陸生草本植物が

最も多く使用され，次いで針葉樹と広葉樹が多く使

用されていた。 
 見越下は江戸時代初期から確認できたが，同期で

はわずかな回数しか確認できなかった。江戸時代中

期から見越下の使用が増え，広葉樹が最も多く使用

された。近代では，見越下の使用回数が減り，現代では使用事例の数が回復し，多く使用さ

れたのは陸生草本植物であった。 
内見越は請がデフォルメ的変化を遂げて生じたあしらいであり，真と正真の間に位置す

る。江戸時代中期から内見越が確認でき，広葉樹と草本植物が使用された。同後期から針葉

樹が使用されるようになり，近代と現代では針葉樹の使用は確認できなかった。 
 大内見越と見越座は見越がデフォルメ的変化し生じたあしらいである。大内見越の使用

は江戸時代後期に確認でき，ごくまれにしか使用されないあしらいであった。 
 見越座は江戸時代中期から確認できるものの，確認できる事例が少なく，針葉樹，広葉樹，

草本植物が使用されていた。 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－3－3－8見越とあしらいの配

置区域 

『もっと生けたい立花』より作成 
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表－3－3－16各時代の見越に使用された植物 

時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

ヒノキ(12)，マ
ツ(10)，ビャク
シン(1)，イブ
キ(1) 

ヒノキ(6)，マ
ツ(1)，イブキ
(1) 

ヒノキ(14)，マ
ツ(4)，スイリ
ュウヒバ(1) 

ヒノキ(7)，ツ
ガ(2)，マツ
(1) 

ヒノキ(9)，マ
ツ(1)，ヒノキ
(1) 

  24/80 8/89 19/87 10/42 11/69 

常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

ウメ(5)，ビワ
(3)，ツツジ
(2)，ツゲ(1)，
ヒサカキ(1)，
カナメモチ
(1)，ネコヤナ
ギ(1)，モモ
(1)，モモ(1)，
ヤブデマリ
(1)，モミジ
(1)，レダマ(1) 

ビワ(2)，ウメ
(2)，カシワ(1) 

ウメ(6)，サン
シュユ(3)，シ
ダレヤナギ
(2)，ネコヤナ
ギ(2)，ツツジ
(2)，ウメモド
キ(1)，カシワ
(1) 

シダレヤナギ
(4)，サンシュ
ユ(3)，ビワ
(1)，ツバキ
(1)，モモ
(1)，モクレン
(1)，モミジ
(1)，コデマリ
(1) 

モミジ(2)，ウ
メモドキ(1)，
ミズキ(1)，ウ
メ(1)，ボケ
(1)，デュラン
タ・バイオレッ
ト(1) 

  19/80 5/89 17/87 13/42 7/69 

通
用
物 

フジ(3)，フジ
(1) 

ナンテン(5)，
タケ(3)，フジ
(1)，ヤマブキ
(1) 

タケ(2)，ナン
テン(2)，ツル
ウメモドキ
(1)，レンギョ
ウ(1) 

タケ(1)，ヤマ
ブキ(1) 

フジ(2)，タケ
(1)，レンギョ
ウ(1) 

  4/80 10/89 6/87 2/42 4/69 

陸
生
草
物 

ニホンズイセン
(4) ，キク
(2)，シャクヤ
ク(2)，ヒオウ
ギ(1)，ケイト
ウ(1) 

キク(8)，シャ
クヤク(5)，ス
スキ(3)，オガ
ルカヤ(3)，ニ
ホンズイセン
(2)，ススキ
(2)，ユリ(1)，
ワスレグサ(1) 

キク(4)，シャ
クヤク(2)，オ
ミナエシ(1) 

キク(4)，スス
キ(3) 

オクラレルカ
(4)，シロクジ
ャククサ(2)，
ニホンズイセン
(1)，キキョウ
(1)，ヤバネス
スキ(1)，スカ
シユリ(1)，ト
キワガヤ(1)，
キク(1)，シマ
ススキ(1)，ア
スパラガス
(1)，キショウ
ブ(1)，ハクチ
ョウソウ(1)，
ヒメノボタン
(1) 

  10/80 25/89 7/87 7/42 17/69 
水
生
草
物 

カキツバタ
(2)，ハス(1) 

カキツバタ
(3)，ヨシ(3)，
ハス(2) 

カキツバタ
(8)，ハス(1) 

カキツバタ(1) 

ヨシ(1)，カキ
ツバタ(1)，シ
マフトイ(1)，
シマフトイ(1) 

  3/80 8/89 9/87 1/42 4/69 
そ
の
他 

  シャレボク(1) マツカサ(6) マツカサ(2) シャレボク(1) 

    1/89 6/87 2/42 1/69 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された見越 
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表－3－3－17各時代の見越下に使用された植物 

時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

ヒノキ(2) 
ヒノキ(4)，マ
ツ(1) 

ヒノキ(5)，マ
ツ(4)，ツガ
(2)，イブキ(1) 

マツ(2)，エン
コウスギ(1) 

ヒノキ(2) 

  2/80 5/89 12/87 3/42 2/69 

常
緑
広
葉
樹 

落
葉
広
葉
樹 

ウメ(1)，コデ

マリ(1) 

ビワ(13)，ウメ

モドキ(2)，カ
シワ(2) 

ビワ(18)，ウメ
(3)，カシワ

(2)，ウメモド
キ(1)，カモメ
モチ？(1) 

ネコヤナギ

(2)，ビワ(1) 

ビワ(3)，トリ
トマラズ(1)，

スモークツリー
(1) 

  2/80 17/89 25/87 3/42 5/69 

通
用
物 

      レンギョウ(1)   

        1/42   

陸
生
草

物 

  

オガルカヤ
(5)，ススキ
(1)，ヒオウギ
(1)，ニホンズ

イセン(1)，シ
ャクヤク(1) 

ニホンズイセン
(2) 

ススキ(1) 

ニホンズイセン
(2)，オクラレ
ルカ(2)，スス
キ(1)，キキョ
ウ(1)，キク
(1)，アマゾン

リリー(1)，グ
ロリオーサ
(1)，バショウ
(1) 

    9/89 2/87 1/42 10/69 

水
生
草
物 

  カキツバタ(1) 
カキツバタ
(4)，ヨシ(1) 

  
ヨシ(1)，ハス
(1) 

    1/89 5/87   2/69 

そ
の
他 

          

            

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された見越下 
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表－3－3－18各時代の内見越に使用された植物 

時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉

樹 

    
ヒノキ(3)，マ
ツ(1)，ツガ(1) 

    

      5/87     

常
緑
広

葉
樹 
落
葉
広
葉

樹 

  ビワ(1) 
ビワ(2)，ウメ
モドキ(2) 

ウメ(2)，ウメ
モドキ(2)，モ
チノキ(1) 

シダレヤナギ
(3) 

    1/89 4/87 5/42 3/69 

通
用
物 

    タケ(1)   フジ(1) 

      1/87   1/69 

陸
生
草
物 

  
オガルカヤ
(2)，ニホンズ
イセン(1) 

  ススキ(2)   

    3/89   2/42   

水
生
草
物 

  ヨシ(1)   カキツバタ(2)   

    1/89   2/42   

そ
の
他 

    マツカサ(2)     

      2/87     

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された内見越 
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表－3－3－19各時代の大内見越に使用された植物 

時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常

緑
針
葉
樹 

        
マツ(1)，ヒノ
キ(1) 

          2/69 

常
緑
広
葉
樹 
落

葉
広
葉
樹 

    
シダレヤナギ
(1) 

シダレヤナギ
(2) 

ウメモドキ
(1)，ハナカイ

ドウ(1) 

      1/87 2/42 2/69 

通
用
物 

          

            

陸

生
草
物 

          

            

水

生
草
物 

        カキツバタ(1) 

          1/69 

そ

の
他 

          

            

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された大内見越 
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表－3－3－20各時代の見越座に使用された植物 

時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品
数：42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

  ヒノキ(4)   ツガ(1) ヒノキ(1) 

    4/89   1/42 1/69 

常
緑
広
葉
樹 

落
葉
広
葉
樹 

    サンシュユ(1) 
ビワ(1)，モ

モ(1) 
ビワ(3) 

      1/87 2/42 3/69 

通
用
物 

  タケ(1)       

    1/89       

陸
生
草
物 

  
ニホンズイセン
(7) 

    
オクラレルカ
(2) 

    7/89     2/69 

水
生
草
物 

      
カキツバタ
(1) 

  

        1/42   

そ
の
他 

          

            

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された見越座 
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３－１－８．胴作り，胴及び胴のあしらいに使用された植物の分布特徴 

江戸時代初期の立花には胴作りというあしらい

が使用された。同後期，胴作り役枝の胴になった。 
胴作りも胴も，正真と同じく立花の中心線に位置

し，ほかの役枝の動きを送り出す役割を果たしてい

る。 
 江戸時代初期と同中期の胴作りは，多種類の植物

によって構成された特徴がみられた。 
 江戸時代後期，胴は役枝になり，使用された植物

の種類も変更された。2種類以上の植物で構成され

た胴がみられたものの，常緑針葉樹が一番多く使用

された。近代も同じ傾向がみられたが，現在では，

2種類以上の植物で構成された胴が一番多く，続い

ては陸生草本植物と針葉樹の胴が使用された。一

方，胴のあしらいでは，江戸時代後期から現在まで

は 2種類以上の植物が使用されていた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－3－3－9胴とあしらいの配置

区域 

『もっと生けたい立花』より作成 
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表－3－3－21各時代の胴作りに使用された植物上位 5 種 

時
代 
江戸初期(作品数：
80) 

江戸中期(作品数：
89) 

江戸後期(作品数：
87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：69) 

常
緑
針
葉
樹 

 イブキ(3)       

   3/89       
常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

 ツゲ(2)，ビワ(2)       

   4/89       
通
用
物 

        

          
陸
生
草
物 

キク(1) 
キク(1)，ヒオウギ
(1)  

      

  1/80 2/89       
水
生
草
物 

        

          

そ
の
他 

イブキ，カキツバ
タ，ビワ，シャシ
ャンボ(1)，イブ
キ，カシワ，コケ
ボク，キク，アオ
イ(1)，イブキ，カ
シワ，シャクヤ
ク，セキチク，シ
ャガ，シャレボ
ク，シャシャンボ
(1)，イブキ，カシ
ワ，ビワ，コケボ
ク，サカキ，ツゲ
(1)，イブキ，クサ
ソテツ，ビワ，ツ
ゲ，コケボク，ヒ
ノキ(1) 

イブキ，ビワ
(14)，ツゲ，ビワ
(10)，ツゲ，ヒオ
ウギ，ビワ(5)，マ
ツ，ビワ(4)，ツ
ゲ，ヒオウギ(3) 

      

  79/80 80/89       

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された胴作り 
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表－3－3－22各時代の胴作りのあしらいに使用された植物上位 5 種 

時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

  マツ(2)       

    2/89       
常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

  ナツハゼ(2)       

           
通
用
物 

         

           
陸
生
草
物 

  

ニホンズイセン
(2)，キキョウ
(1)，ヒオウギ
(1) 

      

    4/89       
水
生
草
物 

         

           

そ
の
他 

  

カナメ，ニホン
ズイセン，ヒノ
キ(2)，ツゲ，カ
ナメ，ニホンズ
イセン，ヒノ
キ，マツ(2)，ナ
ツハゼ，センノ
ウゲ，マツ(2)，
カキツバタ，カ
ナメ(1)，カキツ
バタ，ヒメユ
リ，タチアオイ
(1) 

      

    75/89       

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された胴作りのあしらい 
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表－3－3－23各時代の胴に使用された植物上位 5 種 

時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

    
イブキ(27)，マ
ツ(13)，ラカン
マキ(1) 

イブキ(25)，
マツ(2)，ヒノ
キ(1) 

イブキ(11)，マ
ツ(2) 

      41/87 28/42 13/69 
常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

    ツゲ(27) 
ツゲ(8)，ウメ
モドキ(2) 

モミジ(3)，ウ
メモドキ(2)，
ナツハゼ(2)，
ツツジ(1)，シ
ャクナゲ(1)，
スモークツリー
(1) 

      27/87 10/42 10/69 

通
用
物 

    
アジサイ(2)，
タケ(1)，ボダ
ン(1) 

ボダン(1) 

アジアンタム
(1)，アジサイ
(1)，ボダン
(1)， 

      4/87 1/42 3/69 

陸
生
草
物 

    キク(1)  

アスパラガス
(2)，キキョウ
(2)，ウイキョ
ウ(1)，キク
(1)，シロクジ
ャククサ(1) 

      1/87  14/69 
水
生
草
物 

    ハス(1)  ハス(2) 

      1/87  2/69 

そ
の
他 

    

シャレボク，イ
ブキ(5)，タ
ケ，ツゲ(2)，
イブキ，シャレ
ボク(1)，シャ
レボク，ツゲ
(1)，ツゲ，イ
ブキ(1) 

イブキ，シャ
レボク(1)，カ
キツバタ，シ
ャガ(1)，モミ
ジ，シャレボ
ク(1) 

イブキ，コケボ
ク(4)，イブ
キ，シャレボク
(4)，コケボ
ク，イブキ
(3)，ニホンズ
イセン(3)，シ
ャレボク，イブ
キ(2) 

      12/87 3/42 27/69 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された胴 
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表－3－3－24各時代の胴のあしらいに使用された植物上位 5 種 

時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

      
イブキ(1)，ヒ
ノキ(1)，マツ
(1) 

        3/69 
常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

    カナメモチ(1)  ビワ(2)，スモ
ークツリー(1)  

      1/87  3/69 
通
用
物 

         

           

陸
生
草
物 

    コギク(1)  

オクラレルカ
(3)，シャガ
(2)，キク(1)，
ニホンズイセン
(1)，ヒオウギ
(1)，ヒメノボ
タン(1) 

      1/87  9/69 
水
生
草
物 

    ヨシ(1)  カキツバタ(4) 

      1/87  4/69 

そ
の
他 

    

カキツバタ，シ
ャガ(3)，コケ
ボク，マツカサ
(3)，ビワ，ニ
ホンズイセン，
シャガ(3)，カ
ナメモチ，ニホ
ンズイセン，ビ
ワ(2)，シャ
ガ，ビワ，ニホ
ンズイセン(2) 

マサキ，ニホ
ンズイセン，
ビワ，シャガ
(3)，キク，ビ
ワ，マサキ
(2)，キク，マ
ツ(2)，ニホン
ズイセン，ビ
ワ，マサキ，
シャガ(2)，マ
サキ，キク，
ビワ，カキツ
バタ(2) 

シャガ，ニホン
ズイセン(2)，
ニホンズイセ
ン，ビワ(2)，
ビワ，ニホンズ
イセン(2)，オ
クラレルカ，キ
キョウ(1)，オ
クラレルカ，ナ
ツハゼ(1) 

      82/87 40/42 35/69 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された胴のあしらい 
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３－１－９．前置及び前置に使用された植物の分布特徴 

前置は胴に接近し，正真と胴と同じく中心線に位

置し，作品を支えて安定させる役割を果たしてい

る。 
江戸時代初期と同中期の前置は 2 種類以上の植

物によって構成された特徴がみられた。 
江戸時代後期，前置の両側に木留と草留のあしら

いが分化され，2種類以上の植物によって構成され

た前置の数が減り，代わりに広葉樹の使用回数が増

えた。近代と現代の立花の前置にも，広葉樹，とく

にツゲとツバキの使用回数が一番多く確認できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－3－3－10前置とあしらいの配

置区域 

『もっと生けたい立花』より作成 
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表－3－3－25各時代の前置に使用された植物上位 5 種 

時
代 
江⼾初期(作品
数：80) 

江⼾中期(作品
数：89) 

江⼾後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

マツ(2) マツ(2) マツ(9) マツ(3) 
マツ(2)，ゴヨ
ウマツ(1) 

  2/80 2/89 9/87 3/42 3/69 
常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

ツバキ(1)，ク
ヌギ(1)，コナ
ラ(1) 

 
ツゲ(52)，ツバ
キ(7)，ツツジ
(2) 

ツゲ(34)，ツ
バキ(1)，モミ
ジ(1) 

ツゲ(24)，ツバ
キ(10)，ナツハ
ゼ(3)，マサキ
(1)，センリョ
ウ(1) 

  3/80  59/87 36/42 43/69 
通
用
物 

      ヤマシダ(2) 

        2/69 

陸
生
草
物 

キンセンカ
(3)，キク(1)  

キンセンカ
(2)，キク(1) 

コギク(1)，ギ
ボウシ(1)，キ
ク(1)，バラ(1) 

オモト(1) 

カラテア (2)，
カンギク(1)，
キク(1)，オモ
ト(1)，アイア
ンクロス(1) 

  4/80 3/89 4/87 1/42 14/69 
水
生
草
物 

 コウホネ(1) ハス(1) コウホネ(1) ハス(3) 

   1/89 1/87 1/42 3/69 

そ
の
他 

ツバキ，ツゲ
(3)，ツゲ，オ
ウバイ，コシダ
(2)，ツゲ，ク
ヌギ(2)，アセ
ビ，クサソテ
ツ，ツバキ，ク
ヌギ(1)，アセ
ビ，コシダ，ツ
ツジ(1) 

コシダ，ツゲ，
ツバキ(3)，ツ
ゲ，ツバキ
(2)，ツゲ，ツ
バキ，コシダ
(2)，ツゲ，ツ
バキ，マツ
(2)，ツゲ，ナ
ツハゼ，コギク
(2) 

ツゲ、ツバキ
(6)，ツバキ、
ツゲ(2)，クチ
ナシ、ツゲ
(1)，センリョ
ウ、ツゲ(1)，
ツゲ、ナツハゼ
(1) 

ツバキ、ツゲ
(1) 

ツゲ、ツバキ
(1)，ナツハ
ゼ、コウホネ
(1)，ナツハ
ゼ、ムクゲ
(1)，ベゴニ
ア、カタナンケ
(1) 

  71/80 83/89 11/87 1/42 4/69 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された前置 
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表－3－3－26各時代の木留/草留に使用された植物上位 5 種 

時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

    マツ(3)    

      3/87    
常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

    
ツツジ(1)，ツバ
キ(1) 

  

      2/87   

通
用
物 

      タマシダ(1) 

        1/69 

陸
生
草
物 

    コギク(9)  

コギク(3)，キム
ミズヒキ(1)，フ
リージア (1)，
ホトトギス 
(1)，ミヤコワス
レ(1) 
 

      9/87  9/69 
水
生
草
物 

    コウホネ(1)   

      1/87   

そ
の
他 

    

コギク，ツバキ
(8)，ツバキ，コ
ギク(6)，ツバ
キ，イワカガミ
(5)，コギク，マ
サキ(4)，コギ
ク，クマザサ(3) 

コギク，ツバキ
(11)，キンセン
カ，ツバキ
(4)，コギク，
ハマナデシコ
(2)，コギク，
マサキ(2)，ツ
バキ，キンセン
カ(2) 

コギク，ツバキ
(4)，コギク，ツ
バキ(3)，ミヤコ
ワスレ，ツツジ
(3)，ツバキ，ミ
ヤコワスレ(3)，
カンギク，ツバ
キ(2) 

      68/87 40/42 53/69 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された木留/草留 
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３－２．立花に代表される視距離帯に分布する植物の配置特徴 

 第二章では，各時代の立花の役枝とあしらいに使用される植物を把握，整理した。本節で

は，役枝による風景表現の規則 18)に従い，各時代の立花の役枝が表現する遠景，中景，近

景に用いられた植物を把握した。あしらいについてはそれぞれが補う役枝の視距離帯に分

類した。 
立花に表現される遠景，中景，近景の各視距離帯に配置された植物を整理し，用いられた

回数が上位 10 位までの植物を整理した結果（表－3－3－27），各時代の遠景に用いられる

植物のうち，木本植物の種類は江戸初期が 33種類と一番多かった。また，草本植物は，江

戸初期が 9種類，同中期が 11種類，同後期が 9種類，明治期が 4種類，現代は 23種類だ
った。さらに，江戸後期から中景が追加され，認識する視距離帯として確立されていた。使

用回数上位 5 位までの植物は，江戸後期ではマツ，イブキ，ツゲ，タケ，キクだったが，明

治期にはイブキ，マツ，カキツバタ，スイセン，ツゲに，現代ではマツ，イブキ，シャレボ

ク，コケボク，ウメモドキに変化していた。また，現代に用いられる植物の種類は 64種類
となり 3 つの時代において最も多かった。さらに，江戸初期，中期の近景に使用された植物

の種類は同時代の遠景より多かった。そのほか，江戸初期の 70種に次いで，現代の近景に

も 62種の植物が使用されていた。 
  遠景，中景，近景の視距離帯別にみると，マツ，スイセンなどが各時代の遠景，中景，近

景のすべてに配置される一方で，コキク，コシダなど近景にしか分布しない植物もあった。

また，江戸中期まで用いられたカタキ（クヌギの別称），カシなどのカシ類の高木，江戸後

期のコシダなど，時代の進展にともない使われなくなった植物がある一方で，新しい植物が

用いられるようになるなど，植物の種類には後退と台頭があった。そのほか，現代ではオク

ラレルカというアヤメ科の草本植物の葉が多く使われるなどの特徴もみられた。 
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表－3－3－27各時代の遠，中，近景に分布する植物の上位 10 種 

  
江戸初期 (作品

数：80) 

江戸中期 (作品

数：89) 

江戸後期 (作品数：

87) 
近代(作品数：42) 

現代 (作品数：

69) 

遠 

上位 10 種 種数 上位 10 種 種数 上位 10 種 種数 上位 10 種 種数 上位 10 種 種数 

マツ(69)，ウ

メ(45)，ヤナ

ギ(22)，ヒノ

キ(22)，スス

キ(16)，フジ

(15)，ビワ

(13)，スイセ

ン(12)，タケ

(7)，モモ(5) 

計

45 

木

33 

草 9 

通 2 

他 1  

マツ(56)，

ススキ

(25)，ウメ

(22)，キク

(18)，ヒノ

キ(16)，ナ

ンテン

(15)，タケ

(11)，ウメ

モドキ(9)，

アシ(9)，カ

キツバタ(7) 

計

28 

木

12 

草

11 

通 3 

他 2 

マツ(81)，ウ

メ(26)，ヒノ

キ(25)，カキ

ツバタ(14)，

キク(11)，ウ

メモドキ

(11)，ヤナギ

(9)，タケ

(8)，フジ

(6)，スイリュ

ウヒバ(6) 

計

34 

木

19 

草 9 

通 3 

他 3 

マツ(38)，ヒ

ノキ(11)，ウ

メ(8)，モモ

(8)，ヤナギ

(6)，キク

(5)，トガ

(5)，ウメモド

キ(5)，カキツ

バタ(4)，スス

キ(4) 

計

26 

木

19 

草 4 

通 2 

他 1 

マツ(26)，

ヒノキ

(17)，オク

ラレルカ

(12)，スス

キ(10)，モ

ミジ(9)，ヤ

ナギ(7)，フ

ジ(7)，ビワ

(6)，スイセ

ン(6)，タケ

(5) 

計

54 

木

29 

草

23 

通 1 

他 1 

中 

上位 10 種 種数 上位 10 種 種数 上位 10 種 種数 上位 10 種 種数 上位 10 種 種数 

- 

計 0 

木 0 

草 0 

通 0 

他 0 

 

- 

計 0 

木 0 

草 0 

通 0 

他 0 

マツ(78)，イ

ブキ(43)，ツ

ゲ(33)，タケ

(18)，キク

(15)，スイセ

ン(13)，ウメ

(11)，シャレ

ボク(9)，コケ

ボク(6)，カキ

ツバタ(6) 

計

29 

木

14 

草

10 

通 3 

他 2 

イブキ(28)，

マツ(27)，カ

キツバタ

(14)，スイセ

ン(9)，ツゲ

(9)，キク

(8)，ウメモド

キ(6)，タケ

(5)，ウメ

(3)，モモ(3) 

計

23 

木

11 

草 8 

通 3 

他 1 

マツ(43)，

イブキ

(25)，シャ

レボク

(15)，コケ

ボク(14)，

ウメモドキ

(13)，スイ

セン(11)，

モミジ(8)，

オクラレル

カ(7)，キキ

ョウ(6)，カ

キツバタ(5) 

計

64 

木

23 

草

37 

通 2 

他 2 

近 

上位 10 種 種数 上位 10 種 種数 上位 10 種 種数 上位 10 種 種数 上位 10 種 種数 

ツゲ(67)，マ

ツ(65)，コシ

ダ(46)，ビワ

(43)，ヒノキ

(42)，イブキ

(37)，ツバキ

(30)，キク

(27)，シャガ

(26)，ツツジ

(26) 

計

70 

木

32 

草

31 

通 3 

他 2 

ツゲ(114)，

マツ(84)，

ビワ(55)，

ツバキ

(42)，ナツ

ハゼ(38)，

ヒオウギ

(35)，コシ

ダ(34)，コ

キク(33)，

イブキ

(28)，キク

(17) 

計

49 

木

20 

草

21 

通 6 

他 0 

マツ(86)，ツ

ゲ(64)，ウメ

(20)，カキツ

バタ(17)，ツ

バキ(15)，ヒ

ノキ(8)，ウメ

モドキ(8)，コ

ケボク(7)，イ

ブキ(6)，スイ

セン(5) 

計

28 

木

17 

草

10 

通 0 

他 1 

マツ(39)，ツ

ゲ(37)，ウメ

(12)，ウメモ

ドキ(10)，カ

キツバタ(6)，

モモ(5)，モミ

ジ(3)，ツバキ

(2)，イブキ

(2)，トガ(2) 

計

19 

木

12 

草 6 

通 1 

他 0 

マツ(35)，

ツゲ(27)，

オクラレル

カ(17)，ツ

バキ(12)，

スイセン

(12)，モミ

ジ(8)，ナツ

ハゼ(8)，ウ

メモドキ

(6)，コケボ

ク(6)，ヒノ

キ(5) 

計

62 

木

21 

草

39 

通 2 

他 1 

注）計：合計，木：木本植物，草：草本植物，通：通用物，他：その他 括弧の中の数

字はその植物が使用した作品の数を表す。 
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３－３．立花に使用された植物にみる風景表現の特徴 

『仙伝抄』（1536）から，植物が生育環境の特徴，遠近，季節，時間を表現することが読

み取れた。すなわち，山に生育する植物は山の風景を表し，水辺に生える植物は水辺の風景

を表現していた。また，木物は遠方の景色を，草物は近辺の景色を，当季の植物は現在を，

季節を過ぎた植物は過去を表現し，それぞれの植物に風景的意味が付与されていた。『臥雲

華書』は，野，森，岩根，谷，嵐，峯，岡，川辺，川岸，深山の四季の風景を表現する植物

を述べ，カシワ，ビワの類は遠山の景色を表し，ヤマシダは深山の景色を表すなど，植物と

風景的意味の対応を充実させた。近代に入り，ビワは岩，草本植物は水の流れの象徴となっ

た。 
立花の真は作品の表現内容を規定するため最重要の役枝であり，遠景を表現する役枝で

ある。真に用いられた植物を確認すると，各時代において常緑針葉樹の割合が最も多く，特

にマツはすべての時代において使用回数の上位に位置していた。マツやカシワをはじめと

する常緑樹針葉樹は山の景色を表現するとともに，「真如不変」の仏教的意味が込められて

おり，真に使用したマツは，マツが生育する環境の実在風景と仏教的な心象風景の両方を表

現していると考えられる。近代では真に用いられる常緑針葉樹の種類が最も多く，この時代

では，常緑針葉樹に次いで多く用いられる植物は落葉広葉樹であり，これらは季節を表現し

ていた。江戸中期からは，2種類以上の植物を組み合わせて真を構成する作品が現れ，表現

内容を充実させる技法の一つと考えられた。 
一方，用いられる植物とその配置については現代まで受け継がれた原理，原則を確認でき

ただけでなく，時代とともに変化したものもあった。特殊な表現を除けば，江戸初期には同

一作品中に同種の植物を 1 ヶ所にのみ用いていたが，同中期からは 1 つの作品に同じ植物

を複数箇所に用い，広がりを感じられる風景表現，近景から遠景までの奥行き感を感じられ

る風景表現が創造されていた。 
花材の種類を役枝とあしらいで比較すると後者で種類に多様性があった。あしらいのう

ち，副，見越，請，流枝，控は作品全体に占める空間量が少なく奥行き感を出す働きを持っ

ていると考えられ，植物としては高木の常緑針葉樹が多く用いられ，遠景を作品に取り入れ

る遠近表現の手法の一つと考えられた。 
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３－４．立花に使用される植物と日本庭園の植栽との比較 

『専応口伝』の序文には「又庭前に山をつき，垣の内に泉を引も，人力をわづらはさずし

て成事をえず，ただ小水尺樹をもつて，江山數程の勝槩をあらはし，暫時頃刻の間に千變萬

化の佳興をもよおす，宛仙家の妙術ともいいつべし」とあり，立花の風景表現は造園より優

るとの主張があり，ここでは，立花と造園の風景表現の特徴を比較考察する。 
最も古い造園の伝書『作庭記』19)の「樹事」の条文には「人の居所の四方に木をうゑて，

四神具足の地となす」と述べ，9 本のヤナギを青龍，７本のキササゲを白虎，9 本のキンモ

クセイを朱雀，3 本のヒノキを玄武と象徴し，植栽に「官位福禄」と「無病長寿」の祈りを

込めていた。また，祇薗精舎の話と秦始皇が種樹の書を焼かずに保留した話など，植栽の重

要性を説いたが，風景表現よりも祈りや記念などの意味が強く，初期の立花と類似した。 
『山水並野形図』20)に「真行」の文字が見え，「庭木の扱い」の条文にはツバキ，ウメ，

サクラ，ヤナギなど植物の説明から，植物に風景表現の意味が見られるようになり，生育環

境と植物の性質にしたがって植栽することは立花の植物の使用方法と一致したが，個別の

植物の扱いに異なる点もあった。たとえば，庭にマツの切り株が出た場合は，すぐ処理され

るのに対して，立花はマツの枯れ枝も切り株も作品に取り入れる。短時間の表現，展示とな

る立花は，維持管理を必要とする庭と異なり，マツの切り株（立花においては切枝）などか

ら虫が湧く心配はなかった。それゆえ，立花には造園では実現できない表現が発展した。江

戸期の『築山庭造伝前編』21)には，庭園の「真行草の格」を確認でき，立花と茶道の影響と

いわれている。また，『築山庭造伝後編』22)から立花の役枝と類似した「役木」の名称を確

認できた。江戸時代は立花が盛んになった時代で，立花が造園にも影響を及ぼしたと考えら

れた。 
庭園の植栽の種類と立花に使用した植物の種類を比較すると，江戸初期の立花の植物の

種類では，室町時代，安土桃山時代の庭園の植栽と類似する点を確認でき，針葉樹が多く使

われていた 4)。庭園における植栽の特徴は時代とともに変化したが，立花では，江戸中期か

ら現在まで，一貫して針葉樹の使用率が高かった。立花と庭園の自然表現の原理には類似性

があったものの，植物の使用に関しては異なる過程を辿り発展したと考えられた。 
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４．池坊立花に用いられる風景表現の技法 

４－１．花伝書と花書から読み取れる立花の風景表現の技法 

本節は立花に用いられる風景表現の技法を検討するため，室町時代から現代までの花伝

書と花書の記述を分析した。風景は人間の視点から眺めた土地の姿であり，自然景と生活景

を含む 23)。従って，第一章で紹介した各時代の花伝書と花書 24)～34)から自然風景の景色，生

活環境の景色，季節に関わる表現，人間と自然の関係を描写する記述を風景表現として抽出

した。 
主に作品図から構成される『花王』はほかの花伝書と性質が異なるため，まず，『花王』

掲載の作品図に右から順に番号を付け，作品図のタイトルと解説文に示される，作品を飾る

場所，表現内容，制作目的を整理し，風景に関わる用語を抽出した（表－3－4－1）。 

次に，その他の花伝書と花書から風景に関する記述を把握し，風景表現に関わる立花の制

作方法を立花の風景表現技法として整理した。なお，立花には日本庭園の表現技法に類似す

る特有の用語がないため，造園用語を援用し，抽出した記述を，①象徴的な自然と生活環境

の風景，風景の精神性と心象風景，季節を表現する「見立て」，②名所など具体的な場所を

模倣する「縮景」，③作品の外部空間，素材を立花に連携させる（外部の風景要素を取り入

れる）「借景」，④言葉や立花の構成，役枝のデフォルメ的変化によって風景を表現し，造

園用語に類似性を見出せない「その他」の 4 つに区分して整理した（表－3－4－2，表－3
－4－3，表－3－4－4，表－3－4－5）。 
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３－４－１．『花王』にみられた風景表現 

『花王』に描かれた作品図は 47 作あり，祝言の場，宗教の場，日常生活空間など，暮ら

しの様々な場面で飾る花として登場し，いずれも装飾性が強く，暮らしの中に積極的に植物

を取り入れる姿勢をみてとれた。そのうち，風景を意識したタイトルが付された作品図が 13
作あり，2 作は説明文がなく口伝と書かれているため内容を判別できなかった。説明文のあ

る 11 作では，風，山鳥，水鳥など，植物以外の自然要素を作品に取り入れたことが読み取

れた。「夏山」，「春」など季節を表現する語句を７作で確認でき，歌，詩に描写される情

景を風景に表現する作品が 3 作あった。また，広縁の花は座敷と外部空間の境界に置かれ，

座敷内外の両者の空間への気配りが見られた。 
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表－3－4－1『花王以来の花伝書』の作品図にみられる風景表現 

番号 図番 タイトル 作品図の説明文 

1 図-2 扇花 
「庭モトノ柳ノ梢コス風ハ誰ナケヲキシ扇ナルラン/此意以ノ故

二山ノ心得不可有時，後ナトノ趣ハシカルヘキ也。」 

2 図-3 草ニ下木 
「夏山ノ草葉長ハシラレケリ春見シ小松人ノヒカスハ/此意以テ

立ル也。サル程ニ夏客人ナト賞翫可立也。」 

3 図-5 風姿 

「秋来ヌト目二ハサヤカニ見ヘネトモ風ノ音ニソヲトロカレヌル

/此心ヲ以テ古池坊モ此花ニトレリ。サル程賞翫ニ秋花ニ可

用。」 

4 図-24 床ノ柱花 
「凡山鳥ヲ入タルコトクニ/可指。又野ノ芝ノ葉ナトヲ下草ノコ

トク可立。」 

5 図-26 庄縁ノ花 「アラハノ心得可有。又座敷ヘノ心両方能々分別可有成。」 

6 図-28 座ノ上にツル花 
「橋ノ花ト号シヤウヒヲ本ト可指，詩ニアリ。口伝在之。凡橋ノ

姿ニ立ト在リ。水鳥ノ心得可有也。」 

7 図-29 春花 

「時節ニ随テ可立物スコク体ニサスヘシ。右ハ木枯ノ折枝ヲ二三

本可立候。是ハ春ヲモヨヲス儀アリ。春ハモトヨリ如此立下ヘ

シ。ヨノ季ノ時ハ上ヨリ立下事大事ノ口伝在之。」 

8 図-30 夏 
「木ノ花也。上ヲツメテ可立候。上ヲツムル心ハヲサレタル心ナ

リ。」 

9 図-31 夏花 「花ノ上ヲツメて両方ヘナヒクヘシ。水辺ノタウクタルヘシ。」 

10 図-32 秋花 
「木ヲ立可。折タル枝ノ様ニアルヘシ。」 

「水辺ノ草也。折入花ノ事両方ヘ分テ花ハ草右ハ木ハ也。」 

11 図-33 冬ノ花 

「水辺ノ心タルヘシ。サル程ニ松柳ナトサスヘシ。下草モ水辺ノ

物也。蓮花ナトヲ下草ニ立ハ大事也。口伝アリ。タ々蓮ハカリヲ

モ立ト也。」 

12 図-45 岸クツシ花 口伝 

13 図-46 谷陰花 口伝 
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３－４－２．花伝書と花書にみられる「見立て」表現 

1523年に相伝された『専応口伝』は序文と 46 の条文から構成され，序文では中国の名勝

を慕う心情，池坊の立花が風景画と庭園よりも優れて風景を表現することを述べ，「小水尺

樹」の花が「江山数程の勝概」の見立てであることが主張されていた。「右長左短，主居客

居の心得」て花を立て，立花の構成と配置を意識し，真に適した植物，針葉樹の仏教的意味

が解説されていた。『専応口伝』から五行，五色，五方の思想を確認できた。また，花に心

情を託し，悟りの道へ導くなど，人間と自然が一体化する自然観を読み取ることができた。 
『仙伝抄』はもともと座敷飾りに関する伝書であるため，掛物や他の道具の飾り方が詳し

く記載され，「仙伝抄」99条，「谷川流」17条，「奥輝之別紙」59条の計 175 の条文か

ら構成される。『仙伝抄』は花を真行草に分類し，行と草の花は見立てによって水辺，野，

山の風景を表現することを述べ，花を「古今遠近」と立てるべきと論じた。先述のとおり，

「古今遠近」は時間軸と空間軸を意識した見立て表現であり，「古」は旬を過ぎた花材で過

去を，「今」は旬の花材で現在を，「遠」はすぐれてみえる木によって遠方の景色を，「近」

は手前に立てる花材によって近辺の景色を見立てるものである。そのほか，当季の花と次の

季節の花を用いた季節変化の表現，岩陰，野分など自然風景の表現があり，ハスは「三世」

の表現があり，植物の種類と配置で風景を象徴するなど，「見立て」の内容が具体化されて

いた。 
1542年に相伝された『専応口伝』は序文と 62 の条文によって構成され，内容が追加され

ていた。まず，序文には「此の一流は野山水邊をのづからなる姿を居上にあらはし，花葉を

かざりよろしき面影をもとゝし」と書き加えられ，見立ての技法，「花」と「葉」と相反す

る要素の使用，野山の草木に学んで花を立てることが述べられていた。また，浄土世界の見

立てが加えられており，現実の風景を写し取ることに加えて，理想郷を創り出そうとする風

景表現を読み取れた。風景を写す際に，野山の草木に学ぶなど自然に従う姿勢，陰陽思想の

取り入れなど新たな内容を確認できた。 
『臥雲華書』は池坊専好（二代）の伝書とされ全七巻の大作である。まず，一の巻では『専

応口伝』（1942）に倣い序文，56 の条文，跋文から構成され，花を立てる際には方位，陰

陽，五行，季節との関係を述べた（表－3－4－2－19）。次に，三の巻では 12月に用いる

草木をはじめ 36項目にわたり，草木と四季の風景の関係などを解説している。第 36 の「禁

忌，心得」の項目では，243箇条に分けて立花制作の方法を詳述した。その中では，植物の

生育環境の風景を見立てる条文（表－3－4－2－21），見越を遠山に見立てる条文（表－3
－4－2－22），易経思想の導入など留意点が記された条文（表－3－4－2－20）を確認でき

た。さらに，四の巻では 96項目に分けて，113種の植物の使用方法が解説され，松を例に

生育環境と表現する風景の関係（表－3－4－2－23），梅によって季節を表現する条文（表

－3－4－2－24），特定の植物を用いて遠山の風景に見立てる条文（表－3－4－2―25）が
みられた。六の巻では 12 の項目に分けて，砂物，株立，一色物などを解説している。砂物
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は水辺，立花は野山水辺を表現すること（表－3－4－2－26），菊の一色で方位，仏教世界

を表現することなど（表－3－4－2－27），見立ての表現技法が読み取れた。 
『臥雲華書』以降，立花を普及するためにそれまでの花伝書を踏襲しつつ立花制作の方法

をより詳細に解説する花書が作り出された。たとえば，全五巻 56項目から構成される『立

花大全』の巻四から立花の見立て表現を確認できた（表－3－4－2－28）。 
『立華時勢粧』は序文と全八巻から構成され，一から三の巻は図絵とともに立花を立てる

心得を解説し，四から八の巻は「立花秘伝抄」と称して立花制作の方法を解説している。一

巻に儒教思想の取り込みを読み取れたが（表－3－4－2－29），二巻から六巻までは風景表

現に関連する内容を確認できなかった。七巻は 18項目から構成され，「立花十体」に見ら

れる特定の風景の見立て表現が確認できた（表－3－4－2－30）。八巻は 23項目から構成

され，立花を遠山，株立は目前の風景に見立て（表－3－4－2―31），役枝を用いた見立て

表現を読み取れた（表－3－4－2―32）。 
江戸時代では見越を遠山に見立てているが，近代の『陰陽嶺岳瀧市尾之法』では，立花の

役枝に「陰」「陽」「嶺」「岳」「瀧」「市」「尾」を一文字ずつ振り（表－3－4－2―33），

対応関係を示しているに対し，『萬相一瓶ノ圖』では具体的な風景図で役枝との関係が示さ

れており，より具体的な風景表現の意図を読み取れた（表－3－4－2―34，図－3－4－1）。 
現代では，室町時代から近代までの見立て表現を継承しつつ，役枝のデフォルメ的変化に

風景的意味をもたせ（表－3－4－2－35，36，図－3－4－2－3，6，7），作者の心象風景を

象徴する「立花新風体」が新たに登場した。 

 

 
図－3－4－1再掲 立花（左）と風景表現（右）の比較 

『萬相一瓶ノ圖』より作成 
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表－3－4－2各時代の花伝書と花書の風景表現にみられる「見立て」 

時代 花伝書/花書 番号 内容 出処 

室
町
時
代 

『専応口伝』
1523 

1 
「只小水尺樹を以て江山数程の勝概をあらはし，暫時頃剋の間
に千変万化の佳興をもよをす，宛仙家の妙術ともいつつべ
し。」 

序文 

2 
「冬は群卉凋落するも盛者必衰のことわりをしめす，其中にし
も色かえぬ松や檜原はをのづから真如不変をあらわせり。」 

序文 

3 
「草木をみて心をのべ，春秋のあわれをおもひ…飛花落葉の風
の前にかゝるさとりの種をうる事もや侍らん。」 

序文 

4 「右長左短，主居客居の心得」 本文 

5 
「真には松或は当季の花，亦は常槃木可然して前右の脇を可心
得也。」 

本文 

6 
「青・黄・赤・白・黒と心得て次第にさすべし。」「北は黄に
南は青く東白，西紅に染色の山。」 

本文 

『仙伝抄』 

7 
「岩かげのはなの事。これもうしろはふかくやまの心を専と
し」 

仙伝抄 

8 
「野わけの花の事。真不入。…もつはら秋用候。大事のはなな
り。」 

仙伝抄 

9 

「ゑんきんとは，うしろに野を見せまへに山を見る。これをき
らふなり，うしろに山を見前に野を見べし。そふじて，ゑんき
んとたつる花は，うしろに山の心を立てまへに野をたて，うし
ろの山をへつらわずたてべし。是を遠近花といふ。花一へいの
数なり。」 

仙伝抄 

10 

「序破きうの事。是は真行草あり。じよは真なり。はは行な
り。きうは草なり。じよの花は三具足。又，庄厳の花也。はの
花は，はんとしゆかひにかぶをたつるをいふなり。これ行な
り。次に，きうの花はさうの花なり。これは，つねの花ひんと
いふ。是は，さうなり。」 

仙伝抄 

11 

「はきうの花は，まへにしるす所の遠近同事なり。又，さは
辺，河，入江などの風ぜいをもたてべし。是，水へんの物をた
て，野は野のものをたて，山は山のものをたつる。それぞれの
ごとくなるべし。」 

仙伝抄 

12 「れんげをたて候ときは，三世をたてべし。」 仙伝抄 

13 
「四きのうつりのはなの事。春は冬のうつりを立る。いづれも
四きの心得かくのごとし。」 

仙伝抄 

14 
「草たかく木のみじかき事ふる句にいわく澤邊千尺の松たりと
いへ共。れい頭一すんの草にはしかじという。」 

谷川流 

15 
「三具足の花は，しよくだいにつゐして，右長左短，古今遠近
とたてべし。ひらく枝は慈悲，いだく枝は智慧と心得べし。」 

奥輝之別
紙 

『専応口伝』
1542 

16 
「此の一流は野山水邊をのづからなる姿を居上にあらはし，花
葉をかざりよろしき面影をもとゝし」 

序文 

17 
「誠に安養界の寶樹寶池も爰をさる事遠からずして，華蔵世界
に吹風も瓶の上にぞにほひくる。」 

序文 

18 
「陰陽の葉とて，面を見する葉あらば，又裏を見する葉を用べ
し。」「陰のかたに包花を用，陽の方にひらき花を用なり。」 

本文 

次のページへつづく 
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表－3－4－2各時代の花伝書と花書の風景表現にみられる「見立て」 

時代 花伝書/花書 番号 内容 出処 

江
戸
時
代 

『臥雲華書』 

19 
中央に飾る花における役枝，方位，陰陽の事 水際と季節及び
水辺の景色との関係 

一の巻 

20 
「華に真，行，草有り。…華に，智，仁，勇，また三才備はる
と云へり。」 

三の巻 

21 
「縁有る物」に，野，森，岩根，谷，嵐，峯，岡，川辺，川
岸，深山の四季の風景を表現する植物を述べた 

三の巻 

22 

「見越の事。遠方を見越すによりて，大木向ふに有るを見たる
躰。また，遠山の躰，あるいは，松，伊吹，檜など，葉のあり
ありと不見木，可然なり。立て様は，真の華の所に有り。そう
べつ後ろは物閑に立て，枝のはたらき過ぎざるように立つべ
し。」 

三の巻 

23 
「松真は，峯の松，岡松の心，その時により，下段の松の遣ひ
様，峯嶋岡の心をうつして，用ふべし。」 

四の巻 

24 「華開きて，天下皆春と云ひて，めでたきものなり。」 四の巻 

25 「柏，枇杷の類，後ろに立つるころ，遠山なり。…」 四の巻 

26 
「砂の物は，水辺近き躰なり。立華は，野山水辺，遠見の躰な
り。」 

六の巻 

27 
「菊の彩，方角を分つ事。東南西北の向き有り。…これは須弥
山の色なり。」 

六の巻 

『立花大全』 28 
「…一瓶のかたちをいハゞ，峯と谷と，野と沢とひとつかめに
うつしてみるところなるべし。…」 

巻四 

『立華時勢
粧』 

29 「儒書云真如人正立，行如人行，草如人走。」 一巻 

30 
「立花十体」の野澤体,池中体,山頭有草体,山下有竹体,枯木強
力体 

七巻 

31 
「立花は遠山の気色，株立ハ目前の景気にて枝葉つくろハず，
見木けずらず，自然の奇麗を用ゆ。」 

八巻 

32 
「立花の谷と云は胴作の後，正心の前くつろぎて奥ふかき処あ
るをいふなり。…」「洞といふハ，流枝と前置の間ゆるやか
に，上より下草なびき奥ものふかき処なり。…」 

八巻 

近
代 

『華の志雄
理』 

33 「陰陽嶺岳瀧市尾之法」：役枝ごとに代表する景色を規定 第十五 

『華道読本』 34 
「萬相一瓶ノ圖」：真，副，見越は遠山，中景は正真，胴，請
は岩石や滝が流れている絶壁の景色，近景は控枝，前置，流枝
は山麓と集落 

下 

現
代 

『池坊立華研
究伝承と制

作』 

35 
請流枝：「山の斜面全体が杉木立であったり檜であったりして
その下の渓流」の景観を写す 

5章 

36 
谷越し：「「歩いて谷へおりて向うへ渡る時の景観」,谷渡
り：「釣り橋で谷の上を渡る時の景を写したもの」 

5章 

『もっといけ
たい立花』 

37 
松の前置：「ふもとの近景から深山の遠景へと見上げるように
続く松並木の景観美を表現」 

第四章 

38 
松の前置を活用した作例：「松で表される，雄大な景観美に対
し，手に入れやすい花材をもちいたことで，身近な野山の風
景」を 

第四章 
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３－４－３．花伝書と花書にみられる「借景」表現 

『花王』では座敷と外部空間の境界に立花が置かれ，座敷内外の両者の空間への気配りが

見られたが，記述が十分ではなく不足していたため借景表現と断定できなかった。 
『仙伝抄』で論じた花の立て方の「右長左短」は作品の構成方法を示しており，花の背後

の掛物を遮らない飾り方が解説される一方，掛物の内容に合わせて花材を調和させ，屏風，

障子をうけて花を立て，山水画の前では山野の木と水辺の草花を用いるなど，掛物と関係づ

けて花を立てることを記していた（表－3－4－3－4）。さらに，杉戸障子「を背後の山と考

え，それを借景と見立てる気持で花を立て」，庭があれば庭を借景してよいと具体的な借景

の事例が記述されていた。 
『臥雲華書』の三の巻で花と掛物との関係など立花制作の方法を解説し，七の巻で作品に

「風」を取り入れること（表－3－4－3－6）が記されているなど，借景表現を確認できた。 
その他，『立華正道集』から掛物との関係（表－3－4－3－8，9），『立花全集』から，

立花が掛物に描かれた風景を作品に取り入れる技法（表－3－4－3－10，11），『立華時勢

粧』七巻から立花と掛物との関係を確認できた（表－3－4－3－12）。 
花伝書と花書にみられる「借景」表現の記載は，室町時代と江戸時代に確認できたが，江

戸時代以降には花書からみられなくなった。 
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表－3－4－3各時代の花伝書と花書の風景表現にみられる「借景」 

時代 花伝書/花書 番号 内容 出処 

室
町
時
代 

『仙伝抄』 

1 
「ちがひたなの花の事。…又，ちがひたなのかけゑかけ字あら
ば，それにはなもしたがふべし。」 

仙伝抄 

2 
「橋のはなの事。…びやうぶ，しやうじをうけてもたつるな
り。此心得おほし。」 

仙伝抄 

3 
「ゑんの花の事。人の出入のくちにはたつべからず。杉しやう
じなんどをうしろの山とかまえ，それにしたがふ心をたつべ
し。ゆかなどあらば其心あり。」 

仙伝抄 

4 
「絵をうけてたつる花の事。観音に柳。天神に梅。虎に竹。り
ょうに松。…山水に山野の木，水辺の草花。鳥にゑにしある物
を，こころにかけてたてべきなり。」 

奥輝之
別紙 

江
戸
時
代 

『臥雲華書』 

5 「絵によりて，縁有る物」花と掛物の関係 三の巻 

6 
「真に風あらばなびきを見て，下草もその風に可随靡なり。窓
ある所ならば，窓の方より風を可請なり。懸絵などに，自然風
躰あらば，その絵のやうになびけらるべし。」 

七の巻 

『立花大全』 7 
「絵の物ならバ人形屋体ハ別の事なく，木草を書たるにハその
絵にある木草を立花に除也。」 

巻五 

『立華正道集』 

8 
「はなをたてんとおもはば，かねて懸物の様子をたづね，道具
のこしらへ心得あるべし。」 

総論 

9 
「懸物の絵，竹，あるいは梅ならば，立花に，竹，梅をつかふ
事，遠慮あるべし。」 

つけた
り 

『立花全集』 

10 
「墨絵にても，綵色絵にても，花，あるいは草木など有る絵の
名筆か，または亭主の秘蔵の掛物ならば，その絵の花草木を，
立花の方へ借り用いてたつること有り。」 

六 

11 
「水鳥，野鳥，山鳥，あるいは，海山のけだものなどのある絵
ならば，その縁をとりて，それぞれの野山の草木にて，あひし
らふこと肝要なり。」 

六 

『立華時勢粧』 12 
「絵を請て指す花，天神に梅，観音に柳，達磨に芦，竜に松，
虎に竹，獅子に牡丹，外是になぞらへて作意有べし。」 

七巻 
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３－４－４．花伝書と花書にみられる「縮景」表現 

「縮景」に関する記述は江戸時代の花伝書と花書でのみ確認でき，現代に至るまでその影

響がみられた。 
『臥雲華書』に登場した吉野山と高雄山を縮景する立花は，近代にまとめられた花伝書

『立花十九カ条』の中に納められ，「桜一色」と「紅葉一色」として春の桜前線と秋の紅葉

前線を表現していた。 
『立華正道集』に登場した「だんのつつじ」も，『立花十九カ条』の「檀躑躅」となり，

春にツツジが咲き競う様子を表現していた。 
『立華時勢粧』は東山音羽のサクラと西谷のモミジが縮景の対象となり，さらには表現す

る空間が拡大し，南山と西湖の風景を縮景の対象にあげていた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－3－4－4各時代の花伝書と花書の風景表現にみられる「縮景」 

時代 花伝書/花書 番号 内容 出処 

江
戸
時
代 

『臥雲華書』 

1 「苔，枯枝取り合わせ，余の木なしに桜ばかりなり…，吉野山
の躰も，かく有りらむと，おぼしきように立つべし。」 

六の巻 

2 「紅葉の一色の事…高雄山の躰，谷陰の躰，心を付けて立つべ
きなり。…」 

六の巻 

『立華正道集』 3 「だんのつつじの事,賀茂の檀の山の花をうつしてい也。」 ラの条 

『立華時勢粧』 

4 「東山音羽の桜に苔むしを批勢，西谷や高雄の紅葉には晒木を
削らせ」 

序 

5 「きれハ瓶上に南山の美をつくし，砂鉢に西湖の風色をうつ
す。」 

序 
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３－４－５．花伝書と花書にみられる「その他」の表現 

『専応口伝』（1523）から，風景を写す時，自然の草木に学び，その摂理に従って風景を

表現すると記述し，立花を立てる際の「自然に従う」姿勢が示されていた。また，『仙伝抄』

では自然の摂理に従って花をたてることが唱えられ，庭に木を植える心持ちで花を立てる

と作庭と関連付けられていた。また，歌や詩の描写に従う風景表現もみられた。1542年に

相伝された『専応口伝』に再び風景を写す際に，野山の草木に学ぶなど自然に従う姿勢が強

調され，『臥雲華書』からも自然の風景に学んで写すことを記した条文や（表－3－4－5－
9），水の流れ，方位，地勢，陰陽との関係等を記した条文を確認できた（表－3－4－5－
10）。以降の花伝書と花書においても，一貫して「自然に従う」ことが重視されていた。 
『花王』に歌，詩に描写される情景を風景に表現する作品がみられたが，『仙伝抄』，『臥

雲華書』，『立華時勢粧』においても同じ表現を読み取れた。近代の花書では字句によって

風景を表現する事例を確認できなかったが，現代の花書ではこの手法が復活していた。 
『専応口伝』の「又庭前に山をつき，垣内に泉を引之，人力をわづらわ（さ）ずして成事

を得ず」と立花が作庭よりも優れていると主張したものの，『仙伝抄』では「草くわひんに

木をたつる時は，庭に木をうゆる心に先しんをたて，其後可然下くさをさすべし。」と作庭

に倣って花を立てるべきと述べていた。 
「立花構成の変化による風景表現」について，『立花大全』に「色ぎり」（以降「色切」）

という役枝の境目を明示するあしらいの登場を確認できた（表－3－4－5－11）。さらに，

同書の巻五から立花構成上の役枝のデフォルメ的変化（表－3－4－5－12，図－3－4－2－
2，3），翌年発行された『立華正道集』にも役枝のデフォルメ的変化（表－3－4－5－13，
14，図－3－4－2－4，5）を確認でき，これら役枝のデフォルメ的変化が近代にまとめられ，

門弟向けの伝書に納められ現在まで伝承されている。また現代では，「誇張と省略」という

すべての役枝をデフォルメして変化させる技法が創造されていた（表－3－4－5－17，18）。 
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表－3－4－5各時代の花伝書と花書の風景表現にみられる「その他」の手法 

時代 花伝書/花書 番号 内容 出処 技法 

室
町
時
代 

『専応口伝』
1523 

1 
「凡野山に生る草木の躰をまなびて…」 

本文 b 

『仙伝抄』 

2 
「野中の清水の事。…中に水せいせいとある心にを
くふかくたつべし。たてにくき躰なり。」 

仙伝抄 a 

3 
「いのこには，中尊に青，黄，しやく，白，黒とた
つる。くろきには，むらさきのいとをもちいべし。
地，水，火，風，そらとこゝろへべし。」 

谷川流 b 

4 
「草くわひんに，くさ花をたつるは，沢にくさの生
いでたるを見るごとくたてべきなり。」 

奥輝之別紙 b 

5 
「草くわひんに木をたつる時は，庭に木をうゆる心
に先しんをたて，其後可然下くさをさすべし。」 

奥輝之別紙 c 

6 
「しんをば，ものたらずにすかすがほん也。…山里
いかで春をしらまし，と付るごとく，そヘ草をする
事本意なり。」 

奥輝之別紙 a 

『専応口伝』
1542 

7 
「野山に生る草木の躰をまなぶなれば，さほど嫌ひ
このむべきにはあらざれば，何のみちにもかやうの
こころへ侍るならひなり。」 

本文 b 

江
戸
時
代 

『臥雲華書』 

8 

「常に連歌，誹諧などを催し，花立つる時，歌なら
ばその歌，貴人被遊候はば，歌の心をうけ，また発
句に，風あらば風躰，鳥あらば縁有る物，竹に雀，
梅に鶯，郭公に卯花，橘の類たるべし。貴人，名人
の句ならば，発句ばかり請け，また脇第三までも，
貴人劣らぬ人琳ならば，皆その句をうくる心得なる
べし。」 

一の巻 a 

9 
「華稽古の覚悟の事。諸方の野山水辺を見て，その
躰を写すべし。」 

三の巻 b 

10 

「東南はひきく，西北は高し。水は，東に流る。こ
の故に，左をひきく，右を高く立つるなり。諸木の
茎，水涯より，高下，長短の事なり。天不足西北
故，西北陰，地不満東南故，東南陽也。天左旋，日
月，星辰右行，と云へり。」 

七の巻 b 

『立花大全』 

11 

「色ぎりといふり，たとへば伊吹木のあをき下に黄
楊のあをきを続くる時，さしあたりて色あひみわけ
にくし。此時その二種の間へ嫩か，白樫か，なつは
ぜか，草花などをつかひてわかつ也。とれ もわざ
とおしとみて，ぜひに色をわくるやうにさす事，手
づな り。その色切の根ハ脇より生のぼりて，自然
とその間へきたりたる様にをく事よし。」 

巻四 d 

12 
中流枝：「常の流枝より強く高く出る。請は軽やか
に。」 請流枝：「請と流枝が同じ花材の時，色や
枝の動きを変える。」 

巻五 d 

『立華正道集』 
13 

請上り：水際や胴より真が出る時，請の変化。
「竹，柳のしだれたる類よし。」 

エの条 d 

14 左流枝：真と請が強い時，流枝を反対側に移動する アの条 d 

『立華時勢粧』 

15 
「或師古詩を引て，連峰去天不盈尺枯松倒掛倚絕
壁，此句の心をもつて花形趣向すべしと云り。」 

八巻 a 

16 
「或師古詩を引て云。江翻石走流雲気 幹排雷雨猶
力争。此句の心を能味て取組べし。」 

八巻 a 

現
在 

『もっといけた
い立花』 

17 
誇張と省略の作例：「夏を盛りに咲くはすに，きき
ょう…などの秋草を交えることで，移りゆく季節
を」 

第四章 a，d 

18 
立花新風体の作例：「大きな曝木に，かえでを取り
合わせることで，雄大な景色を表現」 

第四章 a，d 

注）a：言葉で風景を表現する，b：自然に従う，c：作庭を倣う，d：立花構成の変化による風景表現 
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注）＊の役枝は江戸中期までの「七つの役枝」である 

図－3－4－2立花の構造と役枝のデフォルメ的変化 

『もっといけたい立花』より作成 
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４－２．花形絵と作品写真の立花にみる風景表現の技法 

４－２－１．研究資料と風景表現の手法の読み取り 

前章の花伝書と花書の記述から読み取った立花の風景表現の技法，内容との異同を確認

するため，立花作品を写実的に記載する花形絵（現在は作品写真）を研究資料として用いた。

花形絵が大量に描かれたのは江戸初期以降であり，前章の室町時代，江戸時代，近代，現代

の 4 つの時代区分を，江戸初期以前，同中期，同後期，近代，現代の 5 時代に区分し直して

分析した。分析対象とする作品としては，江戸初期以前の資料として『いけばな美術全集（1）
（2）』35)36)（以下，『全集』）及び『池坊専好立花名作集』37)に収録の『立花の次第九十

三瓶有』を選定した。内容としては，『全集』は室町時代から江戸時代までのいけばなに関

する史料，仏教美術，絵巻，屛風，掛幅，版画等を収録し，『立花の次第九十三瓶有』（刊

行年不詳）は江戸初期（1628－1635）の間に制作された作品の花形絵が収録されている。

次に，『いけばな美術名作集 （4）（5）（8）』38)39)40) には江戸中期の『瓶花図彙』（1698），
江戸後期の『新刻瓶花容導集』（1797），『専定瓶華図』（刊行年不詳），近代の『専正立

生華集』（1897）が復刻収録されているため研究資料として選定し，それぞれから江戸中期

から近代までの作品を抽出した。また，現代の資料としては『守破離柴田英雄立華作品集』

41)を選定した。なお，立花は立花瓶という花器に立てられる「立花」と，砂鉢に立てられる

「砂物」の 2 つの様式がある。さらに，立花は株の数によって立花と 2 つ真の立花に分け

られる。本研究では，1株の立花に焦点を当て，作品集から計 367点を選定し分析対象とし

た。 
まず，『全集』に収録される仏教美術と歴史図絵から，江戸初期以前の花の風景表現の読

み取りを行った。具体的には，仏教美術，歴史図絵に見られる供花，花の種類，飾る場面，

内容を確認した。次に，それぞれの時代を代表する作品集から抽出した花形絵を分析した。

具体的には，「真行草」の規則に従って立花を分類し，真の花は宗教，理想郷など心象風景

を表現し，行と草の花である砂物は自然や生活環境など実在する風景を表現するものと判

定した（表－3－4－2－9，10）。また，作品集の解説と前章の結果を参照して，作品に用

いられた風景表現の技法と表現内容を把握した。 
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４－２－２．江戸時代初期以前 

『全集（1）』では，平安時代の蓮の供花を描いた曼荼羅図，鎌倉時代の供養卓に蓮と常

緑樹を供える絵巻，室町時代の書院建築の「床」，広縁に接続する庭に花を飾る場面を描い

た絵巻などが収録され，花に関する当時の風俗を確認できた。 
桃山時代に池坊専好が立てた「前田邸大砂物」は借景技法を用いており，この砂物は四間

床に飾られた猿を描いた掛物の前に立てられ，猿たちが花の枝にとまっているように見え

るものである。そのほかの借景技法としては，室町時代から江戸初期にかけて完成した六曲

一双の「たて花図屏風」にみられた。この屏風から，掛物の鷹がその前に飾る花の枝に留ま

って見える絵，猿が花に用いた黍を狙う絵，掛物に描かれる川の流れに合わせて水面が広く

見える広口の器を使用した絵，花が掛物の山景の近景となる絵など，掛物との連携が図られ

て一体化される借景の作例が 9 作あり，「龍に松」のような象徴的風景を見立てる作例が 3
作あった。しかし，花形絵を収録した作品集から掛物と作品の関係を示すものは確認できな

かった。 
江戸初期の花形絵は 80 作あり，心象風景を表現する立花が 10 作，実在風景を表現する

立花が 70 作，そのうち，50 作が松，その他常緑針葉樹が 6 作，24 作が「当季の花」を真

に立てていた。この時期，立花の構造がまだ定型化されず，立花構造の模式図（図－3－4－
2－1）と比較すると，役枝の動きが大きく，作品の構成は大胆であった。蓮の立花 6 作を

はじめ，今に伝わる「七一色」42)の全作品を確認できた。 
 

 

 

図－3－4－3立て花屛風 部分 

『いけばな美術全集第二巻』より 
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４－２－３．江戸時代中期 

江戸中期の花形絵から 89 作の立花を抽出し，心象風景を表現する立花を 18 作，現実風

景を表現する立花を 71 作確認できた。この時期，立花の構造が定型化され，江戸中期の立

花を立花構造の模式図（図－3－4－2－1）と比較すると，強い統一性，規範性が見られた。

この時期，役枝の数は７つであったが，すべての作品から控枝と胴（胴作り）を確認でき，

胴作りから前置までの中間部と他の役枝が細く，作品空間の余白が大きかった。請が正真よ

り高くなるなど大胆で動きのある作品が 18 作，請上りの作品が 9 作と，請のデフォルメが

数多く見られた（図－3－4－2－4，8）。中流枝の作品を 2 作確認できたが，請流枝と左流

枝の作品は見られなかった。また，胴束（どうづか）が花形絵に確認できた。胴束は『立花

大全』巻三に初めて見られるものであり，違棚に飾り，真は「大木を見るがごとく，流枝は

千丈の松，岩山によこたはるがごとく，ちいさき物を大に，景気をうつす」43)花とされてい

た。また，53 作には色切が使用されていた。 
 
 

４－２－４．江戸時代後期 

江戸後期の作品から 87 作を抽出し，心象風景を表現する立花が 14 作あった。この時期

は，胴と控枝が定められ，立花の構成が完成されたことから，前時代と比較すると充実した

中間部を持ち，作品空間の余白が少なかった。この時期では，請が強く働く作品を 4 作（図

－3－4－2－8），請上りを 7 作（図－3－4－2－4），請流枝を 1 作確認でき（図－3－4－
2－3），役枝の変化は少なかった。また，松の胴 4 作，竹の胴 3 作と，12 作の松一色，1
作の蓮一色，3 作の燕子花一色，1 作の菊一色を確認できたが，桜一色，紅葉一色，水仙一

色は見られなかった。色切りは 26 作あり，谷渡り真の立花を 1 作確認できた（表－2－36，
図－3－4－2－7）。 
 

 

４－２－５．近代 

近代では，心象風景を表現する立花を 28 作，現実風景を表現する立花を 62 作，砂物を

2 作確認できた。そのうち 60 作において色切を確認できた。この時期は，立花の中間部の

ボリュームがさらに大きくなり，役枝の動きが少なくなった。作品としては「立花十体」の

山頭有草体を 1 作，枯木強力体を 1 作，山下有竹体を 1 作確認できた。 
また，一色立花では，松が 6 作，燕子花，紅葉が 2 作ずつ，蓮，水仙，菊がそれぞれ 1 作

ずつみられた。 
さらに，松の胴，檀躑躅，歯朶の前置，請流枝の作品は 1 作ずつ確認でき，請上りの作品

が 4 作あった。そのほか，谷渡りと谷越を 1 作ずつ確認できた（表－3－4－2－33，図－3
－4－2－6，7）。 
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４－２－６．現代 

現代の作品集から風景を表現する作品を 85 作抽出した。現代においては，以前の時期と

比較して作品の作風，使用された花材の変化が大きかった。「立花十体」では野澤体，池中

体，「立花十九ヶ条」の作品，請上り，左流枝の技法が見られたが，作品から表現内容の読

み取りは困難であった。しかし，すべての作品にタイトルと説明文があり制作意図を読み取

れた。表現された風景には大きく自然風景と生活風景の 2 つがあり，自然風景では，季節の

みの表現 46 作，野山に合わせた季節表現 18 作，水辺の景色の表現 8 作，海浜，海底の表

現 2 作，夕焼け，名月の表現 6 作を確認した。一方の生活風景では，故郷の思い出 2 作と

風物詩 3 作が見られた。 
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４－３．立花にみる風景表現の技法の伝承と変化 

立花は仏教，神道の式典，祝祭行事，住宅環境など生活空間に飾る装飾性が強い立て花か

ら，構成の技法の発展とともに風景表現の意味が強くなった。 
草創期の立花は真と下草で構成され，風景以外の内容をも表現し，制作と風景表現のそれ

ぞれの技法は未成熟であった。花伝書と花書から読みとった立花の風景表現の技法は，まず，

室町時代において借景，見立て，言葉による風景表現，自然に従う，作庭に倣うなどが取り

上げられていたが，現代まで引き続き継がれているのは見立て，自然に従うの 2 つの技法

である。 
江戸時代に入ると，役枝とあしらいの発展により立花の構成は成熟し，風景表現の意味が

強調された。花伝書と花書から，室町時代にみられた風景表現の技法を伝承しつつ，縮景表

現が現れ，見立ての技法が大きく発展したことが読み取れた。借景技法の実例は「前田邸大

砂物」と「たて花図屏風」に限られ，言葉による風景表現と作庭に倣う技法は花形絵では確

認できなかった。江戸時代の花形絵からは，立花全体を風景に見立てる表現，「真行草」の

花形に見立てる表現，植物の使用によって風景を見立てる表現，役枝の見越を遠山に見立て

る表現を確認でき，境界線を意識する色切の手法，役枝のデフォルメ的変化など，江戸時代

にみられた構成と役枝の発展は，近代の各役枝に風景的意味を持たせる見立て表現の確立

の礎となったと考えられる。 
近代では見立ての技法がより充実，発展し，江戸時代に現れた役枝のデフォルメ的変化の

技法と合わせて「立花十九ヶ条」「奥伝三ヶ条」など，近代の伝書としてまとめられていた。

この近代から，花書における借景技法がみられなくなり，言葉による風景表現の記述もみら

れなくなっていた。 
現代では，近代まで伝承された技法が引き継がれ，役枝の誇張と省略という新たな役枝の

デフォルメ的変化，作者の心象風景を象徴する花形，言葉で風景を表現するなど，風景表現

技法の発展がみられた。 
このように風景表現の技法が変化する中で変わらず伝承されたものもあり，技法の伝承

には花伝書，花書の貢献があったと考えられる。また，技法の中でも見立ての技法は他の技

法との併用が多く重要技法と考えられた。もともと作品の大きさ，使用できる花材が限られ，

立花による風景の表現には困難があったと考えられ，たとえば『花王』では歌や詩の言葉の

力を借りて風景を表現していたが，見立ての出現によって風景の表現が可能になったとも

考えられた。時代の経過とともに見立ての技法による表現が具体化，多様化し，技法の成熟

によって外部の風景を立花の風景表現に取り入れる借景的技法が消滅し，実景を立花に描

写する縮景が生まれたと考えられる。同時に，見立ては，実景だけでなく精神世界を象徴的

技法によって表すという側面もあり，仏教，神話など同時代で共感できる表現から，個別の

状況，心情をふまえる表現へと変化していた。見立てによって立花における風景表現の内容

が充実した一方で，より広い幅で，かつ明快に風景表現を求める現代では，見立て表現を補

うため，役枝の誇張と省略などの技法を使用するようになったと考えられる。 
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４－４．立花の風景表現の技法と造園技法の関連性 

本研究では立花の風景表現を読み解くために造園技法の用語を援用し，立花の風景表現

の技法を「見立て」「借景」「縮景」に分類し，検討した。 
「見立て」は立花の風景表現の技法のうち最も重要な技法であり，その内容は山，谷，

野，沢など山の風景及び理想郷・仏教世界などの心象風景であるに対して，造園では写意

庭園の枯山水と吉祥庭園の二形式に見立てがみられ，表現内容は瀑布・水流・池沼・湖海

など水の風景と吉瑞慶祥の象徴である 44）。 
「借景」については，江戸時代の花書で「風」を立花に取り入れる記述がみられるもの

の，立花における借景は，作品の背後に配置される掛物に描かれる虚構の風景と風景要素

によって実現した。しかし，その記述は近代にみられなくなり，わずかに実例を確認でき

たのは江戸初期までだった。これに対し，造園の借景は日本庭園の特質の一つとして扱わ

れ，実際の景色を庭園に取り入れる役割を果たすとともに，庭園と外界を接続させる技法

である 45）。 
「縮景」については，江戸時代の華書に西湖を縮景する記述があったが，花形絵からは

確認できず，現代まで受け継がれた縮景技法の対象はすべて日本国内，とりわけ京都近辺

の山の風景に限られている。造園の縮景では，中国の歴史名勝，日本各地の名勝，名所な

ど対象の幅は広い。 
自然風景を人間の生活に取り入れて表現するという点で作庭と立花には共通性がみられ

る。『専応口伝』の序文では立花が作庭より優れていると主張したことは，両者に共通性が

あり，比較ができるという証左でもある。しかし，砂物を含めれば立花は花瓶，砂鉢という

限られた空間における仮構的表現であるのに対し，造園が創り出す庭園は実際の土地の被

覆の上に作られる現実的表現である。また，庭園が成長する植物，石，滝など，より幅広い

素材によって構成されているのに対し，立花が採取される植物素材によって構成され，立花

には立花の限界が意識されていたと考えられ，このことが，作庭に倣って立花を立てるとい

う教えにもつながっていると思われる。空間と素材の制限が大きい立花は，作庭のように自

由に土地を扱うことができず，立花と作庭で風景表現の技法の発展が異なったと考えられ

る。 
本研究は，立花と庭園の直接的比較を行っていないため，現時点でその差異は明確ではな

いが，立花では見立てを技法の中心に位置づけて風景表現を実現し，現実の風景を直接に表

現するのではなく，見立てによって風景を連想させることが重要である。立花では「見立て」

が技法の中心となったという観点から言えば，作庭との共通点が見出せる一方で，立花では

「縮景」や「借景」の技法の例が少なくなり，実物との関係性を発展，継承しえなかった点

や，前述のとおり，実際の土地を扱う作庭とそうでない立花との表現の相違がみられる。言

い換えれば，見立てがなければ，立花は風景を表現できないに対して，見立てがなくても，

庭園は風景を表現できる。また，立花で表現する風景の意味を伝えるため鑑賞者に立花の知

識を求めるが，この点は写意庭園の観賞と同じであり，写意庭園では意味を理解するために
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造園に関する知識と教養が求められる。立花にみる風景表現の研究をさらに深化させるた

めには，立花に関する知識の普及の把握，立花と庭園の比較論が必要であるが，このあたり

は今後の課題である。 
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５．本章のまとめ 

本章では，池坊の立花における風景表現の方法を明らかにした上で，江戸期から現在に至

るまでの風景認識の変遷について考察した。 
池坊の立花は，単に植物そのものの表現のみならず，立花によって自然風景を表現してい

た。村上らは立花が「遠山の景色」を象ると論じたが，本研究を通して，立花の風景表現に

おいては遠景から中景，近景まで，重層的な空間スケ－ルで風景が認識されていることが示

された。 
立花形式の発展過程には用いられる植物とその配置に複雑化と多様化があった。まず，江

戸初期の花伝書には「真には松或は当季の花」とあり，真に常緑針葉樹とりわけマツが最も

多く用いられ，次いで落葉広葉樹である「当季の花」が用いられ，本研究のすべての時代区

分でそれらの植物が用いられた花形絵を確認できた。しかし，用いられた常緑針葉樹の種類

には多様性がなく，限定された種類が様々な作品に繰り返し用いられていた。 
また，立花を確認できる時期よりも前から，作品の制作目的と植物の状態によって植物の

使い分けが行われ，立花が確立された時期以後においても同種の植物の多様な部位が異な

る状態で使用されたことを確認できた。また，採取直後の生の植物以外の植物素材の使用も，

立花を確認できる時期よりも前から現代に至るまで行われている。 
一方，用いられる植物とその配置については現代まで受け継がれた原理，原則だけでなく，

時代とともに変化したものもあった。特殊な表現を除けば，江戸初期には同一作品中に同種

の植物を 1 ヶ所にのみ用いていたが，同中期からは 1 つの作品に同じ植物を複数箇所に用

い，広がりを感じられる風景表現，近景から遠景までの奥行き感を感じられる風景表現が創

造されていた。 
花材の種類を役枝とあしらいで比較すると後者で種類に多様性があった。あしらいのう

ち，副，見越，請，流枝，控は作品全体に占める空間量が少なく奥行き感を出す働きを持っ

ていると考えられ，植物としては高木の常緑針葉樹が多く用いられ，遠景を作品に取り入れ

る遠近表現の手法の一つと考えられた。 
立花の風景表現の技法が変化する中で変わらず伝承されたものもあり，技法の伝承には

花伝書，花書の貢献があったと考えられる。また，技法の中でも見立ての技法は他の技法と

の併用が多く重要技法と考えられた。もともと作品の大きさ，使用できる花材が限られ，立

花による風景の表現には困難があったと考えられ，たとえば『花王』では歌や詩の言葉の力

を借りて風景を表現していたが，見立ての出現によって風景の表現が可能になったとも考

えられた。 
時代の経過とともに見立ての技法による表現が具体化，多様化し，技法の成熟によって外

部の風景を立花の風景表現に取り入れる借景的技法が消滅し，実景を立花に描写する縮景

が生まれたと考えられる。同時に，見立ては，実景だけでなく精神世界を象徴的技法によっ

て表すという側面もあり，仏教，神話など同時代で共感できる表現から，個別の状況，心情

をふまえる表現へと変化していた。見立てによって立花における風景表現の内容が充実し
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た一方で，より広い幅で，かつ明快に風景表現を求める現代では，見立て表現を補うため，

役枝の誇張と省略などの技法を使用するようになったと考えられる。 

 

表－3－5－1第三章のまとめ 

  江戸初期以前 江戸中期 江戸後期 近代 現代  

池坊立花にみ

られる視距離

帯重視度の変

化及び風景認

識の変遷 

・役枝前後の配

置による遠・近

景を表現 

・役枝前後

の配置によ

る遠・近景

を表現 

・3 段の構

成による

遠・中・近

景を表現 

・中景表現の

重視 
・視距離帯の重

視点の判明不可

能，多様な表現   ・役枝ごとに

表現内容が規

定された 
・遠景表現の重

視 
・遠景に対

する認識が

安定した 

・中景の分

離，強化に

よる風景認

識の連続性

の促進 

・固定化された

表現パタ－ンを

打破し，新たな

風景認識が芽生

えた時期 

・役枝による遠

景の表現が見ら

れた 

・風景の連続

性に対する認

識が高い 
・近景表現

の重視 

・概論的な風景

認識 
    

・表現の固定

化 
  

池坊立花に使

用した植物に

みる風景表現

の特徴 

共通点：常緑針葉樹の種類には多様性がなく，限定された種類が様々な作品に繰り

返し用いられていた  

共通点：あしらいに植物の種類が多様であった 

共通点：植物の扱い方は立花が確立される前より現代まで受け継がれてきた 

共通点：時間スケールの演出も立花にみられた 

草創期のいけば

なは飾り花の性

格が強く，江戸

時代に風景表現

の性格が強くな

った 

江戸中期以降：1つの作品に同じ植物を複数箇所に用い，広がり

感と奥行き感の表現 

江戸中期以降：あしらいによる奥行き感と遠景の表現 

  
風景表現の

方法と役枝

の役割が確

立 

強化された象

徴的な風景表

現 

表現の主導性が

強い 

      

池坊立花にみ

る風景表現の

手法 

・見立て技法の成熟によって消

滅 
      

・補助的な風景表現技法 ・見立ての発展による減少 ・現代の新技法の補助とし

て出現 

・一番需要な技法 ・ほかの技法との併用が多い ・現代まで続き，時代とともに

進化 

・現代まで続き，従来の技法を受け継ぐ 

・補助的な風景

表現技法 
        

実・作庭技術の発展にもたらした風景表現の特例 ・現代まで続き，従来の技法を

受け継ぐ 

  
・現代まで続き，時代とともに進化 ・現代では役枝の誇張と

省略という新技法へ発展 
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第四章 池坊立花にみる風景観の形成と変遷 

１．本章における研究の背景と目的 

１－１．風景観と立花にみる風景認識と表現の様式 

１－２．池坊立花の思想の伝承方法と誤解にみる風景観 

２．池坊立花における風景観の形成と発展 

２－１．池坊立花の風景表現の様式の発展と「見立て」技法の貢献 

２－２．実景に対する池坊立花の風景認識にみる視距離帯の意味と風景観 

３．風景観の変遷論と池坊立花の風景観の特徴（試論） 

４．本章のまとめ 

５．引用文献 
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１．本章における研究の背景と目的 

本章では，立花の風景認識と風景表現の技法の発展過程を総括し，池坊立花の風景観につ

いて考察した。次に，池坊立花作品にみられる風景観と日本の社会が共有していた風景観と

比較し，両者の関係や差異を考察した。 
 
 
１−１．風景観と立花にみる風景認識と表現の様式 

既往研究にみられるように，風景観は個人レベルのものから，社会共通のレベルのものま

で，幅広く存在している。 
本研究における風景観形成のプロセスでは，まず個人レベルの風景観が生まれ，同じコミ

ュニティに所属される人々の交流によって，個人レベルの風景観は集団レベルになり，集団

レベルの風景観はほかの集団（コミュニティ）との交流によって階級レベルの風景観になり，

さらに階級レベルの風景観は社会共通風景観になると同時に，風景観は各レベル内とレベ

ル外の交流による形成され，時間の経過とともに常に変化していると考えられる（図－4－
1－1，再掲）。 

 

 

図－4－1－1再掲 風景観の形成モデル 
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第一章でレビューしたとおり，「人間は対象を単に視覚的に捉えるだけではなく，歴史的・

社会的な背景や個人的な体験等によって構造化された『ものの見方』を通じて対象を風景と

して認識」し，「複数の主体からなる集団において文化や歴史といった何らかの共通の背景

が存在する場合には，そこに共通な『ものの見方』が発生」する１)。言わば，この構造化さ

れた「ものの見方」こそ風景観であり，第三章でみたとおり，立花においても共通の「もの

の見方」があることが明らかとなった。 
本研究では，第二章において立花の役枝の発展と使用される植物の変遷を把握し，発展，

変化する立花の構造の中で風景認識を捉える方法論を提案した。また，第三章では，立花の

構成に示されている視距離帯の変遷，立花に使用された植物にみる風景表現の特徴及び立

花における風景表現の技法を把握，整理し，風景認識を立花に表現する技法には各時代の様

式があり，風景に対する見方があることを明らかにした。 
「人間は景観を描画する際には，かつて自分が体験･認識した環境の眺めを想起し，その

景観を構成する要素を一つずつ抽出して紙面へ描く｡これより環境の眺めを体験し認識し

ている状態を『景観認識』と呼び，景観描画には景観認識が反映されていると捉えることと

する。景観認識のうち強く認識されている要素は強調して描かれ，認識の弱い要素は描かれ

ない｡」2)という景観描画分析における知見がある。景観描画のように，池坊立花は制作者の

風景認識を反映している。すなわち，立花にみる風景認識と風景表現を分析することで，立

花制作者がどのような風景認識を持っているか明らかにすることができ，さらに制作者が

持つ風景観を推測できると考えられる。 

以上の風景に対する認識，表現の様式をモデル化すると図－4－1－2 のとおりである。池

坊組織のトップに立つ家元が風景を認識し，その認識を立花に表現するとともに，立花をた

てる技法と心得を花伝書と花形絵，あるいは口伝によって門弟へ伝達し，風景観を共有させ

る。 
 

 

 
図－4－1－2再掲 池坊立花にみる風景の認識と表現の模式図 
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１−２．池坊立花の思想の伝承方法と誤解にみる風景観 

池坊は家元制によって管理される組織であり，前節で述べたように，家元の思想は門弟た

ちに伝達され，縦軸と横軸の交流が流派内で実現し，さらには流派外との交流も行われる

（図－4－1－3）。しかし，流派内で門弟にのみ伝承する秘伝が多くあるため，流派外との

交流が盛んに行われていても，その真髄は外部に漏れることがなく，池坊立花の思想やその

意味は誤解されがちである。 
たとえば，池坊立花に関する従来の研究では，立花を「須弥山」の象徴として扱っていた。

大井 3)（1976）は，「立花は自然のままではなく，それを象徴化することによって， 理想

の世界を具現しようとした。それは須弥山であり，如来のごとく，あるいは菩薩のごとき仏

の姿（『立華時勢粧』） であり，宇宙万物の表現でもあった。」と述べ，また，「仏教の

聖地と目された須弥山をかたどって，七つの役枝によって，大自然をあらわしたのが立花」

と説いている。立花形式を須弥山形式といったのも，須弥山をかたどるにふさわしい円満完

備の構成をととのえたからで，二代専好は，『円正な形であらはし』とのべている。 それ

は，心を中心に正心，副，受，流枝，見越，前置の六つの役枝が調和均衡よく配置され，そ

れを統一的に球状にまとめた姿であり，『一瓶のうち無用の枝葉一つもなく』といった完全

無欠の構成」であると語っている。さらに，「こうした立花の秩序整然とした安定した形式

は，須弥山をかたどるばかりでなく，『心は君のごとく，六つの枝は臣のごとし。』といっ

た封建的秩序を反映したものであり，そこに儒教思想を内包していた。こうした儒仏の思想

を具現する媒体として，七つの役枝が，『格』として重んぜられ立花構成の基本となった。

これを面道具といい，さらに七つ道具とよんだ。とくに，立花が隆盛をきわめた元禄期を前

後して，『これが具らねば立華に非ず。』（「槐記」享保一五年一月二一日） というよう

に，七つ道具を不可欠な構成要素として立花は固定化した。したがって，それに繁雑な形式

も加わって立花の普及に限界があったものの，その豪華さは派手好みの富有な町人層に迎

えられ立花はますます華美となった。」と立花の宗教的意味と江戸期の役枝の発展と固定化

が理解されていた。 

しかし，本研究の第三章で明らかにしたように，立花を構成する役枝（道具）は江戸時代

初期から見越の省略や，役枝のデフォルメ的変化がみられていた。現在でも，池坊立花の普

及は限界があり，立花の技法を勉強できる門弟が限定しているものの，立花に代表される風

景的な意味の発信は流派という壁に遮断されていない。造園と日本庭園の鑑賞を例にすれ

ば，我々一般人は専門な造園技法を持っていなくても日本庭園を鑑賞できる。とくに，日本

庭園の専門書で造園の知識を勉強すれば，庭園が表現する内容をより深く理解できる。 
本研究では，池坊流派内に伝承されてきた秘伝の裏付けを探り，より正確的に池坊立花の

風景観の分析に努めた。池坊立花は遠景から中景，近景まで，重層的な空間スケ－ルで風景

を認識し，植物の使用と見立てなどの表現手法で風景を表現しており，理想郷だけでなく，

構造化された見方によって自然風景を認識し表現していた点について再評価する必要があ

る。 
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図－4－1－3池坊立花にみる風景の認識と表現の模式図 
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２．池坊立花における風景観の形成と発展 

２－１．池坊立花の風景表現の様式の発展と「見立て」技法の貢献 

第三章の結果から，池坊立花は作品の大きさ，使用する花材が限られるため，風景表現に

は限界があったと考えられるが，見立ての出現によって理想的な風景表現が可能になった

と考えられる。 
先述のとおり，『専応口伝』4)（1523）には「只小水尺樹を以て江山数程の勝概をあらわ

し，暫時頃剋の間に千変万化の佳興をもよをす」とある。「小木尺樹」は空間スケールと見

立て表現を表す言葉であり，「暫時頃剋」は時間スケールの見立て表現に用いられた。この

見立て表現は，時代の経過とともに具体化，多様化した。 
『花王』5)（1486）から当時の人々が祝祭行事，感情表現，住宅環境など人間活動の様々

な場面にいけばなを取り入れたことが窺え，庭などの人工的風景と山と水辺などの自然風

景の描写も見られたが，見立て表現はまだなかった。その後，『専応口伝』6)（1523）の風

景表現には見立ての意識が読み取れたが，この伝書では，風景表現よりもむしろ仏教，祝祭

などの精神的意味の表現が強く意図されていた。さらに，『仙伝抄』7)（1542）から，植物

が生育環境の特徴，遠近表現することが読み取れた。すなわち，山に生育する植物は山の風

景を表し，水辺に生育する植物は水辺の風景を表し，木物は遠方の景色を，草物は近辺の景

色を表現する見立て表現が現れた。 
さらに，時代を経て，江戸時代初期の『臥雲華書』8)（1630）では，野，森，岩根，谷，

嵐，峯，岡，川辺，川岸，深山の風景を象徴する植物を述べ，カシワ，ビワの類は遠山の景

色を表し，ヤマシダは深山の景色を表すなど，見立て表現の内容を充実させた。同中期，『立

華時勢粧』9)（1684）の「立花十体」で立花全体によって風景を表現し，近代に入ってビワ

を岩，草本植物を水の流れの象徴とするなど，風景表現の媒体は作品全体から植物へと具現

化された。 
現代では立花は「多種多様な植物によって自然風景を表現するいけばな様式である」10)と

定義されているが，故郷の思い出と風物詩などの生活風景の表現もみられた。 
以上の池坊立花の風景表現の様式の発展と「見立て」の技法の貢献から，池坊立花は見立

てによって風景表現を実現し，見立てによって見る者に連想させていたと考えられる。立花

の構成，植物の使用などの規則があり，立花において見立てが技法の中心となった観点から

言えば，鑑賞者にも立花に関する知識と素養が求められる。 
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２－２．実景に対する池坊立花の風景認識にみる視距離帯の意味と風景観 

1542年に相伝された『専応口伝』では，「この一流は野山水辺をのづからなる姿を居上

にあらはし，花葉をかざり，よろしき面かげをもととし，先祖さし初しより一道世にひろま

りて，都鄙のもてあそびとなれる也。」と自らの流派の特徴を主張した。同伝書では風景表

現に関する記述が少ないが，後に相伝された『臥雲華書』（1630）では，「野山水辺」の風

景を具体的に描写した。 
『臥雲華書』は「立華は，野山水辺，遠見の躰なり。」と述べ，「苔，枯枝取り合わせ，

余の木なしに桜ばかりなり（中略），吉野山の躰も，かく有りらむと，おぼしきように立つ

べし。」と吉野山の縮景表現について述べている。コケ，枯枝，サクラによって表現される

吉野山の風景は，吉野山の山頂から眺める風景ではなく，生活圏内から吉野山を眺望する風

景であった。さらに，「よろづ草木，生ひ出しより，冬枯れの様子をよく見て，その株あり

ありと立つべし。また水草，原草，山草，野草を見知りて，その風景をうつすべし」と身近

な植物を観察することを述べた。 
立花にみられた視距離帯を考えると，江戸初期の風景表現では遠景に重点が置かれてい

たと考えられるが，遠景，近景ともに空間に占める割合の分散が大きく，風景認識が安定し

たものではなかった。遠景に認識の重点を置いていたことは，山を眺望することと一致し，

空間に占める近景の割合の分散が大きいことは，身近な植物を積極的に表現しようとする

試行錯誤の結果と考えられる。また，「江山數程の勝槩」によって広い遠景域を想像させつ

つ，「野山水辺おのづからなる姿」によって近景域が表現され，遠景と近景とが表現されて

いることが読み取れる。さらに，『臥龍華書』の見越に関する記述からは，遠景への認識と，

役枝による視距離を表現する意識が読み取れた。これらの花伝書からは概論的な風景認識

しか読み取れなかったことを踏まえると，室町時代から江戸時代中期にかけては風景表現

の模索期と考えられ，風景認識に関しても固定的ではなかったと考えられる。 
江戸時代中期の花書『立華正道集』11)では「江山千里」の遠景表現と「四季の変化木草の

出生」の近景表現，「だんのつつじ」では山と花を写す遠景と近景の表現を読み取れる。他

方，「立花十体」では「野澤体（野原の風景の表現）」「池中体（水景）」「山頭有草体（山

のてっぺんに草本植物が生えている景色）」「山下有竹体（山麓に竹林が生えている景色）」

において近景を意識した風景表現を把握できた。役枝の変化によって近景の広がりが増え

たことにあわせると，この時期の風景認識の重点は近景へ移行したと考えられる。同時に，

この時期，遠景の広がりに関する分散が小さくなることから，遠景に対する認識が安定した

可能性を指摘できる。 
江戸時代後期には，中景の分離，強化により風景表現の連続性，ひいては風景認識の連続

性が促進されたことが考えられる。また，江戸時代中期から後期にかけては，花書に風景表

現の分類など具体的な風景描写が見られるようになっており，風景表現の発展期と考えら

れる。 
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近代は，中景表現を重視する傾向が見られ，風景の連続性に対する認識が高まったことが

考えられる。この時期には，立花の各役枝によって遠い山から近い集落までそれぞれの風景

表現が詳細に規定され，風景表現の成熟期と考えられるが，一方で表現がパタ－ン化され，

固定化された点を指摘できる。 
現代は，花形絵の遠景，中景，近景が空間的に広がり，分散も大きかったことから，この

時期は明治期に固定化された表現パタ－ンを打破し，新たな風景認識が芽生えた時期と考

えられる。 

以上から，実景に対する池坊立花の風景認識にみる視距離帯の意味と風景観を総括する

と，池坊立花は単に植物そのものの表現のみならず，遠景から中景，近景まで，重層的な空

間スケ－ルで風景を認識していたと考えられる。立花の草創期である室町時代の花伝書に

は，実在する風景の表現技法を多数記載しており，とくに池坊立花の基本理念を築いた『専

応口伝』も立花は「野山水辺」の景色を表現すると述べ，人間と自然との親密な関係を示し

ていた。また，眺めた山の姿や，里山からの山の中の景色，野原の景色など生活の中の「風

景」を立花に取り込んでいたことが考えられる。 
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３．風景観の変遷論と池坊立花の風景観の特徴（試論） 

ここでは，小泉 12)（2002）の研究結果を用いて，池坊立花の風景観と日本社会共通風景

との相違を検討したい。 
小泉は室町時代に入ると，日本人の風景観には仏教の影響が強まり，とくに末法思想が行

き渡り，人々は無常観にとらえられるようになった。また，一遍や道元のもろもろの欲や執

着をすべて捨て去るべきだという思想の影響もあって，「枯れの美」が日本人の美意識の前

面に出てくるようになったと指摘している。このような考え方は，色を否定した水墨画 や，

花・木・水を否定した枯山水の庭園となって現れた。 
この時期は，第 2 章で述べたとおり，花伝書から強い仏教の影響を読み取ることができ

た。『花王』における「枯れ木」の使用，『専応口伝』における「破甕に古枝」もその影響

と考えられる。 
時代を経て江戸時代に入ると，日本人の風景観も変化する。植物や花鳥風月だけでなく，

海や川，渓谷，滝などといった大きな風景にも，美しさを感じる人物が現れてきた。しかし，

春斉（1643）の日本三景と百井塘雨（1774）の本朝十二景にあげられた名勝はすべて海の

風景であり，山岳など内陸の風景はあげられていない。 
一方，池坊立花では室町時代から「野山水辺」の風景を表現する姿勢がある。例えば，『仙

伝抄』は「古今遠近」について，「ゑんきんとは，うしろに野を見せまへに山を見る。これ

をきらふなり，うしろに山を見前に野を見べし。そふじて，ゑんきんとたつる花は，うしろ

に山の心を立てまへに野をたて，うしろの山をへつらわずたてべし」と述べ，遠方の景色と

身近の景色を意識して表現し，『臥雲華書』は「立華は，野山水辺，遠見の躰なり。」と述

べ，吉野山と高雄山を縮景する表現も現れた。このように，池坊立花では三景や本朝十二景

等の風景論とは異なり，早くから山の美が認識されていた。とくに，池坊立花に表現される

山の風景は，名山に登って頂上から眺める風景ではなく，生活圏内から眺望する山の姿や，

里山に入っている時に見た山の中の景色など生活の中の「山の風景」を立花に取り込んでい

た。 
また，画家の葛飾北斎や安藤広重などは，大胆な構図で，山や渓谷や滝や波を大きく変形

させて日本各地の風景を浮世絵にダイナミックに表現した。二人の絵は大胆で奥行きがあ

り，遠近法が用いられているが，現実の自然をよく観察して写し描いたというより，頭の中

にある観念的・類型的なものを描いたとの意見があり，この点については，池坊立花の風景

表現と類似性がみられた。 
明治期から始まる近代では，日本人の風景観は大きく変貌し，高山や渓谷，渓流，高山植

物のつくる花畑，草原，雪渓，多島海と青い海，岩礁海岸，サンゴ礁とそこに棲む無数の魚

の群れなど，自然の風景そのものを素晴らしいものとみなす風景観に変わる。 
一方，この時期の池坊立花では，室町時代からの風景観を引きずって，特殊な風景を「伝

花」として表現しているとともに，山の風景表現を極めていた。例えば，「七一色」の中の

松一色，桜一色，紅葉一色はそれぞれ山の風景を表現し，燕子花一色と蓮一色は水辺の景色
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を表現している。立花構成の定型化と制作技法の進歩とともに，風景表現の内容がより明確

にされていた。江戸時代のように，池坊は自然をよく観察しているにもかかわらず，そのま

まの自然風景を写し取るではなく，『萬相一瓶ノ圖』にみせるような観念的・類型的なもの

であった。 
小泉は「第二次世界大戦以降，日本人の風景観に著しい変化はない」と指摘したが，池坊

立花の風景観では，近代以降に大きな変化を見て取ることができた。たとえば，概念的に山

の風景を表現する近代の風景観に対して，現代では海浜，海底，夕焼け，名月など，近代ま

でに表現の対象とされてこなかった風景を表現するようになった。また，故郷の思い出や風

物詩など個性的な風景も表現の対象となった。 
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４．本章のまとめ 

本章では，立花の風景認識と風景表現の技法の発展過程を総括し，池坊立花の風景観につ

いて考察し，池坊立花の風景観における見立て表現と生活圏内の眺望を含む身近な風景が

重視されることが明らかにされた。 
立花の歴史を振り返ると，草創期の立花は飾り花の性格が強く，江戸時代に入って風景表

現の性格が強くなっていた。とくに，立花の表現にみられる視距離帯別の風景の認識の重点

は，江戸時代初期の遠景から同中期の近景へ移行し，同後期の中景の分化によって，近景か

ら遠景まで連続し奥行きのある風景を表現していた。近代に入ると，立花の構成の固定化と

ともに象徴的風景の表現が強化され，現代では，視距離帯の認識と表現は多様化し，立花は

多様な風景を表現するようになっていた。このように，立花の構成の発展によって立花が表

現する風景観は時代とともに変遷していた。 
また，小泉がまとめた日本人の風景観との比較によって，両者の相違点を明らかにした。 
室町時代では，池坊立花の風景観も日本人の風景観も仏教の影響が強く，「枯れの美」の

美意識を現れた。この時期から，山の風景が池坊立花の表現対象となっていたが，一般社会

の風景観では，山岳など内陸の風景より，海景が好まれていた。 
池坊立花に表現される山の風景は，名山に登って頂上から眺める風景と違って，生活圏内

から眺望する山の姿や，里山に入っている時に見た山の中の景色など生活の中の「山の風景」

を立花に取り込んでいた。また，現実の自然をそのまま写して表現するのではなく，観念的・

類型的なものを立花の形式による表現していた。 
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第五章 まとめ 

１．論文のまとめ 

２．今後の課題 
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１．まとめ 

池坊は室町時代に結成され，日本における最も歴史の長いいけばな流派であり，多種多様

な植物によって自然風景を表現する「立花」と呼ばれるいけばな様式を作り上げた。 
立花を記録している史料として，立花の制作方法などを記録した花伝書と花書および立

花を写実的に描く花形絵が伝承されていた。 
本研究では，花伝書，花書を解読した上で花形絵を分析し，池坊立花の風景表現とその歴

史的変遷を明らかにすることを企図した。具体的な研究目的は， 
（１）第 1 章立花の役枝，使用される植物，立花の表現内容から構成の発展過程を把握，整

理し，風景表現の変遷を把握する枠組みを提示すること 
（２）立花の構成，素材，表現技法に着目し，立花の風景表現の特徴と変遷を明らかにする

こと 
（３）立花の風景認識と風景表現の技法にみる風景観について論じ考察すること 
の３点である。 

 
目的（１）については，室町時代から現在までの池坊系統の花伝書と花書から立花の表現

内容，構成に関する記述を抽出し，整理した。また江戸時代初期から残されていた花形絵か

ら写実的に描かれた立花の構成と立花に使用した植物の種類を把握した。その結果以下の

点が明らかになった。 
まず，立花の意味について，草創期の立て花は飾り花の性格が強く，江戸時代に風景表現

の性格が強くなり，江戸後期の立花構成の安定とともに風景表現の方法と役枝の役割が確

立したと考えられた。また，近代に立花の構成が固定化され，象徴的な風景表現が強化され

た。このように立花が表現する意味は時代とともに変遷した。 
次に，立花の構成では，室町時代の「真」と「下草」による構成された立て花は，室町時

代に７つの役枝に発展し，江戸時代に９つの役枝が完成された。また，江戸時代にあしらい

が出現し，あしらいの分化と役枝の発展とともに立花構成の完成に貢献したと考えられた。

近代には役枝の変化は少なくなり立花の構成が固定化され，現代は近代よりも自由になり，

作品に役枝の誇張と省略が取り入れられて表現の主導性が強くなったと考えられた。 
最後に，構成の完成とともに，立花に用いられる植物が多様化した。立花には常緑針葉樹

とりわけマツが多く用いられ，次いで落葉広葉樹が用いられていた。しかし，用いられた常

緑針葉樹の種類には多様性はなく，限定された種類の植物が歴史を引き継いで様々な作品

に用いられていた。立花が確立される以前から，制作目的と植物の状態によって植物の使い

分けが行われ，立花構成の確立以後においては，植物の多様な部位，それらの異なる状態が

制作意図を持って使用されていた。さらに，シャレボク（晒木）など採取直後の生の植物で

はない素材の使用も立花構成の確立以前からみられ，現代に至っていた。 
 



 

 170 

目的（２）については，まず，池坊立花における風景表現の技法を明らかにするため，現

在に至るまでの立花における風景認識の変遷について検討した。次に，立花の構成素材であ

る植物に着目し，立花作品に使用された植物の種類，形態，配置と風景表現の内容の関係性

を明らかにした上に，立花における各視距離帯別の植物の配置から，江戸時代から現在に至

るまでの風景表現の変遷を考察した。最後に，立花における風景の表現技法に着目し，その

内容と歴史的変遷を把握した上で，造園技法の用語を援用し，立花の風景表現技法と造園技

法との関連性を検討した。その結果以下の点が明らかになった。 
まず，立花の構成に表現される遠景から近景までのそれぞれの視距離帯の風景認識を取

り上げ，その風景認識にみられる空間的広がり，注視対象，連続性について時代による変遷

を把握，整理した。また，江戸時代の初期と中期では，立花の役枝の前後の配置によって遠

景と近景が表現されていた。とくに，同初期の風景表現では遠景に重点が置かれていると考

えられたが，その風景認識は安定したものではなかった。さらに，花伝書から概括的な風景

認識しか読み取れなかったことをふまえると，江戸時代初期から同中期にかけては風景表

現の模索期と考えられた。加えて，この中期にみられた花書の風景表現の描写と立花の役枝

の変化を考慮すると，同中期の風景認識の重点は近景へと移行し，遠景に対する認識が安定

したと考えられた。同後期には，中景の分離，強化により風景認識と風景表現において連続

性が確保，維持されたと考えられた。江戸時代中期から後期は，花書に風景表現の分類など

具体的で新しい風景描写の技法が現れており，風景表現の発展期と考えられた。近代に入る

と，中景表現と風景の連続性を重視する傾向がみられ，立花の各役枝によって遠い山から近

い集落までのそれぞれの風景表現の手法が詳細に規定され，風景表現の技法の成熟期と考

えられたが，その一方で，表現は定式化，固定化されていた。現代では，近代に固定化され

た表現型式を打破し，新たな風景認識が芽生えた時期と考えられた。小括すると，立花は遠

景から中景，近景まで，重層的な空間スケ－ルで風景を認識していたことが示された。 
次に，立花に使用された植物の種類と配置が表現する風景的意味を把握，整理した。各時

代の立花に使用される植物は，山の風景と仏教的心象風景の両者を表現する常緑針葉樹の

割合が最も多かった。一方，使用される植物とその配置の原理，原則は，立花の発展過程の

歴史に通底するものと変化するものがあった。特殊な表現を除けば，江戸時代初期には一つ

の作品中に同種の植物を 1 箇所にのみ用いていたが，同中期からは複数箇所に用いるよう

になり，空間的広がりのある風景表現，近景から遠景までの奥行きのある風景表現が創造さ

れていたと考えられた。花材の種類を役枝とあしらいの別に比較すると，後者で種類に多様

性があった。また，あしらいに高木の常緑針葉樹が用いられたことは遠景を作品に取り入れ

る遠近表現の手法の一つと考えられた。 
最後に，造園用語を援用し，立花の風景表現の技法を，①自然，生活環境などの象徴的風

景，精神世界の心象風景と季節を表現する「見立て」，②名所などの実在する場所を模倣す

る「縮景」，③作品の外部空間，素材を立花に連携させ，外部の風景要素を取り入れる「借

景」，④言葉や立花の構成，役枝のデフォルメ的変化によって風景を表現し，造園用語に類
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似性を見出せない「その他」の４つに区分して把握，整理した。室町時代に見立て，借景，

言葉による風景表現，自然に従う，作庭に倣うなどの表現技法が立花に取り入れられたが，

現代まで引き継がれているのは見立て，自然に従うの２つの技法である。見立ては他の技法

との併用が多く重要技法と考えられ，江戸時代から現在まで継承されていた。また，江戸時

代にみられた立花の構成と役枝の発展は，近代の各役枝に風景的意味を持たせる見立て表

現の確立の礎と考えられた。現代では，近代まで伝承された技法が引き継がれ，役枝の誇張

と省略という新たな役枝のデフォルメ的変化，作者の心象風景を象徴する花形，言葉で風景

を表現するなど，風景表現の技法の発展がみられた。 
 
目的（３）ついては，第三章で明らかにした池坊立花の風景認識と風景表現の技法の発展

過程を総括し，池坊立花の風景観について考察した。その結果以下の点が明らかになった。 
歴史を概括すると，草創期の立花は飾り花の性格が強く，江戸時代に入って風景表現の性

格が強くなっていた。とくに，立花の表現にみられる視距離帯別の風景の認識の重点は，江

戸時代初期の遠景から同中期の近景へ移行し，同後期の中景の分化によって，近景から遠景

まで連続し奥行きのある風景を表現していた。近代に入ると，立花の構成の固定化とともに

象徴的風景の表現が強化され，現代では，視距離帯の認識と表現は多様化し，立花は多様な

風景を表現するようになっていた。このように，立花の構成の発展によって立花が表現する

風景観は時代とともに変遷していた。 
歴史的には，池坊立花に表現される風景は山の風景に集中するが，山頂に視点を置く風景

ではなく，生活域や里山を視点とする風景など，生活の場から眺める「山の風景」である。

しかし，作品の大きさ，使用する花材が限られる立花の風景表現には限界があり，見立ての

出現によって新たな風景表現が可能になったと考えられた。 
見立ては，時代の経過とともに具体化，多様化し，技法の成熟によって外部の風景を立花

の風景表現に取り入れる借景的技法が消滅し，実景を立花に描写する縮景が生まれたと考

えられた。同時に，見立ては実景だけでなく精神世界を象徴的技法により表現し，仏教，神

話など同時代で共感できる風景表現から時代を経て個別の状況，心情をふまえる表現へと

変化していた。現代では，より幅広く，明快に風景を表現するようになり，見立ての表現技

法を補うため役枝に誇張，省略などの技法が用いられるようになったと考えられた。 
自然風景を人間の生活に取り入れて表現する点で作庭と立花には共通性がみられるもの

の，立花では見立てを技法の中心に位置づけて風景表現を実現し，実在する風景を直接に表

現するのではなく，見立てによって風景を連想させることが重要である。立花で見立てが技

法の中心となった観点から言えば，作庭との間に共通点を見出せる一方で，借景の技法の例

は少なく，実物との関係性を発展，継承できなかったと考えられ，操作対象として実際の土

地を扱う作庭とそうでない立花とで表現に相違がみられた。また，立花によって風景を表現

し風景観を伝える上では鑑賞者に立花に関する知識と素養が求められるが，この点は写意

庭園の鑑賞と同じと考えられた。 



 

 172 

２．今後の課題 

本論文では，花伝書と花書及び花形絵と作品写真などの文献調査によって行われ，池坊立

花の風景表現の技法と風景観の歴史的展開を考察したが，今日（1997年以降）の池坊立花

に関する考察はまだ行われていない。また，立花を扱う池坊人に対するアンケート調査及び

ヒアリング調査で立花の風景表現の技法と風景観の認識度の確認は今日の課題の一つであ

る。 
本研究は立花に表現される風景認識に着目したが，表現形としての立花の構成の変化を

もとに各時代の風景認識を読み取っているが，こうした立花の構成の変化は，技法や道具の

進展なども関わっている。これらの関連については今後の課題としたい。また，江戸後期に

「遠近法」が日本にもたらされ，同時代の絵画等にも中景表現が立ち現れている。立花にお

ける中景の分離もこのような時代背景の影響を受けている可能性があるが，和歌，絵画など

他の風景表現手法との比較検討も今後の課題である。 
最後に，本研究では立花に使用した植物と日本庭園の植栽との相違点に触れ，造園用語を

引用して立花の風景表現手法を解釈した。立花に表現する風景の意味を伝えるため鑑賞者

に立花の知識を求めるが，この点は写意庭園の観賞と同じであり，写意庭園では意味を理解

するために造園に関する知識と教養が求められる。立花にみる風景表現の研究をさらに深

化させるためには，立花と庭園の比較論が必要であるが，このあたりは今後の課題である。 
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付録一 各時代の胴作りに使用された植物 

 

時
代 
江戸初期(作品数：
80) 

江戸中期(作品数：
89) 

江戸後期(作品数：
87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：69) 

常
緑
針
葉
樹 

 イブキ(3)       

   3/89       
常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

 ツゲ(2)，ビワ(2)       

   4/89       
通
用
物 

        

          
陸
生
草
物 

キク(1) 
キク(1)，ヒオウギ
(1)  

      

  1/80 2/89       
水
生
草
物 

        

          

そ
の
他 

イブキ，カキツバ
タ，ビワ，シャシャ
ンボ(1)，イブキ，カ
シワ，コケボク，キ
ク，アオイ(1)，イブ
キ，カシワ，シャク
ヤク，セキチク，シ
ャガ，シャレボク，
シャシャンボ(1)，
イブキ，カシワ，ビ
ワ，コケボク，サカ
キ，ツゲ(1)，イブ
キ，クサソテツ，ビ
ワ，ツゲ，コケボク，
ヒノキ(1)，イブキ，
クヌギ，ビワ，マツ，
コケムス，シャシャ
ンボ(1)，イブキ，シ
ャガ，シャクヤク，
ヒノキ，シャガ，カ
シワ，ナツハゼ(1) 

イブキ，ビワ(14)，
ツゲ，ビワ(10)，ツ
ゲ，ヒオウギ，ビワ
(5)，マツ，ビワ(4)，
ツゲ，ヒオウギ(3)，
ツゲ，ヒオウギ，カ
シワ(3)，タケ，ヒオ
ウギ，ビワ(2)，ツ
ゲ，ビワ，ヒオウギ
(2)，ナツハゼ，ビワ
(2)，ハス，ヒオウギ
(2)，マツ，コケボク
(2)，イブキ，カシ
ワ，ヒオウギ(1)，イ
ブキ，ヒオウギ(1)，
イブキ，ヒオウギ，
ビワ(1)，イブキ，ビ
ワ，シャレボク(1)，
カキツバタ，ヒオウ
ギ(1)，シャガ，ニホ
ンズイセン(1) 

      

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された胴作り 

次のページへ続く 
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時
代 
江戸初期(作品数：
80) 

江戸中期(作品数：
89) 

江戸後期(作品数：
87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：69) 

そ
の
他 

イブキ，シャガ，ビ
ワ，シャシャンボ，
クヌギ，コシダ(1)，
イブキ，ツゲ，コケ
ボク，ビワ，ヒノキ
(1)，イブキ，ツゲ，
シャレボク，シャシ
ャンボ，ヒノキ(1)，
イブキ，ツゲ，ビワ，
ヒノキ，シャガ(1)，
イブキ，ツツジ，ビ
ワ(1)，イブキ，ツバ
キ，ニホンズイセ
ン，ビワ(1)，イブ
キ，ニホンズイセ
ン，コケボク，ヒサ
カキ，ビワ(1)，イブ
キ，ニホンズイセ
ン，ヒノキ(1)，イブ
キ，ヒノキ，シャガ，
ツゲ，コシダ，ビワ
(1)，イブキ，ビワ，
ニホンズイセン
(1)，イブキ，ビワ，
ニホンズイセン，ヒ
ノキ，クサソテツ，
シャレボク，ウメ
(1)，イブキ，ビワ，
ヒノキ，ツバキ，マ
ツ，モモ(1)，イブ
キ，ビワ，ヒノキ，
マツ，カキツバタ，
シャガ(1)，うす，キ
ク，イブキ，ヒオウ
ギ，クヌギ，ヒノキ
(1)，カキツバタ，ビ
ャクシン，シャガ，
マツ(1) ，カシワ，
カナメ，ビャクシ
ン，セキチク，クヌ
ギ，シャクヤク(1)，
カシワ，キク，ヒノ
キ，ヒオウギ，ナツ
ハゼ(1)，カシワ，ヒ
オウギ，ヌルデ，キ
ク(1)，キク，ビワ，
マツ，イブキ，ヒオ
ウギ(1)，キク，マ
ツ，カシワ(1)，クヌ
ギ，イブキ，ヒノキ，
ビワ，シャガ(1) 

シャクヤク，シャレ
ボク，ヒオウギ(1)，
シャレボク，ヒオウ
ギ(1)，タチアオイ，
ヒオウギ，ツゲ(1)，
ツゲ，イブキ，コケ
ボク，ヒオウギ(1)，
ツゲ，イブキ，ヒオ
ウギ(1)，ツゲ，イブ
キ，ビワ(1)，ツゲ，
イブキ，ビワ，シャ
レボク(1)，ツゲ，ナ
ツハゼ，ヒオウギ，
ビワ(1)，ツゲ，ヒオ
ウギ，シャクヤク
(1)，ツゲ，ヒノキ，
ユリ(1)，ツゲ，ビ
ワ，コケボク(1)，ツ
ゲ，マツ，シャレボ
ク，ヒオウギ(1)，ツ
ゲ，マツ，ビワ(1)，
ニホンズイセン，シ
ャガ(1)，ヒオウギ，
ツゲ(1)，ヒノキ，ビ
ワ(1)，ビワ，イブ
キ，シャレボク(1)，
ビワ，イブキ，ヒオ
ウギ(1)，ビワ，シャ
クヤク(1)，ボタン，
ヒオウギ，ビワ(1)，
マツ，シャクヤク
(1)，マツ，シャクヤ
ク，シャレボク(1)，
マツ，シャレボク，
ビワ(1)，マツ，ヒオ
ウギ(1)，マツ，ビ
ワ，シャレボク(1) 

      

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された胴作り 

次のページへ続く 
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時
代 
江戸初期(作品数：
80) 

江戸中期(作品数：
89) 

江戸後期(作品数：
87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：69) 

そ
の
他 

クヌギ，ツバキ，ヒ
ノキ，コシダ，ニホ
ンズイセン(1)，ク
ヌギ，マツ(1)，クヌ
ギ，モモ，ヒノキ，
マツ(1)，コガシワ，
キク，マツ，ヒノキ，
ススキ(1)，コケボ
ク，イブキ，ツゲ，
ヒノキ(1)，コケボ
ク，シャシャンボ，
イブキ，ウメ，シャ
ガ，ヒノキ(1)，コケ
ボク，ヒノキ，(1)，
コケボク，マツ(1)，
コケボク，マツ，ヒ
ノキ(1)，コナラ，シ
ャレボク，ビャクシ
ン，カシワ，ツゲ
(1)，コナラ，ヒノ
キ，コシダ(1)，シオ
ン，アオイ，キリン
ソウ，ヒオウギ(1)，
シャガ，ニホンズイ
セン(1)，シャガ，ニ
ホンズイセン，ネ
ズ，イブキ(1)，シャ
ガ，ヒノキ，イブキ，
クヌギ，オウバイ，
マツ(1)，シャガ，ワ
スレグサ，ニホンズ
イセン(1)，シャク
ヤク，ツゲ，コガシ
ワ，シャガ，ビャク
シン，カキツバタ
(1)，シャレボク，キ
ク，ツマシロ，シャ
ガ(1)，ツゲ，アセ
ビ，カナメ，ビワ，
コシダ(1)，ツゲ，シ
ャレボク，カシワ，
ビワ，イブキ，ツバ
キ，カナメ，コシダ，
ニホンズイセン，ア
セビ(1)，ツゲ，ツバ
キ，コナラ，ヒノキ
(1)，ツゲ，ニホンズ
イセン，ウメ，ヒノ
キ，クヌギ(1) ，ツ
ゲ，ヒノキ，ビワ，
コケボク ， ビ ワ
(1) ，ツゲ，ビワ，
イブキ(1) 

       

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された胴作り 

次のページへ続く 
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時
代 
江戸初期(作品数：
80) 

江戸中期(作品数：
89) 

江戸後期(作品数：
87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：69) 

そ
の
他 

ツゲ，ビワ，シャ
ガ，ツマシロ(1)，
ツゲ，ビワ，マツ
(1)，ツゲ，マツ，
ツツジ，シャガ
(1)，ツツジ，コシ
ダ，ヒノキ，マ
ツ，ビワ，センノ
ウゲ，シャガ(1)，
ツマシロ，イチハ
ツ，ツツジ，イブ
キ(1)，ニホンズイ
セン，ヒノキ(1)，
ニホンズイセン，
ワスレグサ(1)，ハ
クチョウゲ，ビ
ワ，ヒノキ，シャ
クヤク，カキツバ
タ(1)，ハス，ワス
レグサ，シャガ，
シオン，ヒオウギ
(1)，ヒオウギ，カ
シワ，イブキ，シ
ャシャンボ，ヤハ
ズソウ，キク(1)，
ヒノキ，ビワ，カ
ナメ(1)，ビャクシ
ン，キク，カシ
ワ，ヒノキ，ビワ
(1)，ビャクシン，
コケボク，ヒノキ
(1)，ビャクシン，
ツバキ，ヒノキ
(1)，ビャクシン，
ビワ，ニホンズイ
セン(1)，ビャクシ
ン，ボタン，ツツ
ジ，ツツジ，ビワ
(1)，ビワ，イブ
キ，ツツジ，コシ
ダ(1)，ビワ，イブ
キ，ハクモクレン
(1)，ビワ，イブ
キ，ヒノキ，クサ
ソテツ，ウメ
(1) ，ビワ，イブ
キ，ヒノキ，杉，
ツツジ，ヌルデ
(1)，ビワ，コケボ
ク，ニホンズイセ
ン，カナメ，ツツ
ジ，コナラ，シャ
ガ，ツゲ(1) 

       

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された胴作り 

次のページへ続く 



 

 177 

 

時
代 
江戸初期(作品数：
80) 

江戸中期(作品数：
89) 

江戸後期(作品数：
87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：69) 

そ
の
他 

ビワ，シャシャン
ボ，ビャクシン，
コシダ(1)，ビワ，
ツゲ，カナメ，ヒ
ノキ，ニホンズイ
セン(1)，ビワ，ツ
バキ，シャシャン
ボ(1)，ビワ，ヒノ
キ，ツツジ(1)，ビ
ワ，ビャクシン，
カシワ，シャレボ
ク(1)，マツ，コケ
ボク，ヒノキ，ク
サソテツ，イブ
キ，クヌギ(1) 

       

  79/80 80/89       

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された胴作り 
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付録二 各時代の胴作りのあしらいに使用された植物 

 

時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

  マツ(2)       

    2/89       
常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

  ナツハゼ(2)       

           
通
用
物 

         

           
陸
生
草
物 

  

ニホンズイセン
(2)，キキョウ
(1)，ヒオウギ
(1) 

      

    4/89       
水
生
草
物 

         

           

そ
の
他 

  

カナメ，ニホンズ
イセン，ヒノキ
(2)，ツゲ，カナ
メ，ニホンズイセ
ン，ヒノキ，マツ
(2)，ナツハゼ，セ
ンノウゲ，マツ
(2)，カキツバタ，
カナメ(1)，カキ
ツバタ，ヒメユ
リ，タチアオイ
(1)，カナメ，キ
ク，ビワ，ヒノキ
(1)，カナメ，シャ
ガ，ニホンズイセ
ン(1)，カナメ，ツ
ツジ，マツ(1) 

      

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された胴作りのあしらい 

次のページへ続く 
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時

代 

江戸初期(作品数：

80) 

江戸中期(作品数：

89) 

江戸後期(作品数：

87) 

近代(作品数：

42) 
現代(作品数：69) 

そ

の

他 

  

カナメ，ニホンズイ

セン，シャガ，ヒノ

キ(1)，カナメ，ニホ

ンズイセン，ヒオウ

ギ，ナンテン(1)，カ

ナメ，ニホンズイセ

ン，ヒノキ，シャガ

(1)，カナメ，ニホン

ズイセン，ビワ，マ

ツ，シャガ(1)，カナ

メ，ニホンズイセ

ン，マツ(1)，カナ

メ，ニホンズイセ

ン，マツ，ヒオウギ

(1)，カナメ，ヒノ

キ，マツ(1)，カナ

メ，ヒノキ，マツ，

ニホンズイセン，ウ

メモドキ(1)，カナ

メ，マツ，カキツバ

タ(1)，カナメ，マ

ツ，シャガ，ニホン

ズイセン，ヒノキ，

クヌギ(1)，カナメ，

マツ，ニホンズイセ

ン，ヒノキ，オガル

カヤ(1)，キキョウ，

センノウゲ，オミナ

エシ(1)，キキョウ，

タチアオイ(1)，キ

ク，カキツバタ，マ

ツ(1)，キク，カナメ

(1)，キク，ヒオウ

ギ，キク，シャガ

(1)，ギボウシ，カキ

ツバタ(1)，クヌギ，

ニホンズイセン

(1)，コガシワ，オガ

ルカヤ，ヒオウギ，

キク(1)，コガシワ，

キク，マツ，ヒノキ

(1)，シモツケ，ヒノ

キ，ヒメユリ(1)，シ

ャガ，カナメ，クヌ

ギ，ヒノキ(1)，シャ

ガ，キク，ケイトウ

(1) 

      

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された胴作りのあしらい 

次のページへ続く 
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時

代 

江戸初期(作品数：

80) 

江戸中期(作品数：

89) 

江戸後期(作品数：

87) 

近代(作品数：

42) 
現代(作品数：69) 

そ

の

他 

  

シャガ，ニホンズイ

セン(1)，シャガ，ニ

ホンズイセン，ヒノ

キ，カナメ(1)，シャ

ガ，ニホンズイセ

ン，マツ(1)，シャ

ガ，ヒノキ，マツ，

クヌギ(1)，センノ

ウゲ，キキョウ，ヒ

ノキ，カキツバタ

(1)，センノウゲ，キ

キョウ，ヒノキ，ク

ヌギ(1)，センノウ

ゲ，マツ，キキョウ

(1)，タチアオイ，ヒ

メユリ，カナメ(1)，

ツゲ，センノウゲ，

キキョウ，ウメモド

キ(1)，ツゲ，ヒノ

キ，カキツバタ，マ

ツ(1)，ツゲ，マツ，

ニホンズイセン，モ

ミジ(1)，ツゲ，マ

ツ，ヒノキ，クヌギ，

ニホンズイセン

(1)，ツツジ，ヒオウ

ギ，カキツバタ(1)，

ナツハゼ，カキツバ

タ，(1)，ナツハゼ，

カナメ，キク(1)，ナ

ツハゼ，キキョウ，

センノウゲ(1)，ナ

ツハゼ，キキョウ，

センノウゲ，マツ

(1)，ナツハゼ，キク

(1)，ナツハゼ，キ

ク，カキツバタ(1)，

ナツハゼ，キク，コ

ガシワ，ヒノキ(1)，

ナツハゼ，コガシ

ワ，キク，ヒオウギ

(1)，ナツハゼ，セン

ノウゲ，カキツバ

タ，マツ，ヒノキ

(1)，ナツハゼ，ヒオ

ウギ，ビワ，シャク

ヤク(1) 

      

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された胴作りのあしらい 

次のページへ続く 
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時

代 

江戸初期(作品数：

80) 

江戸中期(作品数：

89) 

江戸後期(作品数：

87) 

近代(作品数：

42) 
現代(作品数：69) 

そ

の

他 

  

ナツハゼ，マツ，ヒ

オウギ，カキツバタ

(1)，ナツハゼ，マ

ツ，ヒオウギ，セン

ノウゲ，ユリ，ヒノ

キ，キキョウ(1)，ナ

ツハゼ，マツ，ヒオ

ウギ，ツツジ(1)，ニ

ホンズイセン，クヌ

ギ(1)，ニホンズイ

セン，ヒオウギ，ヒ

ノキ，カナメ(1)，ニ

ホンズイセン，ヒノ

キ，カナメ(1)，ニホ

ンズイセン，マツ，

カナメ(1)，ニホン

ズイセン，マツ，ヒ

ノキ(1)，ヒノキ，キ

ク，シャガ(1)，ヒノ

キ，ツツジ(1)，ヒノ

キ，ニホンズイセ

ン，マツ，カナメ

(1)，ヒノキ，ユリ，

シャレボク(1)，ヒ

メユリ，ユリ，カキ

ツバタ，マツ(1)，マ

ツ，カナメ，ニホン

ズイセン(1)，マツ，

クヌギ，ニホンズイ

セン，ヒノキ(1)，マ

ツ，シャガ，カシワ，

ワスレグサ(1)，マ

ツ，ニホンズイセン

(1)，ユリ，カキツバ

タ，ヒメユリ(1) 

      

    75/89       

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された胴作りのあしらい 
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付録三 各時代の胴に使用された植物 

 

時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

    
イブキ(27)，マ
ツ(13)，ラカン
マキ(1) 

イブキ(25)，マ
ツ(2)，ヒノキ
(1) 

イブキ(11)，マ
ツ(2) 

      41/87 28/42 13/69 
常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

    ツゲ(27) 
ツゲ(8)，ウメ
モドキ(2) 

モミジ(3)，ウメ
モドキ(2)，ナツ
ハゼ(2)，ツツジ
(1)，シャクナゲ
(1)，スモークツ
リー(1) 

      27/87 10/42 10/69 

通
用
物 

    
アジサイ(2)，タ
ケ(1)，ボダン
(1) 

ボダン(1) 

アジアンタム
(1)，アジサイ
(1)，ボダン
(1)， 

      4/87 1/42 3/69 

陸
生
草
物 

    キク(1)  

アスパラガス
(2)，キキョウ
(2)，ウイキョウ
(1)，キク(1)，
シロクジャクク
サ(1) 

      1/87  14/69 
水
生
草
物 

    ハス(1)  ハス(2) 

      1/87  2/69 

そ
の
他 

    

シャレボク，イ
ブキ(5)，タケ，
ツゲ(2)，イブ
キ，シャレボク
(1)，シャレボ
ク，ツゲ(1)，ツ
ゲ，イブキ(1)，
ツゲ，ヒオウギ
(1)，ツゲ，ビワ
(1) 

イブキ，シャレ
ボク(1)，カキ
ツバタ，シャガ
(1)，モミジ，
シャレボク(1) 

イブキ，コケボク
(4)，イブキ，シャ
レボク(4)，コケ
ボク，イブキ(3)，
ニホンズイセン
(3)，シャレボク，
イブキ(2)，ウメ，
コケボク(1)，ウ
メモドキ，イブキ
(1)，シャレボク，
シャガ(1)，シャ
レボク，ビワ，ウ
メモドキ(1)，シ
ャレボク，マサキ
(1) 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された胴 

次のページへ続く 
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時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

そ
の
他 

      

ツゲ，コケボク
(1)，デュランタ・
バイオレット，ハ
イビスカス(1)，
ナツハゼ，ヒオウ
ギ(1)，マツ，シャ
レボク(1)，モミ
ジ，シャレボク
(1)，ヤマザクラ，
コケボク(1) 

      12/87 3/42 27/69 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された胴 
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付録四 各時代の胴のあしらいに使用された植物 

 

時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

      イブキ(1)，ヒノ
キ(1)，マツ(1) 

        3/69 
常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

    カナメモチ(1)  ビワ(2)，スモー
クツリー(1)  

      1/87  3/69 
通
用
物 

         

           

陸
生
草
物 

    コギク(1)  

オ ク ラ レ ル カ
(3)，シャガ(2)，
キク(1)，ニホン
ズイセン(1)，ヒ
オウギ(1)，ヒメ
ノボタン(1) 

      1/87  9/69 
水
生
草
物 

    ヨシ(1)  カキツバタ(4) 

      1/87  4/69 

そ
の
他 

    

カキツバタ，シャ
ガ(3)，コケボク，
マツカサ(3)，ビ
ワ，ニホンズイセ
ン，シャガ(3)，カ
ナメモチ，ニホン
ズイセン，ビワ
(2)，シャガ，ビ
ワ，ニホンズイセ
ン(2)，ニホンズ
イセン，シャガ
(2)，ニホンズイ
セン，ビワ(2)，ニ
ホンズイセン，ビ
ワ，シャガ(2) 

マサキ，ニホン
ズイセン，ビワ，
シャガ(3)，キ
ク，ビワ，マサ
キ(2)，キク，マ
ツ(2)，ニホンズ
イセン，ビワ，
マサキ，シャガ
(2)，マサキ，キ
ク，ビワ，カキ
ツバタ(2)，マツ
カサ，ミキ(2)，
キク，ビワ(1)，
キク，ビワ，マ
サキ，カキツバ
タ(1) 

シャガ，ニホンズ
イセン(2)，ニホ
ンズイセン，ビワ
(2)，ビワ，ニホン
ズイセン(2)，オ
クラレルカ，キキ
ョウ(1)，オクラ
レルカ，ナツハゼ
(1)，カキツバタ，
ビワ(1)，カナメ，
ニホンズイセン
(1)，キキョウ，オ
ミナエシ(1) ，キ
キョウ，カキツバ
タ(1) 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された胴のあしらい 

次のページへ続く 



 

 185 

 

時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

そ
の
他 

    

ビワ，ヒオウギ
(2)，マツカサ，コ
ケボク(2)，マツ
カサ，コケボク，
カレボク(2)，イ
チハツ，カキツバ
タ，シャクヤク，
キク(1)，イチハ
ツ，キク，ユリ，
カキツバタ(1)，
イブキ，ヒメユ
リ，ヒオウギ，カ
キツバタ(1)，イ
ブキ，ビワ(1)，ウ
メ，ニホンズイセ
ン，シャガ，ビワ
(1)，オミナエシ，
シャクヤク(1)，
カキツバタ，カシ
ワ，モクレン(1)，
カキツバタ，キク
(1)，カキツバタ，
キク，シャガ(1)，
カキツバタ，ヒオ
ウギ，キク(1)，カ
キツバタ，ビワ，
ニホンズイセン
(1)，カキツバタ，
モモ，ビワ(1)，カ
シワ，ニホンズイ
セン，シャガ(1)，
カナメモチ，ウ
メ，ビワ，ニホン
ズイセン(1)，カ
ナメモチ，センノ
ウゲ，ヒオウギ，
キク(1)，カナメ
モチ，ニホンズイ
セン，カンザキア
ヤメ，ビワ(1)，カ
ナメモチ，ニホン
ズイセン，ビワ，
シャガ，ウメ(1)，
キク，イチハツ，
シャクヤク(1) ，
キク，カキツバ
タ，センノウゲ
(1)，キク，シャガ
(1)，キク，シャク
ヤク，イチハツ
(1)，キク，ニホン
ズイセン，ビワ
(1) 

キク，ビワ，マ
サキ，シャガ
(1)，ニホンズイ
セン，ビワ，シ
ャガ，マサキ
(1)，ニホンズイ
セン，ビワ，ヒ
ノキ(1)，ビワ，
カキツバタ，キ
ク，リンドウ
(1)，ビワ，カキ
ツバタ，モモ，
マサキ，シャガ
(1)，ビワ，キク，
コギク，イブキ，
シャガ(1)，ビ
ワ，ニホンズイ
セン，シャガ
(1)，ビワ，ニホ
ンズイセン，マ
サキ(1)，ビワ，
マサキ，カキツ
バタ，シャガ
(1)，マサキ，カ
キツバタ，ビワ
(1)，マサキ，カ
キツバタ，ビワ，
ヒノキ(1)，マサ
キ，キク，シャ
ガ，ビワ，カキ
ツバタ(1)，マサ
キ，キク，ビワ
(1)，マサキ，キ
ク，ビワ，シャ
ガ(1)，マサキ，
キク，ビワ，ス
スキ(1)，マサ
キ，シャガ，キ
ク，ビワ(1)，マ
サキ，シャガ，
キク，ビワ，ニ
ホンズイセン，
サンシュユ，ウ
メ(1)，まさき，
シャガ，ニホン
ズイセン，ビワ，
マツ，ウメ(1)，
マサキ，シャク
ヤク，カキツバ
タ(1) ，マサキ，
ニホンズイセ
ン，ビワ(1) 

キキョウ，ヒオウ
ギ(1)，キク，シャ
ガ(1)，キク，ビ
ワ，ナツハゼ(1)，
コナラ，ニホンズ
イセン(1)，シャ
ガ，ケイトウ，カ
キツバタ(1)，シ
ャクナゲ，ビワ，
カキツバタ(1)，
ショウブ，コケボ
ク(1)，ニホンズ
イセン，イブキ
(1)，ニホンズイ
セン，シャガ(1)，
ニホンズイセン，
マンサク(1)，ヒ
オウギ，ススキ，
オミナエシ，ホザ
キシモツケ，キキ
ョウ(1)，ビワ，カ
ン ザ キ ア ヤ メ
(1)，ビワ，ショウ
ブ(1)，ビワ，ナツ
ハゼ，ショウブ
(1)，ビワ，ニホン
ズイセン，カナメ
(1)，ビワ，ニホン
ズイセン，シャガ
(1)，ビワ，ニホン
ズイセン，ヒノキ
(1)，ビワ，ニホン
ズイセン，ボケ
(1)，ホオ，ドウダ
ンツツジ，クロバ
ナロウバイ(1)，
ボケ，シャガ(1)，
ホザキシモツケ，
ヒオウギ，オミナ
エシ(1)，ミキ，マ
ツカサ(1)，ユリ，
イボタノキ(1) 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された胴のあしらい 

次のページへ続く 
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時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

そ
の
他 

    

キク，ヒオウギ，
オミナエシ，セン
ノウゲ(1)，キク，
ヒオウギ，マサ
キ，カキツバタ
(1)，キク，ビワ
(1)，シモツケ，キ
ク，カキツバタ，
ヒオウギ(1)，シ
ャガ，キク(1)，シ
ャガ，キク，カキ
ツバタ(1)，シャ
ガ，キク，ニホン
ズイセン(1)，シ
ャガ，キク，ニホ
ンズイセン，ビワ
(1)，シャガ，ニホ
ンズイセン(1)，
シャガ，ニホンズ
イセン，ビワ(1)，
シャクヤク，イチ
ハツ(1)，ツツジ，
カナメ，ビワ(1)，
ナツハゼ，ヒオウ
ギ，キク，カキツ
バタ(1)，ニホン
ズイセン，シャ
ガ，ビワ，カナメ
モチ(1)，ニホン
ズイセン，ビワ，
カキツバタ(1)，
ニホンズイセン，
ビワ，シャガ，カ
ナメモチ(1)，ハ
ナズオウ，ニホン
ズイセン，ビワ，
シャガ(1)，ヒオ
ウギ，キキョウ
(1)，ヒオウギ，セ
ンノウゲ，カキツ
バタ(1)，ヒオウ
ギ，ナツハゼ，キ
ク，カキツバタ，
センノウゲ(1)，
ヒサカキ，カンザ
キアヤメ，ニホン
ズイセン，ヒノ
キ，シャガ(1)，ビ
ワ，キク，シャガ，
カキツバタ，マツ
カサ(1)，ビワ，シ
ャガ(1) ，ビワ，
シャガ，カキツバ
タ(1) 

マサキ，ヒオウ
ギ，キク，セン
ノウゲ(1)，マサ
キ，ビワ，カキ
ツバタ，シャガ
(1)，マサキ，ビ
ワ，カキツバタ，
ヤマブキ，シャ
ガ(1)，マサキ，
ビワ，キク，コ
ギク，フヨウ
(1)，マサキ，ビ
ワ，ニホンズイ
セン，キク(1) 

 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された胴のあしらい 

次のページへ続く 
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時
代 

江戸初期(作品
数：80) 

江戸中期(作品
数：89) 

江戸後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

そ
の
他 

    

ビワ，シャガ，ニ
ホ ン ズ イ セ ン
(1)，ビワ，ニホン
ズイセン，カナメ
モチ(1)，ビワ，ノ
ボタン，カキツバ
タ，センノウゲ，
ノコンギク(1)，
マサキ，カキツバ
タ，シャガ，マツ
(1)，マサキ，カナ
メモチ，マツ，ニ
ホンズイセン，ウ
メ(1)，マサキ，シ
ャガ，キク(1)，マ
サキ，ニホンズイ
セン，ビワ，シャ
ガ(1)，マサキ，ヒ
オウギ，ニホンズ
イセン(1)，マサ
キ，ビワ，ツツジ
(1)，マサキ，ビ
ワ，ヒオウギ，キ
ク，センノウゲ
(1)，マツ，ツツ
ジ，イチハツ，カ
キツバタ(1) 

  

      82/87 40/42 35/69 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された胴のあしらい 
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付録五 各時代の前置に使用された植物 

 

時
代 
江⼾初期(作品
数：80) 

江⼾中期(作品
数：89) 

江⼾後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

常
緑
針
葉
樹 

マツ(2) マツ(2) マツ(9) マツ(3) 
マツ(2)，ゴヨウ
マツ(1) 

  2/80 2/89 9/87 3/42 3/69 
常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

ツバキ(1)，クヌ
ギ(1)，コナラ
(1) 

 
ツゲ(52)，ツバ
キ(7)，ツツジ
(2) 

ツゲ(34)，ツバ
キ(1)，モミジ
(1) 

ツゲ(24)，ツバ
キ(10)，ナツハ
ゼ(3)，マサキ
(1)，センリョウ
(1) 

  3/80  59/87 36/42 43/69 
通
用
物 

      ヤマシダ(2) 

        2/69 

陸
生
草
物 

キンセンカ(3)，
キク(1)  

キンセンカ(2)，
キク(1) 

コギク(1)，ギボ
ウシ(1)，キク
(1)，バラ(1) 

オモト(1) 

カラテア (2)，
カンギク(1)，キ
ク(1)，オモト
(1)，アイアンク
ロス(1) 

  4/80 3/89 4/87 1/42 14/69 
水
生
草
物 

 コウホネ(1) ハス(1) コウホネ(1) ハス(3) 

   1/89 1/87 1/42 3/69 

そ
の
他 

ツバキ，ツゲ(3)，
ツゲ，オウバイ，
コシダ(2)，ツゲ，
クヌギ(2)，アセ
ビ，クサソテツ，
ツバキ，クヌギ
(1)，アセビ，コシ
ダ，ツツジ(1)，ウ
スノキ，コシダ，
アセビ，ヤハズソ
ウ，コシダ(1)，ウ
スノキ，ツツジ，
コシダ(1) 

コシダ，ツゲ，ツ
バキ(3)，ツゲ，ツ
バキ(2)，ツゲ，ツ
バキ，コシダ(2)，
ツゲ，ツバキ，マ
ツ(2)，ツゲ，ナツ
ハゼ，コギク(2)，
ツバキ，ツゲ，キ
ンセンカ(2)，ツ
バキ，ツゲ，クヌ
ギ(2)，カンギク，
ツゲ，ツバキ，ク
ヌギ(1) 

ツゲ、ツバキ(6)，
ツバキ、ツゲ(2)，
クチナシ、ツゲ
(1)，センリョウ、
ツゲ(1)，ツゲ、ナ
ツハゼ(1) 

ツバキ、ツゲ(1) 

ツゲ、ツバキ(1)，
ナツハゼ、コウホ
ネ(1)，ナツハゼ、
ムクゲ(1)，ベゴ
ニア、カタナンケ
(1) 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された前置 

次のページへ続く 
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時
代 
江⼾初期(作品
数：80) 

江⼾中期(作品
数：89) 

江⼾後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

そ
の
他 

ウメ，ツゲ，コシ
ダ(1)，オモト，ツ
ゲ，コシダ(1)，オ
モト，マツ，サク
ラ(1)，ガンピ，ツ
ツジ，ツマシロ
(1)，キク，ツゲ
(1)，キク，ツツ
ジ，コガシワ，カ
ンギク(1)，キク，
ヒノキ，コケボク
(1)，キリンソウ，
キク(1)，クヌギ，
コシダ，キク，キ
リンソウ(1)，ク
ヌギ，コシダ，シ
ャシャンボ，シュ
ンギク(1)，コケ
ボク，ツマシロ，
ツバキ(1)，コケ
ムス，ツゲ，ツツ
ジ(1)，コシダ，カ
ンギク，ツゲ(1)，
コシダ，ツゲ，シ
ュンギク(1)，コ
シダ，ツゲ，ツバ
キ(1)，コシダ，ツ
ゲ，ツバキ，ビワ
(1)，コシダ，ツツ
ジ，ツゲ，クヌギ
(1)，コシダ，ツツ
ジ，ツゲ，ツバキ，
クヌギ(1)，コナ
ラ，コシダ，ハマ
ギク，クヌギ(1)，
サツキ，ハクチョ
ウゲ，コシダ，マ
ツ(1)，シュンギ
ク，ツゲ，ツツジ，
シャガ(1)，ツゲ，
アセビ，コシダ，
シャガ(1)，ツゲ，
オウバイ，ツバキ
(1)，ツゲ，カシ
ワ，キク，ツツジ
(1)，ツゲ，カンギ
ク(1) ，ツゲ，キ
イチゴ，クサソテ
ツ(1) ，ツゲ，ク
サソテツ，ツバキ
(1) 

カンギク，ツバ
キ，ツゲ，カナメ
モチ(1)，クマザ
サ，ツゲ，ツバキ，
リンドウ(1)，ク
マザサ，リンド
ウ，ツゲ，コギク，
ナツハゼ，マツ
(1)，コギク，キキ
ョウ，ギボウシ
(1)，コギク，ツゲ
(1)，コギク，ツ
ゲ，ナツハゼ，ク
マザサ(1)，コシ
ダ，コギク，ツバ
キ，ツゲ(1)，コシ
ダ，ツゲ，クヌギ
(1)，コシダ，ツ
ゲ，コギク，ツバ
キ(1)，コシダ，ツ
ゲ，ツバキ，キン
センカ(1)，コシ
ダ，ツゲ，ナツハ
ゼ，マツ(1)，コシ
ダ，ツバキ，カナ
メモチ，ツゲ(1)，
ツゲ，キリンソ
ウ，ナツハゼ(1)，
ツゲ，キリンソ
ウ，ナツハゼ，ク
ヌギ(1)，ツゲ，コ
ガシワ，キク(1)，
ツゲ，コギク，カ
ナメモチ，ナツハ
ゼ，ナツツバキ
(1)，ツゲ，コギ
ク，コシダ(1)，ツ
ゲ，コギク，ナツ
ハゼ(1)，ツゲ，コ
ギク，ナツハゼ，
クヌギ(1)，ツゲ，
コシダ(1)，ツゲ，
コシダ，カンギ
ク，ツバキ(1)，ツ
ゲ，コシダ，キン
センカ，クヌギ
(1) ，ツゲ，コシ
ダ，コギク(1)，ツ
ゲ，コシダ，コギ
ク，ナツハゼ，ク
マザサ(1) 

   

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された前置 

次のページへ続く 
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時
代 
江⼾初期(作品
数：80) 

江⼾中期(作品
数：89) 

江⼾後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

そ
の
他 

ツゲ，クヌギ，コ
シダ(1)，ツゲ，ク
ヌギ，コシダ，シ
ャガ(1)，ツゲ，ク
ヌギ，シャシャン
ボ(1)，ツゲ，コシ
ダ(1)，ツゲ，コシ
ダ，かし(1)，ツ
ゲ，コシダ，クヌ
ギ(1)，ツゲ，コシ
ダ，ツツジ(1)，ツ
ゲ，コシダ，ツマ
シロ，ウメ(1)，ツ
ゲ，コシダ，ヒノ
キ(1)，ツゲ，シュ
ンギク(1)，ツゲ，
ツツジ(1)，ツゲ，
ツツジ，イブキ，
ヒノキ，シュンギ
ク(1)，ツゲ，ツツ
ジ，コシダ，ヒノ
キ(1)，ツゲ，ツツ
ジ，シュンギク
(1)，ツゲ，ツバキ
(1)，ツゲ，ツバ
キ，コシダ，クヌ
ギ，キンセンカ
(1)，ツゲ，ツバ
キ，ヒノキ，キイ
チゴ(1)，ツゲ，ナ
ツハゼ，ザクロ
(1)，ツゲ，ハマナ
デシコ，キリンソ
ウ，カシワ(1)，ツ
ツジ，クチナシ，
ツゲ，ガンピ(1)，
ツツジ，コシダ，
アセビ(1)，ツバ
キ，カンギク，コ
シダ(1)，ツバキ，
コシダ(1)，ツバ
キ，コシダ，ツゲ，
ウメ(1)，ツバキ，
コシダ，ツツジ，
アセビ(1)，ツバ
キ，コシダ，ネズ
(1)，ツバキ，コシ
ダ，ビャクシン，
クヌギ，クサソテ
ツ(1) 

ツゲ，コシダ，ツ
バキ(1)，ツゲ，コ
シダ，ナツハゼ，
ギボウシ，マツ
(1)，ツゲ，コシ
ダ，ナツハゼ，リ
ンドウ(1)，ツゲ，
コシダ，マツ(1)，
ツゲ，ツバキ，カ
ナメモチ，カンギ
ク(1)，ツゲ，ツバ
キ，クヌギ，キン
センカ(1)，ツゲ，
ツバキ，クヌギ，
マツ(1)，ツゲ，ツ
バキ，コギク(1)，
ツゲ，ツバキ，コ
ギク，クヌギ(1)，
ツゲ，ツバキ，コ
ギク，シャガ(1)，
ツゲ，ツバキ，コ
シダ，シャガ(1)，
ツゲ，ツバキ，ナ
ツハゼ，コシダ，
(1)，ツゲ，ナツハ
ゼ，ギボウシ，コ
ギク(1)，ツゲ，ナ
ツハゼ，キリンソ
ウ(1)，ツゲ，ナツ
ハゼ，クヌギ，キ
キョウ，キリンソ
ウ，コギク(1)，ツ
ゲ，ナツハゼ，コ
ギク，ヒオウギ
(1)，ツゲ，ナツハ
ゼ，コシダ(1)，ツ
ゲ，ナツハゼ，コ
シダ，コギク(1)，
ツゲ，ナツハゼ，
コシダ，コギク，
クヌギ(1)，ツゲ，
ナツハゼ，ツバ
キ，コギク(1)，ツ
ゲ，ナツハゼ，ツ
バキ，コシダ(1)，
ツゲ，ニホンズイ
セン，クヌギ，コ
シダ(1)，ツツジ，
ツゲ(1)，ツバキ，
センリョウ(1) 

   

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された前置 

次のページへ続く 
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時
代 
江⼾初期(作品
数：80) 

江⼾中期(作品
数：89) 

江⼾後期(作品
数：87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：
69) 

そ
の
他 

ツバキ，ツゲ(1)，
ツバキ，ツゲ，コ
ケムス(1)，ツバ
キ，ツゲ，コシダ
(1)，ツバキ，ツマ
シロ，ヒノキ(1)，
ツバキ，ビワ，コ
シダ(1)，ハス，キ
ク，オグルマ，ギ
ボウシ(1) 

ツバキ，ツゲ(1)，
ツバキ，ツゲ，カ
ナメモチ(1)，ツ
バキ，ツゲ，カナ
メモチ，コギク
(1)，ツバキ，ツ
ゲ，コギク(1)，ツ
バキ，ツゲ，コギ
ク，クヌギ(1)，ツ
バキ，ツゲ，コシ
ダ，コギク(1)，ツ
バキ，ツゲ，ナツ
ハゼ，コシダ，コ
ギク(1)，ツバキ，
リンドウ，ナツハ
ゼ，ツゲ(1)，ナツ
ハゼ，コギク，ツ
ゲ，クヌギ(1)，ナ
ツハゼ，コシダ，
コギク(1)，ナツ
ハゼ，コシダ，ツ
ゲ，クヌギ(1)，ナ
ツハゼ，ツゲ，コ
ギク，コシダ，マ
ツ(1)，ナツハゼ，
ツゲ，コシダ(1)，
ナツハゼ，ツゲ，
ザクロ，クヌギ，
コギク(1)，ナツ
ハゼ，ツバキ，ツ
ゲ，クヌギ(1)，ハ
ス，コウホネ(1)，
ハス，コギク，キ
キョウ(1)，マツ，
ナツハゼ(1)，リ
ンドウ，ツゲ，ナ
ツハゼ，カナメモ
チ(1) 

   

  71/80 83/89 11/87 1/42 4/69 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された前置 
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付録六 各時代の木留/草留に使用された植物 

 

時
代 
江戸初期(作品数：
80) 

江戸中期(作品数：
89) 

江戸後期(作品数：
87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：69) 

常
緑
針
葉
樹 

    マツ(3)    

      3/87    
常
緑
広
葉
樹 
落
葉
広
葉
樹 

    
ツツジ(1)，ツバキ
(1) 

  

      2/87   

通
用
物 

      タマシダ(1) 

        1/69 

陸
生
草
物 

    コギク(9)  

コギク(3)，キムミ
ズヒキ(1)，フリー
ジア (1)，ホトト
ギス (1)，ミヤコ
ワスレ(1) 
 

      9/87  9/69 
水
生
草
物 

    コウホネ(1)   

      1/87   

そ
の
他 

    

コギク，ツバキ(8)，
ツバキ，コギク(6)，
ツバキ，イワカガミ
(5)，コギク，マサキ
(4)，コギク，クマザ
サ(3)，イワカガミ，
ツバキ(2)，コギク，
ツゲ(2)，コギク，ツ
ツジ(2)，マツ，マツ
カサ(2)，コシダ，ツ
ゲ，キンセンカ(1)，
ツツジ，ヒノキ(1)，
ハマナデシコ，マサ
キ(1) ，リンドウ，
ツバキ(1) 

コギク，ツバキ
(11)，キンセン
カ，ツバキ(4)，コ
ギク，ハマナデシ
コ(2)，コギク，マ
サキ(2)，ツバキ，
キンセンカ(2)，
ツバキ，コギク
(2)，ムラサキナ
ズナ，マサキ(2)，
マツカサ，マツ
(2)，カキツバタ，
コウホネ(1)，コ
ギク，タチバナ
(1)，コギク，リン
ドウ(1) 

コギク，ツバキ(4)，
コギク，ツバキ(3)，
ミヤコワスレ，ツツ
ジ(3)，ツバキ，ミヤ
コワスレ(3)，カン
ギク，ツバキ(2)，コ
ウホネ，ハス(2)，ツ
バキ，コギク(2)，ハ
マナデシコ，タマシ
ダ(2)，タマシダ，キ
キョウ(2)，オイラ
ンソウ，ムクゲ(1)，
コギク，ビワ(1)，コ
ギク，ボケ(1) ，コ
ギク，ホトトギス
(1) 

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された木留/草留 

次のページへ続く 
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時
代 
江戸初期(作品数：
80) 

江戸中期(作品数：
89) 

江戸後期(作品数：
87) 

近代(作品数：
42) 

現代(作品数：69) 

そ
の
他 

    

ナツハゼ，コギク
(1)，イワカガミ，コ
ギク(1)，イワカガ
ミ，ツバキ，ジンチ
ョウゲ(1)，イワカ
ガミ，フキ(1)，クサ
ソテツ，コギク(1)，
クマザサ，イワカガ
ミ(1)，コギク，くち
なし(1)，コギク，コ
シダ，マサキ(1)，コ
ギク，ナツハゼ(1)，
コギク，花名不詳
(1)，コギク，マツ
(1)，マツカサ，マツ
(1)，ニホンズイセ
ン，イブキ(1)，セン
ノウゲ，ナツツバキ
(1)，カワラナデシ
コ(1)，サワギキョ
ウ，コギク(1)，ツバ
キ，イワカガミ，セ
ンリョウ(1)，ツバ
キ，イワカガミ，フ
クジュソウ(1)，ツ
バキ，フキ(1)，ツバ
キ，ヒオウギ(1)，ニ
チニチソウ，ツツジ
(1)，フキ，イワカガ
ミ，ツバキ(1)，フク
ジュソウ，ツバキ
(1)，マサキ，コギク
(1)，マサキ，コギ
ク，ニチニチソウ
(1)，マサキ，ツバ
キ，コギク(1)，ムク
ゲ，コギク(1)，ミヤ
コワスレ，ツバキ
(1)，カナメモチモ
チ，シャガ，コギク
(1) 

ザクロ，ハマナデ
シコ，オカトラノ
オ，ジンチョウゲ
(1)，サザンカ，コ
ギク(1)，ハマナ
デシコ，コギク
(1)，ハマナデシ
コ，ツバキ(1)，ア
ブラナ，マサキ
(1)，ハマナデシ
コ，ツバキ(1)，フ
キノトウ，キンセ
ンカ，ツバキ(1)，
フクジュソウ，ツ
バキ(1)，ムクゲ，
コギク(1)，ムラ
サキナズナ，ツバ
キ(1) 

コギク，ミズキ(1)，
サンゴアブラギリ，
タマシダ(1)，ニホ
ンズイセン，センリ
ョウ(1)，スズラン，
タマシダ(1)，タマ
シダ，シャガ(1)，ツ
ゲ，ツバキ(1)，ツツ
ジ，コシダ(1)，ツツ
ジ，コギク(1)，ツバ
キ，ハマナデシコ
(1)，ツバキ，フリー
ジア(1)，ツバキ，モ
ミジ(1)，ナツハゼ，
コウホネ(1)，ハマ
ナデシコ，ゲイラッ
クス(1)，ハマナデ
シコ， ショウブ
(1)，ムクゲ，ハマナ
デシコ(1)，カンギ
ク，ツバキ(1)，タマ
シダ，コギク(1)，タ
マシダ，ハマナデシ
コ(1)，クロバナロ
ウバイ，カナメモ
チ，コシダ(1)，コギ
ク，タマシダ(1)，ツ
バキ，アメリカン・
ブルー(1)，ツバキ，
フキ(1)，ツバキ，カ
ンギク(1)，ツバキ，
コシダ(1)，ツバキ，
コギク(1) 

      

注）括弧の中は作品の数を表す。その他：2種以上の植物から構成された木留/草留 


